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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ついに、魔ま人じんの集団がその牙を剝むいた。

　シュトローム率いる魔人の集団が、アールスハイド王国、ブルースフィア帝国を翻ほん弄ろうし、帝国の首都たる帝都を陥かん落らくさせた後、その活動は旧帝国内に留まっていた。

　その魔人が、突如アールスハイド王国の隣国であるスイード王国へと攻め入ったのだ。

　魔人の集団という、人類史上、経験したことがない危機に、攻め込まれたスイードと、過去に魔人による甚じん大だいな被害を出したアールスハイドの住民達は、かつてないほどの恐怖を感じた。

　だが、そこに救世主が現れる。

　過去に魔人を討とう伐ばつし、英雄となったマーリン＝ウォルフォードの孫、シン＝ウォルフォードが率いる魔法師集団が、魔人討伐に名乗りをあげた。

　その名を『アルティメット・マジシャンズ』という。

　シンから直々に魔法指導を受けたというその魔法師集団は、アールスハイド王国第一王子、アウグスト＝フォン＝アールスハイドの立りつ太たい子しの儀式の場から、空を飛んで現場に向かうという、驚きよう愕がくの方法で出陣していった。

　その非常識な魔法の力は、アールスハイド国民に大いなる希望を持たせるのに十分であった。

　そして、シン達アルティメット・マジシャンズは、その期待通りに魔人の集団の襲しゆう撃げきを食い止め、追い返すことに成功した。

　あまりにアッサリとした引き際に、不審を抱くシン達だったが、その真意を計ることはできなかった。

　まさか、魔人が仲間割れを起こし、シュトローム側の魔人が、袂たもとを分かった魔人達を操作し、スイードに攻め込ませたとは夢にも思っていない。

　ひとまず魔人を退けたものの、腑ふに落ちないシン達は、スイード王にある提案を持ちかける。

　それは、国単位での対応ではなく、各国が協力して防衛網を敷き、魔人に対抗しようというものだった。

　その提案に、スイード王も前向きな姿勢を示し、そのことを確認したシン達は、アールスハイドに帰還した。

　そこで待ち受けていたのは、魔人討伐の報を聞いた王城の兵士達の喝かつ采さいだった。

　アールスハイド国王、ディセウムへの報告のために王城内を進むシン達に向かって、チーム名と共に賞賛を贈る兵士達。

　アウグストの立太子の儀式の最中に、急にチーム名を考えろと言われ、苦し紛れにアルティメット・マジシャンズと名乗ってしまったシンが、その名を呼ばれる度に顔を赤らめた。

　そして、ディセウムに魔人討伐の報告をしたシン達は、アウグストの部屋に集まり、今後の方針について話し合っていた。













　アールスハイド王国第一王子であり、王太子であるオーグの部屋に集まった俺達だったが、俺の意向とオーグの意向は、理由は違えどピッタリと一致した。

　俺は、各国に魔ま人じんが現れた際にすぐに駆けつけられるように。

　オーグは、各国との連合を組むために。

　そのために各国を訪問したいというものだった。

　その意見がピッタリ一致したもんだから、またしてもオーグの婚約者であるエリーが変な妄想をし始めた。

　いや、ホントに……この世界にも腐った文化が蔓延はびこってるのか？

　ともかく、妙な誤解を再発させたエリーを説得するのに時間がかかった。

「まったく……なぜすぐにそういう方向へ思考が向くのだ？」

「だって……シンさんとアウグスト様、ずっと一緒にいるんですもの……お互いふざけ合いながらも何か通じあってる感じがしますし……」

「確かに！　シン君って、殿下の難しい話にもついて行けてるよね！」

「そうですね。殿下の言葉一つでその意図まで見抜く事は多いですね」

「アリス！　トール！　何のフォローをしてんの!?」

　誤解を加速させてどうするよ!?

「皆も馬鹿な事を言うな。シンに魔法を教わった者なら分かるだろう。コイツの頭はちょっとおかしいんだ」

「なんで急に貶けなされた!?」

「誉めてるんだよ。メリダ殿の話では一人で今の魔法を使えるようになったらしいからな。どういう頭の構造をしてるんだか……」

　前世の知識という反則技です……。

「……まあ、お相手が女性でなければ別に良いですけど」

「「納得の仕方がおかしいだろ！」」

「息ピッタリですね」

　マリアまで乗っかって来やがった！

「……シン君……そうだったんですか？」

「シシリーまで!?」

　もう！　シシリーまで変な事を考え出したじゃないか！

「そんな事ないからね！」

「でも……」

「……じゃあ、そうじゃないって証明してあげようか？」

「え……シン君？」

　シシリーを抱き寄せ、その顔に近付いていき……。

「ちょっと！　こんな所で盛さかってんじゃないわよ!!」

「おっと、つい」

「あぅ……あぅ……」

　アブね……もうちょっとで皆の前で、凄い事をするとこだった。

「凄いッス……こんな皆のいる前で……」

「マーク！　真似しないでいいからね!?」

「やっぱりモザイクいるよ！」

　なぜか尊敬するような目を向けるマークと、それを必死に窘たしなめるオリビア。そしてアリス、誰がモザイク案件か。

「あぅぅ」

　シシリーは、真っ赤になって俺の胸から顔をあげられなくなってる。

　ヤバいなあ……これじゃあ結婚式の前に襲っちゃいそうだ。

「これで分かっただろう、エリー。この通りシンはクロードにぞっこんだ。他の女など入り込む余地はない。私など論外だ」

「あぅ……あ……わ、分かりましたわ……」

　真っ赤になったエリーが納得してくれた。

　やらかしかけた甲か斐いがあったな。

「もう！　シン君！　もう！」

「おっと、ゴメン、シシリー」

　シシリーも真っ赤になって、ポカポカ叩いてきた。

　やだ、ナニコレ？　可愛い。

「はあ……このバカップルは……話を続けるぞ？」

「ああ、悪い。で？　いつから行く？」

　おふざけはこの辺にして真面目な話をしないと。

「できれば明日からでも行きたいところなのだが……大丈夫か？」

「俺は問題ないけど、良いのか？　王太子になったお前を祝う祝賀祭があるんだろう？」

「国民達が騒ぐための祭りだからな。私はいなくても問題ない」

　そりゃそうか。別に、オーグと民衆が一緒になって騒ぐ訳じゃないし。

「それに、数日で廻り切れるだろう。祝賀祭が終わる前には戻って来られるさ」

「そうだな、じゃあ明日から行くか。合宿は一時中断だな」

「合宿を中断って……一体何のお話ですの？　それに各国を廻るって……」

「ああ、それはな……」

　俺達の話についてこられないエリーが何のことかと質問してきたので、オーグがエリーとメイちゃんに説明する。

「行きたい！　私も行きたいです！」

「だから遊びに行くんじゃないんだぞ？」

「だって、外国の王様とお話しするのはお兄様です。その間シンお兄ちゃんはお暇です！　外国の街を観光したいです！」

「確かに、皆さんが一緒にいらっしゃれば護衛としてこれ以上の適任はないでしょうし、安心して観光ができそうですわね」

　オーグの説明に、メイちゃんが自分も行きたいと言いだし、エリーもそれに乗っかった。っていうか、皆さん？

「え？　あたし達も？　殿下とシン君だけで行くんじゃないの？」

「二人きりはちょっと……」

　エリーの言葉に、疑問の声をあげるアリスと、俺とオーグの二人きりにさせるのは不安そうなエリー。

　まだ疑ってんのか!?　根深いな！　おい！

「まだ誤解が解けてないのか……それよりエリーまでついて来るつもりなのか？」

「さっきも言いましたけど、皆さんが一緒ならこれ以上に安全な旅行はないですから」

「旅行じゃないんだが……」

「アウグスト様は各国の首脳との会談を頑張って下さいまし。その間、私達は羽を伸ばさせて頂きますわ」

「……おいシン。エリーはこんな事を言う女ではなかったんだぞ？　どうしてくれる？」

「俺のせいじゃなくね!?」

　むしろウチの女性陣だろ！

「アリス！　リン！」

「「ぴーぴー」」

「二人とも口笛が吹けてねえんだよ！」

　目を逸そらして、吹けない口笛を吹く真似をするアリスとリン。

　無性にイラッとするわ！

「私達のせいじゃない。エリーは元々こういう女だったと思う」

「あら、非道いですわねリン。皆さんを見ていて羨うらやましいと思ったのは事実ですわ」

　お互い呼び捨てとか、合宿の間に随分打ち解けたな。

「ホラ、リン達のせいじゃねえかよ」

「でも一番はシンさんとアウグスト様のやり取りが羨ましかったからですわ」

「やっぱりお前じゃないか」

「マジで!?」

　どうしても巡り巡って俺のせいになんのかよ！

「ここで引き下がっては、アウグスト様がシンさんに取られてしまいますから」

「「張り合う所がおかしいだろ！」」

「息ピッタリですね」

「そのくだりはもういいよ！」

　いい加減しつこいな！　どうすれば納得してくれるんだ？

「ねえ、よろしいでしょう？　アウグスト様と結婚して王太子妃もしくは王妃になってからでは、もう気軽に外国旅行なんて行けなくなりますもの」

「……確かに、そうなっては気軽に外国になんて行けなくなるか。皆もいいか？　せっかくだし休みにしようかと思っていたんだが……」

「私は大丈夫ですよ殿下」

「あたしも！　外国旅行したいし！」

　結局オーグが折れてエリーとメイちゃんを連れて行く事になり、その護衛として皆にもついて来てほしいという依頼に、マリアとアリスも同意した。

　まあ、あの同意は自分も旅行したいっていう気持ちの方が強いと思うけど。

　それにしても、つい忘れがちだけど、エリーって王太子妃になるんだよな。

　そうなってからじゃ気軽に外国なんて行けなくなるよな。

　他国の王太子妃を迎えるとか、イチイチ大きなイベントになるもんな。

　結局、護衛もかねて全員で一緒に行く事になった。合宿を一時中断しての息抜きだと思えばいいか。

　魔人の討とう伐ばつなんて大層な事をやったんだし、各国に魔人が現れた際の対処のために行く訳だから、ついでに観光しても不ふ謹きん慎しんではないよな？

「という訳で、オーグは会談頑張ってくれたまえ」

「……確かにその通りなんだが、シンに言われると腹が立つな……」

「フフン、今まで散々からかわれてるんだ、たまには仕返ししないとな」

「フム、いい度胸だ……もっとからかってやるからな？」

「……オーグ……お前……本気だな……？」

「ああ……覚悟しろよ？」

　な、なんだ？　この緊張感は!?

　俺とオーグの間に言い知れぬ緊張が走る……。

「ハイハイ、あっちのお馬鹿な張り合いは置いておいて、旅行の計画を立てますわよ？」

『はーい』

「「放置するな！」」

「息ピッタリですね」

「だからもういいって言ってんだろお！」

　天丼は二回まで！

　言っても通じない突っ込みは言わないでおいて、旅行の計画を決める。

　各国には、魔人が襲来したときに備えて俺が開発した通信機を貸たい与よしてある。

　その通信機を使って事前にオーグが訪問することを伝えておく。

　そして行程は、全て浮ふ遊ゆう魔ま法ほうによる空中移動となった。

　魔法の使えないエリーはオーグが抱えて行く事になり、魔法を覚えたてのメイちゃんは俺とシシリーが手を繋いで補助しながら行く事になった。

「浮遊魔法は楽しいから好きです！　シンお兄ちゃん、シシリーさん、宜しくお願いしますです！」

「フフ、楽しみですね？　メイ姫様」

「ハイです！　こんな旅行とか初めてなのでスッゴク楽しみです！」

「……本当は旅行じゃないんだがなあ……」

　楽しそうなメイちゃんを見て、オーグが溜め息を吐く。

「ついでだよ、ついで。せっかくの長期休暇に、合宿の付き添いだけじゃ可哀想だと思ってたしな」

「それもそうか」

　そして、完全にお忍びで行動する事にした。

　身分が分かると色々面倒だし、狙われる可能性もある。

　俺達がいる以上そんな事はさせないが、リスクは減らしておいた方が良いからな。

　宿屋も普通の宿を取る事になった。

　ゲートで毎日戻って来ても良いんだけど……。

「そんな事をしたら旅の情じよう緒ちよがなくなってしまうではありませんか！」

　と、旅を楽しみたいエリーに却下されてしまった。

　まあ、最終日はゲートで戻って来るんですけどね。

「よし、これでおおよその計画は立ったな」

「計画っていうか……方針な。結局宿も全部行き当たりばったりだし」

「それも旅の醍だい醐ご味みだろう？」

　オーグも開き直って旅と言い出した。

　まあ、一人だけ意地を張ってもしょうがないしな。

「合宿の際に使っていた荷物があるから、特に改めて用意する物もないだろ。では明日の朝シンの家に集合だ。今日は皆ご苦労だったな。ゆっくり休めよ？」

『はい！』

　こうして、あっという間に明日の待ち合わせまで決まった後、オーグが俺達に声をかけてきた。

「シン、クロード」

「何？」

「なんでしょうか？　殿下」

「……休めよ？」

「お、お前なあ！」

「はうぅぅ……」












　なんで別れ際にそんな事を言うかな!?　気まずくなっちゃうじゃん！

「ん？　お前達二人は明日からメイの補助をしてもらうんだ。ゆっくり休んで体調を整えておいてもらいたい兄心だ」

「お、お前……」

　これが……オーグの本気……！

「アウグスト様が兄心？」

「初めて聞いたです！」

　エリーとメイちゃんが顔を見合わせている横で、マリアが溜め息を吐いていた。

「また馬鹿な事やってる。もう帰りましょ。それでは殿下、お疲れ様でした」

「ああ、お疲れさん」

「ホラ！　シン、帰るわよ。シシリーも赤くなってないで！」

「ちょっ！　マリア待って！」

「待ちません！　ホラ！　シシリーも！」

「あ、ま、待ってマリア！」

　結局マリアに引ひき摺ずられてオーグの部屋から連れ出された。

　おのれ……おのれオーグ！

　シシリーが恥ずかしがってこっち見てくれないじゃないかあ！

「いい加減にしなさいよ！　このバカップルがあ！」

　そのマリアの叫びを聞いて……案内の兵士さんは笑いを堪えていた……。

　お、おのれ……。





　　　　　◆






　シン達、チームの面々が出ていったアウグストの部屋には、アウグストとエリザベート、メイの三人が残っていた。

「はあ……ようやく静かになったな」

「騒ぎの原因は主にお兄様とシンお兄ちゃんだったです」

「本当にそうですわね。ああいうアウグスト様はシンさんと一緒にいる時しか見られませんわ」

　相変わらず、シンとアウグストの仲がいいことが羨ましそうなエリザベート。

「おいエリー、いい加減に……」

「フフ、分かってますわ。シンさんがシシリーさんにしか興味がない事は」

　アウグストが、いい加減に変な誤解をするなと言おうとしたところ、エリザベートから意外な言葉が聞かれた。

「だったら……」

「シンさんが羨ましいんですわ。アウグスト様はシンさんに対して心を開いてますもの」

「そうなのか？」

「いつも私を放っておいて、シンさんとばかり遊んでますもの」

「む……それは……スマン」

「でも、合宿でアリスやリンが私に媚こびず対等に接してくれて、ようやくアウグスト様のお気持ちが理解できましたわ」

　合宿で究きゆう極きよく魔ま法ほう研けん究きゆう会かいの女性陣と一緒にいたエリザベートは、堅苦しい態度ではやりにくいと対等の態度を取るようにと女性陣に依頼していた。

　それでもエリザベートは公こう爵しやく令れい嬢じようである。

　普通ならそんな事を言われても態度は変えないものだが、シンとアウグストのやり取りを見ていた女性陣は、エリザベートの依頼を受けアッサリと対等の態度を取るようになった。

「私の家は貴族でも最高位の公爵ですもの、いくら楽になさってと言っても誰もが堅い態度のままでしたわ」

「そうだな。私もそうだった」

　アウグストの場合はさらに上の王族である。対等の態度を取るなど、父であるディセウムと、あとは母と妹くらいしかいない。

「嬉しかったですわ。同い年の女の子と同じ立場でお話をするのが。お友達とパジャマで騒ぐのが。合宿の空き時間に皆で一緒にお買い物をするのが」

「……そんな事をしていたのか」

「ええ。ですから、今ならアウグスト様のお気持ちが分かります。シンさんだけですものね、アウグスト様とあんなやり取りができるのは」

　幼い頃から、シンに対して王という立場を隠して接していた、アールスハイド王国の国王であるディセウム。

　なので、ディセウムはマーリンかメリダの親戚だろうと思っていたシンは、ディセウムの息子であるアウグストに対しても従い兄と弟こという感じしかしないため、へりくだった態度がとれない。

　その結果が、アウグストとの馬鹿なやり取りの数々であり、アウグスト自身、それが楽しくてしょうがなかった。

「他の皆にも気を遣わないように言っているんだがな」

「王族ですもの、それは無理というものですわ」

　アウグストは研究会の皆にもシンと同じように接してくれる事を望んでいたが、さすがにそれは叶っていない。

「ですから、アウグスト様のシンさんとのやり取りが楽しいというのはよく分かります」

「だったらなぜ？」

「それでもやはり、シンさんが羨ましいんですわ。ですからちょっと困らせて差し上げようかと……」

　アウグストは、エリザベートの意外な一面に驚いた。

「……エリーはそんな性格だったのか……」

「あら、それを言うなら、アウグスト様もあんなに楽しい御方だったとは、予想外でしたわ」

「私は知ってたです！」

「メイは黙ってろ」

「あう！　エリー姉様助けて！」

　アウグストに頭を握られたメイがエリザベートに助けを求める。

「フフ、メイは良いですわね。アウグスト様や私達以外にも対等に接してくれる人がいて」

　メイをアウグストから救いだしながらそう話しかける。

「そうでもないです……初等学校の皆はやっぱり距離がありますし、アウグストお兄様は意地悪ですし……。でもシンお兄ちゃんがお兄ちゃんになってくれて嬉しいです！」

「フフ、優しいお兄ちゃんね？」

「ハイです！」

「お前ら……」

「はっ!?　いけない！　逃げますわよ、メイ！」

「ハイ！」

「コラ待て！」

　キャアキャア言いながら部屋を駆ける三人。

　少し前まではこの三人の間にもあった距離が、今は全くなくなっていた。

（シンと関わってから、私達の関係も大分変わったな）

　追い駆けっこをしながら、アウグストはそんな事を考えていた。





　　　　　◆






　シン達アルティメット・マジシャンズの面々がアウグストの部屋で騒いでいた頃、旧帝国の滅びた街に集まる人影があった。

「クソ！　クソォ！　何だ!?　何なんだよこれはぁっ!!」

「一体……何が起きたんだ？」

「分からん！　そもそもあの障しよう壁へきは何だ？　我々の魔法が全く通じなかったではないか！」

「何人城じよう壁へきを抜けられたのだ？」

「分からん……二十人くらいじゃないか？」

「たったそれだけか……」

「それもほとんど殺られちまった！　何だアイツら？　バケモンじゃねえか！」

「帝国の外には、あんな奴らがいるのか……」

　スイード王国に攻め入り、シン達に撃退された魔人達である。

　彼らは、圧倒的な力で自分達を退けたシン達に対して途と轍てつもない脅きよう威いを感じていた。

　魔人となり、圧倒的な力を手に入れ、今まで自分達を虐しいたげていた帝国貴族達を蹂じゆう躙りんしてきた。

　その力を過信していたため、自分達を上回る力を持つシン達に恐れを抱いていた。

　そして、その様子を冷ややかな視線で見ている男がいる。

（シュトローム様が脅威と感じるような輩やからなのだ。お前達に勝てる訳がないだろう）

　ゼストへの報告を終え、再び魔人の集団に合流していた、ゼストの部下であるローレンスである。

　シン達の戦力を分析するために、この離反した魔人達をスイード王国へと侵攻させた張本人であるローレンスは、シュトロームが警戒するシンに、今まで戦う術すべを知らなかった魔人達が敵かなうとは全く思っていなかった。

　思っていなかったが、予想以上にシン達が強かったことと、魔人達が弱かったことに落胆を隠せなかった。

　おかげで、シン達の凄まじい実力だけが印象に残り、弱点など全く確認することができなかった。

（まがりなりにも魔人となっているのだから、多少は使えると思ったのだが……力なき者が急に力を持つと増長するのも無理はないか……）

　結局魔人達がしたことは、一般の兵士や力のない市民をいたぶって遊ぶことだけだ。

　シュトロームに反旗を翻ひるがえしたことにより、ローレンスにはこの魔人達を赦ゆるせないという気持ちが元々大きかった。

　その気持ちが、今回のことでさらに大きくなった。

（こいつらは全て捨て駒でいい。後は、いかに効率よく使い潰すかだな……）

　ローレンスがそんなことを考えていると、魔人の一人がローレンスに声をかけた。

「おい！　元はといえば、お前がスイードに攻め込もうって言ったのが原因じゃねえか！　責任取れ！」

（はあ!?）

　こいつはなにを言っているのだろうか？

　元々はアールスハイドに攻め込もうと言っていたのを忘れたのだろうか？

　内心の苛いら立だちを溜め息と共に吐き出したローレンスは、声をかけてきた魔人を見た。

　すると、周りの魔人までもが、ローレンスを責めるような眼差しで見ている。

（こいつら……本物のアホだ……）

　こちらを見ている魔人達の顔を見渡し、ローレンスは言葉を発した。

「なに言ってるんですか？　狙ったのがスイードだったから、この程度の被害で済んだんすよ？」

「はあ!?　テメエ、なに言ってやがる！」

「だってそうでしょう？　アイツらはアールスハイドの王太子とその一味だと名乗った。ということは、アイツらの本拠地はアールスハイド王国だ。アンタ達、最初はアールスハイドに攻め込もうって言ってたでしょう？」

「あー……そうだったか？」

　もう忘れてんのかよ!?

　内心でそう罵ののしりながら、ローレンスは続ける。

「仮に、アールスハイドに攻め込んでたら……真っ先にアイツらが出てきたでしょうね」

「……そうかも」

「そうなったら、どうです？　今頃、俺達は全滅だ」

「……」

「そうならなかっただけでも儲もうけもんでしょう。俺だって、まさかあんな奴らがいるとは夢にも思ってませんでした」

（知ってたけどな）

　本当は知っていて、その戦力を計るための捨て駒にした。

　そう内心で思いながらも、ローレンスは、目の前の魔人達が変な疑惑を持たないように説得を続ける。

「今回の件で、アールスハイドにはあんな奴らがいることが分かったでしょ。なら、次はアールスハイドから遠い国を狙えばいいんですよ。今回は隣国でしたからすぐに出張ってきましたけど、遠く離れた国なら……」

「そうか！　それならアイツらが出張ってくる前にその国を滅ぼせるじゃねえか！」

　ようやく思い至ったのかよ……魔人達の理解の遅さに辟へき易えきするローレンス。

（俺は学校の教師かよ……）

　ローレンスも元平民だが、軍に入りさらに諜報部隊に入ってからは、あちこちに潜入して調査することもあったため、ある程度の教養を身につけさせられた。

「お前スゲエな！　天才か!?」

　ちょっとそれっぽい理屈をこねてみたらこれだ。

　さっきは短絡的に、ローレンスのことを糾きゆう弾だんしようとするし、コイツらは頭を使うということをしないんだろうか？

（しないんだろうなあ……）

　自分の問いかけに自分で答えてむなしくなるローレンス。

　帝国では、平民に対して教育などを行わない。

　その結果、論理的思考を持つことができず、考える前に行動してしまうのだ。

「なあ！　そしたらよ、次はどこに攻め込めばいいと思うよ!?」

　ローレンスの言うことに納得した魔人達は、自分達で思考することを放ほう棄きし、次の行動の指針をローレンスに求め始めた。

（ゼスト隊長……帰りたいです……）

　内心で泣きながらも、ここで不審な行動を取ることもできない。

　図はからずも魔人達の信を得てしまったローレンスは、この立場を利用して魔人達を次の行動に移すように誘導する。

「そうですね。アールスハイドから遠く離れたこの国なら……」

　ローレンスの説明に、魔人達は耳を傾けた。





　　　　　◆






「フッフフ。くっくっく……プッ……アハハハハ！」

　ローレンスが魔人達に、次の襲しゆう撃げきについての指示を行っている頃、旧帝城ではシュトロームが、離反した魔人達がスイード王国に攻め込み、シンによってアッサリと返り討ちにあったことを思い出し、いまだに楽しそうに笑っていた。

「いや、しかし、今思い出しても笑えますねえ。ああいう愚かな姿が見られるだけでも、彼らを生かしておいた甲斐があるというものです」

　旧帝城の玉座に座り、楽し気に笑う魔人の首しゆ魁かい、オリバー＝シュトローム。

　彼は、魔人となってまで成し遂げたかった帝国の崩壊と消滅という悲願を達成してしまった後、なにもやる気が起きず、退屈な日々を過ごしていた。

　そこに降ってわいた、離反した魔人達のスイード王国襲撃の報。

　しばらく楽しみのなかったシュトロームは、ゼストのもたらしたその報告を受け、嬉き々きとしてその襲撃の様子を遠とお見みの魔法で見た。

　魔人達のあまりに無様な姿に、シュトロームは笑いを堪えられなかった。

　そんな楽し気な様子のシュトロームを見ながら、ミリアはゼストに問いかけた。

「あの襲撃は貴方が？」

「ええ。将来、必ずシュトローム様の障害となるであろうシン＝ウォルフォード。彼の実力を計っておきたかったのですが……」

「……想像以上だったと？」

「離反した魔人どもに潜入させたローレンスが震えていましたよ。あれは敵対するべき相手ではないと」

「そう……ですか」

　ゼストの部下といえば、平民のみで構成されているとはいえ優秀なものしか所属できなかった諜報部隊である。

　当然その一員であるローレンスも、優秀な兵士であった。

　それが、恐怖に震えていた。

　しかも、あの戦闘に参加していたのは、シンだけではない。

「そんな人間が何人も……」

　戦闘経験のない平民が元になっているとはいえ、魔人となっている者を簡単に討伐してしまう者が複数。

　ミリアやゼストにとっても、これは予想外の出来事だった。

「正攻法では無理でしょう。特に、あのシン＝ウォルフォードに関してはシュトローム様以外の者に相手が務まるとは思えません」

　ローレンスの報告でもそう推測されていた。

　ミリアの目から見てもそれは間違いないだろう。

　ならば……。

「それ以外のところから切り崩すしかなさそうですね……」

　それすらできるかどうか？

　ミリアは言いようのない不安を覚え、玉座にいるシュトロームを見た。

「今はそれを探っているところです。そのための指示をローレンスに出してあります」

「また、アイツらを利用するのですか？」

「ええ。反対ですか？」

　離反した魔人どもを使ってシン達の弱点を探るというゼスト。

　それに対してミリアは。

「反対？　冗談でしょう。アイツらはシュトローム様を裏切った。本当ならあの場で八つ裂きにしてやりたかったところです」

　若干殺気を込めながら、そう呟つぶやくミリア。

　その様子を、ゼストは薄く笑いながら見ていた。

「なら、遠慮なく使い潰すとしましょう。ところでミリア殿」

「なんですか？」

「その……例の実験の様子は……」

「あ、ああ……」

　ついさっきまで、元仲間であった離反した魔人を使い潰す話をしていたゼストが、若干聞きにくそうに訊たずねた。

　それに対して、ミリアも顔を赤らめながら返事をした。

「……まだハッキリとは……なので、もう少し検証する必要があります」

「そ、そうですか。頑張って下さい……と言えばいいのですかね？」

「そ、そうですね……」

　そう言ったミリアは、ゼストとの会話を切り上げ、自らが提唱した実験の検証をするため、シュトロームのいる玉座に向かって歩いて行った。

「なんとか……成功してもらいたいものです」

　シュトロームと恥ずかし気に話すミリアを見ていたゼストは。

「その実験の結果いかんで……私達魔人の将来が決まるのですから……」

　そう呟いた。













　オーグの部屋を出た後、俺はそのままシシリーを実家に送って行った。

　本当だぞ！

　結婚する前にそういう事をするのは、貴族とはいえ珍しい事ではないらしい。

　けど、シシリーとすぐにそういう事をするのは何か違うというか……。

　もう少し恋人同士としてお付き合いをして、お互いの気持ちが高まってからの方が良いと思う。

　そんな訳で、一旦実家に送ったシシリーとマリアを翌日に改めて迎えに行き、俺の家で皆を待っていた。

　そんな時、シシリーがなにかを思い出したように爺さんとばあちゃんに話しかけた。

「そういえばお爺様、お婆様」

「ん？　なんだい？」

「ほ、どうかしたかの？」

「私達が各国を廻っている間なんですけど、クロードの街の屋敷は御自由に使って頂いて結構ですよ」

　俺達が各国へのゲート設置と連合参加の会談をかねた旅行に行っている間、クロードの街の屋敷を自由に使って良いと言う。

「え？　いいのか？」

「はい。シン君とその……婚約した訳ですし、お爺様とお婆様は親族になる訳ですから、それくらいは当然です」

「良いのかい？　クロードの街の温泉は気持ち良いからねえ、そういう事なら遠慮なく利用させてもらうよ？」

「はい。使用人の人達にも伝えてあります。皆喜んでましたよ。英雄様のお世話ができると」

「なら、温泉だけでも利用させてもらうとするかね。ああ、それとウチの使用人達も何人か連れて行って良いかい？　たまには労ねぎらってやらないとねえ」

「もちろん、良いですよ」

「よろしいのですか？　メリダ様」

　傍に控えていたメイド長のマリーカさんが尋たずねた。

　いつもウォルフォード家のために一生懸命働いてくれている人を労うのは当然だと思うんだけど、使用人さん達の福利厚生とかあんまり一般的じゃないのかな？

「シシリーが良いって言ってるんだ、遠慮するもんじゃないよ。それにアンタ達には世話になってるからねえ、たまには温泉にでも入ってゆっくりするのもいいさね」

「左様で御座いますか。それではお言葉に甘えさせて頂きます。若奥様、ありがとうございます」

「わ、若奥様……」

　シシリーと婚約してから、ウチの使用人さん達はシシリーの事を若奥様と呼ぶようになった。

　その事に慣れないのか、シシリーは呼ばれる度に顔を赤くしてモジモジしてる。

「そういう訳でマーリン、頼むよ」

「……ワシ、乗り合い馬車じゃないんじゃがの……」

　ゲートを使える人間の共通の悩みなのか？

　ばあちゃんに足として使われる事に、若干の疑問を持つ爺さん。でもばあちゃんには逆らえない。

　……爺さん……強く生きて！

「はあ、いいなあ……私も若奥様とか呼ばれてみたい」

　突然マリアが、溜め息と共にそんなことを言いだした。

「マリアの家って伯はく爵しやく家けだよな？　婚約者とかいないんだ？」

「ウチはねえ……結婚相手は自分で見つけるっていうのが家訓だから……」

「何その家訓。貴族にしては珍しくね？」

「過去に、望まない相手と結婚させられそうになったご先祖様がいてね。その人には恋人がいたんだけど、その人と駆け落ちしちゃって……そのご先祖様が有能な女性だったらしくて人材の損失を起こしちゃったから……そんな事になるくらいなら結婚の強要はしないってなったの」

「そ、そんなドラマが……」

「お陰でウチの人間は大変なのよ。お兄様もお姉様もお相手探しには苦労してるわ」

「そっか……大変なんだな……」

　メッシーナ伯爵家のドラマ……何があったんだろう？

　そんな事を考えていると皆が集まってきた。

「シンお兄ちゃん、おはようございます！」

「おはようメイちゃん。そういえばウチにくるのは初めてだね」

「ハイです！　今まではお兄様に意地悪されて来られなかったです……」

「……そっか……これからはいつでも来て良いからね。オーグは気にしないで良いから。ディスおじさんもしょっちゅう来てるし」

「ハイです！」

　今までオーグに騙だまされてウチに来られなかったらしいからな。

　これからはいつでも来るように言っておいた。

　……そのうち王妃様も来そうな気がするな……まだ会った事はないけど。

「おはようございます皆様。今日からしばらくお願い致しますわ」

　メイちゃんの後ろから現れたのはエリーだ。

　そういえば、エリーに渡しておかないといけないものがある。

「ああ、おはようエリー。早速だけどこれ」

「何ですの？　このマントは？」

「これ、温度調節ができるマントなんだよ。空を飛んでいくとなると相当体温を奪われるからね。これは必須なんだ」

　そう言って、他の皆が持っている温度調節機能・光こう学がく迷めい彩さいつきのマントを手渡した。

「温度調節機能つきのマントって……おいくらしましたの？」

「ん？　自分で付与したからね。マント自体はそんなに高くないよ？」

「このマントといい、皆さんの普段着ている戦闘服といい、アルティメット・マジシャンズの装備は異常な物が多いですわ……」

「やっぱりそうだよね！　シン君と一緒にいるとその辺麻ま痺ひしてきちゃうよ」

　アリスの言葉に頷うなずく一同。他の家の魔道具事情とか知らないからなあ。一般的な魔道具屋も、初めに王都を散策した時以来行ってないし。

「この家も見た事ない魔道具がいっぱいあるしねえ」

　トニーが家を見渡しながらそう言う。

「トイレは衝撃的だった。あの後、家のトイレが物足りない」

「それ分かる！」

「あれは衝撃的だったわぁ。売り出す予定はないの？　そしたらウチの宿のトイレ全部アレにするのにぃ」

　リンにアリス、ユーリが言っているのは、いわゆる温水洗浄機能付きトイレだ。

　アレを皆に披ひ露ろうした時の反応は面白かったな。

「ああ、シン。そのトイレの事なんだけど、トムが例の商会を立ち上げる時に一緒に販売しようって言ってるけど、どうするんだい？」

「結局その商会はどうなったの？」

「シンを代表にして、実際の経営はシシリーの兄のロイスとアリスの父親に任せる事になったよ」

「わお、身内ばっかり」

「こういう事は身内で始めた方が良いのさ。信頼できるからね。事業が拡大していけば新たに雇用すれば良いのさ」

「あ！　その話聞いたよ！　お父さん、給料がメッチャ上がるって凄い喜んでた！」

「へえ……俺は初耳だ」

「アンタは金儲けより、やらなきゃいけない事があるだろう？　全部を一人でやる必要なんてないのさ」

　前世も雇われ人だったからなあ、経営の事はサッパリ分からん。

「適材適所ね」

「そういう事さね。アンタは人類のために、キッチリ働きな」

「分かったよ。ばあちゃん」

　できないことにあれこれ頭を悩ましてもしょうがない。

　そういうことはできる人に任せておけばいい。

　まあ……その辺も全部ばあちゃん任せなんだけどね。

「それはそうと、トイレはどうするんだい？」

「ああ、トムおじさんにそれで良いって言っといて」

「分かったよ。ホレ、マーリンからも何かないのかい？」

「ほっほ……全部言われてしもうたわい……」

「じ、じいちゃんの気持ちは分かってるよ！」

「……そうさのお、シンは人類の希望になるんじゃ、頑張っておいで」

「ありがとう、じいちゃん。それじゃあオーグ、そろそろ行こうか」

「ああ。それでは、メイの事は頼んだぞ？」

「シンお兄ちゃんなら大丈夫ですよ！」

「よし、それではアルティメット・マジシャンズ、各国との交こう渉しように出発だ」

『はい！』

「旅行がメインだけどね」

「雰囲気が壊れるような事を言うな」

　そうして、アールスハイド王都を飛び立った。




「わあ！　気持ち良いです！」

　俺がしていることは、浮ふ遊ゆう魔ま法ほうで皆の重力をカットしているだけ。

　それだけだと、その場にとどまっているだけなので、各々が風の魔法を使うことで自由に空を飛ぶことができる。

　魔力制御を覚えたメイちゃんも、風を起こすくらいの魔法なら使えるので、練習がてら自分で飛んでもらってる。

「メイちゃん、フラフラしてるよ。もうちょっと安定させようか？」

「こうですか？」

「お上手ですよ、メイ姫様」

「エヘヘ！」

「あっちは楽しそうで良いですわね」

「何だ？　エリーは楽しくないのか？」

「そんな事ありませんけど……私だけアウグスト様に抱えられているのは申し訳ないというか、恥ずかしいというか……」

　音声のバイパスを繋いでいるので、オーグとエリーの会話も聞こえてくる。

　浮遊魔法による全体での飛ひ翔しようを試していた時、風の音が凄くてお互いの声が聞こえなくなった。

　それを解消するために、音だけが伝わるように、これも風の魔法の応用で、全員に音声のバイパスを繋いでいる。

　なので、オーグとエリーの会話もこちらに筒抜けだ。

　メイちゃんは魔法使いとして覚醒したので、自分で魔法を使って飛んでもらっているが、エリーはそうではない。

　魔道具の起動くらいはできるが、自分で魔力を制御することができない。

　なので、オーグがエリーを、いわゆるお姫様抱っこをして移動していた。

　別に抱きかかえなくても、手を引いても良いんだけどね。

　でも、エリー曰いわく、自身で魔法を使えず、支えがない状態で宙に浮いているというのは相当に怖いらしい。

　なのでオーグはエリーを抱きかかえている。

　エリーにそうお願いされた時に拒絶する様子を見せなかったので、オーグもそれを望んでいるらしい。

　不ぶ粋すいだから言わないけどね。




　今回訪問する国は三つ。

　スイード王国は帝国の南側、アールスハイドの東側と国境を接しているが、そのスイード王国のさらに東側で帝国の南東部と国境を接しているダーム王国。その北側にあり、帝国の東側に国境を接しているカーナン王国、さらにその北側にあり帝国の北東部に国境を接しているクルト王国の三つだ。

　帝国の北側は海になっている。

　今回はスイード王国を素通りし、まずはダーム王国を目指し、そこから順番に国を廻っていく。

　スイード王国はこの前行ったし、その時に国王陛下に各国連合の話をした。

　それに、魔ま人じんによる被害からの復興があるため、観光で寄る訳にはいかないからな。

　前回は応援要請があったため国境を素通りしたが、今回は正式な手順を踏んで国境を越える事にした。

　光学迷彩を使って行っても良いんだけど、それだと密入国になるし、オーグがどうやって来たのか問題になる。

　なのでスイード王国との国境で市民証を提示して越え、そのままスイード王国を突っ切りダーム王国に入国した。

「今さらですけど殿下、質問いいですか？」

「何だ？　コーナー」

　ダーム王国の国境を越え徒歩で王都へ向かっている途中でアリスからオーグへ質問があった。

「魔人達って正直そんなに強くないじゃないですか。あたし達だけでも討とう伐ばつできそうな気がするんですけど……」

　アリスの疑問はもっともだ。

　正直魔人を討伐するだけなら今の俺達だけでも十分だ。

　だけどオーグはそうしない。

「そうだな。まず第一に魔人共がどこに現れるか分からないから、アールスハイドを含めた他の大国と手を結び、魔人共が襲撃してきても対抗できる状況を作っておきたい」

「でも、そのために通信機を提供しましたし、今まさに、呼ばれたらすぐに駆けつけられるようにしに行ってるんですよね？」

　アリスの質問に乗っかるように、マリアからも質問があった。

　結構、皆今回の行動に疑問を持ってるみたいだな。

「そうだ。魔人に対抗できるのは正直私達だけだろうからな」

「では、なぜ？」

「このままだと、アールスハイドが勝ち過ぎるんだ」

　勝ち過ぎ。

　もしもこのまま、アールスハイドの高等魔法学院生だけで組織された俺達が、魔人を討伐したとする。

　その世界を救った功こう績せきはあまりにも巨大過ぎるため、他の大国が余計な妬ねたみや危機感を募らせるかもしれない。

　そうなると、今度は人間同士の争いが起きるかもしれないのだ。

　そのため、他の大国にも魔人と戦ったという事実を持たせ、自分達も世界の危機を救ったと思わせないといけない。

　何体か魔人を討伐できれば御の字。

　できなくても魔人の襲撃を防げれば、それで功績になるのだ。

「……アールスハイドが一人勝ちすると他の国が面白くないから、戦せん功こうを与えるための連合って事ですか？」

「第一は各国を、世界を守るためだ。そこは履き違えるなよ？　ただアールスハイドだけでそれをやってしまうと、全てが収まった後、火種になる可能性があるという事だ」

「人類存亡の危機なのに！　何で妬んだりするのかな！」

「それが国であり、人間というものだ」

　まったく、人類の危機を救ったとしてもそれを妬む輩やからは必ずいる。面倒な事だな。

　オーグの説明を聞いた皆が憤いきどおってる。

「どうしたシン？　お前なら『なんだよそれ!?』と憤るかと思っていたんだが」

　皆が憤ってる中、俺はオーグの説明に納得していた。

　それが不思議だったのか、オーグが俺に問いかけてきた。

「ああ……ある程度予想はしてたからな」

「ほう？」

「恐らく魔人達は俺達だけで討伐できる。できるけど……魔人の襲しゆう撃げきに怯えてる周辺諸国からは感謝されるだろうけど、直接の脅きよう威いがない他の国はどう思うんだろうなって」

「フム、さすがだな。そこまで予想していたとは」

「本当ですわね……私はアウグスト様に説明されても、いまだに少し納得がいきませんわ」

「自分も、頭では分かっているのですが……」

「拙せつ者しやも感情でイマイチ承服しかねるで御座る」

　アールスハイドの高位貴族であるエリー。

　それに、オーグの側に仕えてこういう話はよく聞いているであろうトールとユリウスも微妙な顔をしている。

　正直、人類を救ってイチャモンをつけられちゃ堪ったもんじゃないけど、そういう可能性がある以上、無視はできない。

「まあ、それも含めてエルスとイースとの交渉を行うんだ。悪いようにはしないさ」

　そうオーグが言った所でダーム王国の王都に着いた。

「ようこそダーム王国へ、市民証を拝見させて頂けますか？」

「ああ」

「拝見しま……!?」

「話は通っているか？　できればこの後、お目通り願いたいのだが」

「しょ、少々お待ち下さい！」

　オーグの市民証を見た、王都への入場を担当していた兵士さんがそう言って裏へ引っ込み、上司っぽい人を連れて戻ってきた。

　王族なのに市民証……まあ、市民証自体、身分証明書の総称なんだけどね。

「ようこそお出で下さいました。どうぞこちらへ」

　そう言って、俺達も含めて裏へ通された。

「改めまして、ようこそお出で下さいました。アウグスト殿下」

「ああ、気遣ってもらってすまないな」

「いえ、あの場でアウグスト殿下の素性が割れれば、何かと御面倒でしょうから」

　気遣いのできる人だな。

　お忍びで来てるため、周りにアールスハイド王国王太子ってバレると色々と面倒臭いからな。

「それでは、王城に使いを出します。皆様お出でになられますか？」

「いや、今回は私だけでお会いしよう。一応、この護衛二人は連れて行くが」

　そう言ってトールとユリウスを指し示す。

　二人共そのつもりだったようで、黙って会釈していた。

　正直、今のオーグの戦闘力はこの二人を上回っている。

　オーグを害するとなると、どんな手練れを連れてくればいいのか分からないレベルだ。

　だが、それとこれとは別で、一国の王太子が護衛というかお供を連れていないと、侮られる可能性がある。

　そのために護衛を連れていくらしい。

　……この三人で城落とせそうな戦力だけどな。

　しばらく王都入場門の警備兵詰所で待っていると、伝令の兵士さんが迎えの馬車を連れて戻ってきた。

「それでは行ってくる。落ち合う場所は何処にする？」

「別に決めなくてもいいっしょ。魔力探査で俺らの場所分かるだろ？」

「それもそうだな。では後程」

「ああ、宿は取っておくよ」

「任せた」

　そう言ってオーグはトールとユリウスを連れて馬車に乗り込んで行った。

「さて、オーグが戻って来る前に宿を決めて、街を散策しようか」

「ハイです！　ところででダーム王国ってどんな国なんですか？」

「さあ？」

　メイちゃんが質問してくるが、俺はその質問に答えられない。

　なんせ知らないからな！

「シン、貴方本当に世間知らずなのねえ……」

「はう……ごめんなさいです……」

「え？　ああ！　いえ！　メイ姫様ならしょうがないですよ！　まだ小さいですし、外国の事ですから」

「そうなんですか？」

「そうなの？」

　俺はアールスハイドのことすら知らなかったけど、初等学院に通ってるなら周辺国のことも授業でやるんじゃないの？

「そうよ。初等学院じゃまだ外国の詳しい事は授業でやらないから。中等学院で教わるのよ」

「……俺、初等学院も中等学院も行ってないわ……」

「あ……ゴメン……」

「いや、いいよ。それで？　ダーム王国ってどんな国なんだ？」

　何か自分の過去が寂しいものだった気がしてくるから、話を先に進めよう。うん。

「ダーム王国は小さいけど歴史的にはかなり古くて重要な国よ。なにせ、イース神しん聖せい国こくができる前は創そう神しん教きようの総本山があった所だからね」

「へえ、そうなのか」

「イース神聖国ができて創神教が国を治めるようになったから総本山もそっちに移っちゃったけどね。今でも当時の大聖堂とかそのまま残ってて観光名所になってるわ」

「へえ、そうだったですか！」

「ええ、それに、殉じゆん教きよう者しやイースもこの国出身で、生せい家かが公開されてるはずですよ」

「そこ行ってみたいです！」

「じゃあ、宿を取ったらイースの生家とか教会とか巡りましょうか」

「ハイです！」

　マリアの詳しい説明で、この国のことがなんとなく分かった。

　そうか、元創神教の総本山があったのか。

　なのでこの国は、昔からある教会が観光名所になっていると。

　とりあえず、ダームでの行動予定が決まったな。

　まずは宿を探して、その後は殉教者イースの生家と大聖堂を訪れることになった。

　多少高くてもいいから、安全性最優先で宿を探し、王都の中心に近い所にあった宿を取った。

　八人の大部屋を二つ。男女別だ。

　その後、異空間収納があるので置いておく荷物などない俺達は、王城へ行ったオーグ達三人を除く十一人全員で、早速ダームの街に繰り出した。

　さすが元創神教の総本山があっただけあって、街の至る所に教会があり、街の雰囲気も穏やかな人が多い印象だな。

「それにしても、元総本山よ？　なんで知らないの？」

「ウチで宗教の話とか聞いた事なかったから」

「え？　そうなの？」

「ああ、ばあちゃんは現実主義者だから、神様に頼るより自分で何とかしろって人だし、じいちゃんは……」

「マーリン様は？」

「ばあちゃんから、昔『神様上等！』って叫んでたって、聞いた事ある」

「……それ、この国では言わない方がいいわよ」

「そうだな、やめとこう」

　そんな訳だから、イース神聖国のことも魔法学院での授業で初めて知った。

「あの家だからね。宗教がある事すら知らなかったよ」

「え、じゃあ……結婚式とかどうするんですか？」

　と、シシリーが不安そうに尋ねてきた。

「教会でやるんじゃないの？」

「そ、そうですよね！　教会でやりますよね！」

　俺の家が宗教に関わりがない家だということで、どこで結婚式をやるのか心配になったのだろう。

　でも、結婚式もお葬式も全て教会で行うものだと聞いているけど。

「他の場所でもやるの？　冠かん婚こん葬そう祭さいは創神教の神み子こさんが一手に引き受けてるって聞いたけど」

「いえ！　教会でやりましょう！　問題ないです！」

「そ、そう？」

　ちなみに創神教では、聖職者の事を総じて神子と呼ぶ。これは創造神を父、もしくは母とし、聖職者はその子供であるとするからだ。

　まあ、創神教内では司教だの枢すう機き卿きようだの役職名も存在するらしいけどね。

　そうこうしてるうちに、イースの生家に着いた。

「ここが……殉教者イースの生家……」

　純粋な創神教信者である皆は感激の面持ちでその家を見ているが……。

「意外とショボいです！」

　メイちゃんが、あまりにも正直な感想を言ってしまった。

　そりゃそうだ。

　殉教者として有名とはいえ、元は一介の聖職者なんだ。

　豪華な家の出身でなくても不思議ではない。

「コラ、メイちゃん。そういう事は思ってても言っちゃダメだよ」

「はわ！　ごめんなさいです……」

　そうメイちゃんを窘たしなめると、メイちゃんはしょんぼりしてしまった。

「ちょっと……感激に水を差すような事言うの止めてくれる？」

「そうよぉ、雰囲気ぶち壊しよぉ」

　あ、俺も随分なこと言ってしまった。

「悪い」

「ごめんなさい……」

　マリアとユーリに窘められ、揃そろって謝る俺とメイちゃん。

　でも、本当にショボい。

　まあでも生家なんてこんなもんか。前世で誰だったか有名な人の生家をテレビで見た事があったけど、それも結構ショボかったし。

　それはともかく、殉教者イースの生家は博物館になっており、イース縁ゆかりの品などがガラスケースに入れられて展示してあった。

　まあ、生活用品とかそんなんばっかだけどね。生家だし。

　そんなに大きくないのですぐに一回りし、次は教会を巡る事にした。

　いくつか有名な教会があるらしいけど、やはり観光するならと、旧総本山であるダーム大聖堂に行く事にした。

　大聖堂に近付くにつれ、どんどん人が多くなってきた。

　さすが観光名所だけあって、大勢の観光客が押し寄せてるんだろうな。

「おかしいわね。前に来た時はこんなに人いなかったのに」

　こんなに人が多いのは、ここが観光名所だからだと思っていたのだが、以前訪れたことのあるマリアは、こんなに人が多いのはおかしいと言いだした。

「へえ、そうなんだ。じゃあ、なんでこんなに混んでるんだ？」

「知らないわよ」

「あ、見えてきましたよ」

　オリビアの指差した方向に大きな聖堂が見える。その周辺はさらに大勢の人でごった返していた。

「わっ！　本当にすごい人数が集まってる！」

「ちょっと、本当に人多過ぎよ。何なのコレ？」

　アリスがあまりの人の多さに驚き、マリアが愚ぐ痴ちった時……。

　ゴーン……ゴーン……ゴーン……。

　大聖堂の鐘が鳴り響いた。

　そして、大聖堂の入り口が開き、たった今結婚式を挙げたばかりの新郎新婦が出てきたのである。

「わあ！　これか！　混雑の原因！」

「大聖堂で挙式なんて……どこかの貴族ね。滅多にある事じゃないわ」

「なら、その日に偶然訪れたってことよねぇ」

「素敵……こんなお式を挙げたいなあ……」

「マーク、頑張れ」

「リンさん無茶言わないで下さい！　金銭的にも立場的にも無理ッス！」

　ウットリしてる女性陣と、こんな所で挙式したいというオリビアに焦るマーク。

「そういえば、エリーとオーグはどこで式を挙げるんだ？」

「そんなの、アールスハイド大聖堂に決まってますわ」

　こっちは、アールスハイドにある大聖堂での挙式が決まってるらしい。

「アールスハイド王家はそこで式を挙げるのが伝統なんですのよ。それに相応しい素晴らしい教会ですし」

「王都にある大聖堂もすごいらしいね。行った事ないけど」

「素晴らしいですわよ？　このダーム大聖堂に負けず劣らず。ただ、歴史的背景の差でここまでの観光名所にはなってないですけど」

　王都に帰ったら行ってみようかな。

　シシリーはと見ると、俺と腕を組みながらウットリとその式の様子を見ている。

　やっぱ、こういう盛大な式に憧れてるのかなあ？

「シシリーもこういう所で結婚式したい？」

「え？　いえ、その……やっぱり憧れるというか……羨うらやましいというか……」

「ふーん……そっか。じゃあ、頑張って世界を救ったらこういう所で式挙げようか？」

「シン君……」

　おっと、効果テキメンだったみたいだ。ギュッと抱きついてきて感激してる。

　俺はシシリーの頭を撫でながら、その結婚式の様子を見て、世界を救う事を改めて誓っていた。

「チッ……リア充が何か言ってるわよ？」

「あたしもそんな事言われてみたいよ！」

「私達は場所がどうこうより、相手から探さないとねぇ」

『はあ……』

　マリア、アリス、ユーリの独り身の女性陣から溜め息が聞こえる……。












　大丈夫だって！

　多分……。

　ダーム大聖堂での結婚式を見学した後は、ダーム王国王都を散策し、いくつかの教会も見て回った。

　どの教会も歴史ある教会って感じで、皆満足したみたいだ。

「はあ……素晴らしかったですわ」

　昼食のために入った食堂で食事を取り終えた俺達は、さっき巡って来た教会についての感想を述べていた。

　エリーは目当ての教会が観られたことで大分満足している。

　俺にとっては、この国の詳細をなにも知らないから、見る物すべてが新鮮だった。

「この国は教会が有名なんだよな。他の国は何が有名なんだ？」

　アールスハイドすら知らなかったからな。他の大国はともかく、小国なんてまだ魔法学院で習っていないので、名前すら知らなかった。

「そうですわね。次に伺うカーナン王国は織おり物ものが有名ですわ」

「牧ぼく畜ちくが盛んなのよ。王国の人口より羊の数の方が多いらしいわ」

「時々その羊が魔物化するから、羊飼いは強くないとできないって聞いた事あるよ！」

「マッチョな羊飼い……クフッ」

　何やらリンのツボに入ったらしく、笑いを堪えきれず肩を震わせている。

「魔物化した羊の毛は魔力が籠もってるから防具として使われるッスよ」

「羊が沢山いるから羊料理も多いですよ」

　工房の跡取りらしく魔道具の材料にもなる魔物化した羊の毛が名産だというマークと、食堂の娘らしく名物料理の話をするオリビア。

「へえ、皆よく知ってるんだなあ」

「シンが知らな過ぎだと思うけどねえ」

「ホラ、ウォルフォード君は最近までボッチだったからぁ……」

　トニーが呆れたように言うが、それをユーリがフォローする。

　そのフォローのせいなのか、皆の視線が……。

「……何か、同情の視線がウザイんですけど……」

　合宿中にばあちゃんから色々と話を聞いたらしい。

　小さい頃、独り遊びに熱中してたとか……その頃は何とも思ってなかったけど、こうして同情されると寂さびしい子供時代だった気がしてしまう。

「別に寂しい思いなんてしてないからな」

「その代わり、こうして世間知らずが誕生したって事ね」

「今はこうして皆とお友達になれたんですから、いいじゃないですか」

　マリアの余計な一言をシシリーがフォローしてくれる。

　その優しさに救われていると、思い出したことがあった。

「そうだな、もう学院生活における目標の一つは達成しちゃったな」

「目標？」

「友達作り」

『……』

　あれ？　また同情の視線が……。

「どうした？　まるで葬そう儀ぎに参加しているみたいな顔をして」

　皆からの憐れむような視線にいたたまれない気持ちになっていると、会談が終わったのか、魔力探査で俺達の居場所を探し当てたオーグ達が現れた。

「おう、お疲れ。会談はどうだった？」

「スイード王国の件がすでに情報としてもたらされていたからな、私の提案に飛びついて来たよ」

　会談は順調に終わったらしい。

「そっか。なら他の二つの国も似たようなもんかな？」

「恐らくな。アールスハイドにいる大使達から通信機で情報を得たと言っていたから、間違いなく他の二ヶ国にも情報は入っているだろう」

「じゃあ、そんなに苦労はしないか」

「ああ。ところで皆はどうしたんだ？　何かあったのか？」

「いや……俺の学院生活における目標を聞いたら、こんな状態になった」

「目標？　常識を知るってヤツか？　常識を知るどころか打ち破ってばかりだが……」

「そっちじゃねえよ！」

「じゃあなんだ？」

「友達作り」

「……」

　あれ？　俺と同じで友達のいなかったはずのオーグにまで同情の視線を向けられたぞ？

「いや、オーグだって友達いなかったろ」

「お前と一緒にするな。対等の友人という意味では確かにいなかったが、エリーにトールにユリウス、他にも知り合いは沢山いるぞ」

「シン殿みたいに完全なボッチは……」

「さすがに同情するで御座る」

　トールにユリウスまで！

「い、言っとくけど、魔法の練習とか魔道具作りに没頭してたから、寂しくなんかなかったんだからな！」

「独りで……」

「シン君！　私はこの先ずっと一緒にいますから！」

　シシリーが一生懸命そう主張して腕に抱きついてくる。その気遣いは嬉しいけど……寂しくなかったのは本当なんだけどなあ。

「じいちゃんから魔法を教わって、ばあちゃんから魔道具作りを教わって、ミッシェルさんにボコボコにされて、合間に狩りに行ってたんだぞ？　おまけに帰って来たらジークにーちゃんとクリスねーちゃんが喧けん嘩かしてるし。寂しがる余裕なんてなかったよ」

「何その夢のような環境！」

「確かに……そんな環境じゃ寂しがる暇なんてありませんわね」

「はわあ、シンお兄ちゃん凄いです！」

　アリスの言うように、周りからしたら夢のような環境だよな。

　賢者に導師に剣聖に、騎士団と魔法師団のアイドルって。

　エリーもメイちゃんもようやく理解してくれたみたいだ。

　これで俺が寂しがってたら、爺さんとばあちゃんが悪いみたいだからな。それだけは認められないんだよ。

「皆理解してくれたところでこれからの事を決めようか。オーグ、俺達もう観光名所とか回っちゃったんだけど、どうする？　エリーと街を散策してくるか？」

「フム……エリーどうする？」

「是非！　お願い致しますわ！」

　軽い気持ちで提案したら、エリーが凄い勢いで食いついてきた。

「お、おう、じゃあオーグとエリーはそういう事で。護衛は？」

「今の私に必要だと思うか？」

　おっと、自信ありげに言ってきたな。

「オッケー、じゃあ、お二人で楽しんできて」

「ウフフ……デート……初めて二人きりのデート……ウフフフ」

　おおう、エリーがニヤニヤしてる。そういえば王子様と公こう爵しやく令れい嬢じようだもんな。普段なら二人きりとか有り得ないか。

「他の皆は？」

「私達は女だけで街を回って来るわ。お土産みやげも買いたいし」

「あの……私は……」

「オリビアはマークと回りたいんでしょ？　邪魔なんてしないわよ」

「ゴ、ゴメンね？」

「謝らないでよ……いたたまれなくなるから……」

　こっちはこっちで、マリアが自爆してるし……。

「トールとユリウスは？」

「殿下は護衛の必要がないって言うし、男同士で回るかい？」

「いいんですか？　フレイド殿」

「フレイド殿ならナンパに向かわれると思っておったで御座る」

「団体旅行でナンパしてどうするのさ。夜には宿に戻らないといけないし」

　つまりトニーは個人旅行ならナンパすると。

　そして夜は帰って来ないと。

　トニーがトール、ユリウスと一緒に行動するとなると、この子が余っちゃうな。

「メイちゃんは俺らと一緒に行こうか」

「いいんですか？　その……お邪魔じゃないです？」

「子供がなに気を遣ってるんだよ」

「そうですよメイ姫様。一緒に行きましょう」

「ハイです！」

　結局、この後は自由行動にして、夕方に宿に戻るという事で話はまとまった。

　後から合流したオーグ達が昼食を取り終えると、各々街へ繰り出して行った。

「じゃあ俺達も行こうか」

「はい」

「ハイです！」

　街を再度散策する。さっきは教会ばっかり回ったから今回はお土産屋とか露店とかを色々と見て回ることにした。

　その間メイちゃんは俺とシシリーの間で手を繋ぎ、実に楽しそうにしていた。

「フフ、楽しそうですねメイ姫様」

「ハイです！　こんな風に手を繋いで街を歩いた事なかったです！」

　王族だもんな。気軽に街歩きなんてできないよな。

「メイちゃんは学院の友達とかと王都を回ったりできないか」

「ハイです。他の皆も貴族の子ばっかりです。街を自由に散策するのが夢だったです。皆に自慢できるですよ！」

　王族の子が通うような学院なら、周りも貴族とか大きな商会の子供とかそんなのばっかりだろう。

　誘拐とかのリスクを考えたら、子供同士で街を歩かせるなんて考えられない。

　そんな子達にとって、街を自由に散策したなんて、自慢できることなんだろうな。

「そういえば、オーグと初めて王都を歩いた時もメイちゃんと似たような反応してたなあ」

「お兄様と、手繋いだですか？」

「気持ち悪い事言わないでくれる!?」

「プッ……アハハハ」

「アハハハ！　気持ち悪いです！　アハハハ！」

　こんな感じで、俺達は楽しく街を散策して回ったのだが……。

「あれ？　何か人だかりができてますね？」

「本当だ。なんだろう？」

　散策している途中で、シシリーが人だかりを発見した。

　なにか見世物でもしてるんだろうか？

　こういう場面に出くわすのも散策の醍だい醐ご味みだよなあ、と思って近寄ってみると……。

「テメエ！　こっちが下手に出てりゃイイ気になりやがって！」

「はあ？　どこが下手に出てんの？」

「その顔でナンパとか……有り得ないよね！」

「そうねぇ、いくらなんでもコレはねぇ……」

「論外」

「て、テメエら……」

　マリア、アリス、ユーリ、リンが騒ぎの中心にいた。

　何をやっているのかと思ったが、どうやらナンパをされて、それを断ったら男達が逆上したらしい。

「はわわ！　お姉ちゃん達がピンチです！」

「お姉ちゃん達っていうか……」

「……あの男の人達がピンチですね……」

　アールスハイドの王都でもそうだけど、基本街中で攻撃魔法は撃っちゃいけない。

　けど、自衛のためなら……。

「さて、惨さん劇げきを見る前に俺達は別の所を回ろうか？」

「そうですね。お爺様達のお土産を見に行きませんか？」

「そうだね。メイちゃんもディスおじさんとかお母さんにお土産買っていくだろ？」

「え？　あの……放っておいていいんです？」

「いいんです」

『ギョエエエ！！！』

　あ……強硬手段に出ようとしたな……絡んでた男達のものと思われる悲鳴が聞こえてきた。

「はわわわ……」

「マリア達も、もうちょっとお淑しとやかにすればいいのに……」

「はは……」

　皆可愛いからナンパされる事も多いだろうけど、あの断り方はねえ……そりゃ逆上もするわ。

　女の子ばっかりの集団だから、こちらから声をかけると余計なトラブルが起きそうだったので、そそくさとその場を離れた。

「お、あれはマークとオリビアか」

「仲良さそうですね」

「腕組んでるです！」

　今度はマークとオリビアの二人を見かけた。

　街中にいる他のカップルと同じように、腕を組んで街を回ってる。

　正に王道のデートだな。

　幼馴染みで付き合いも長そうだから自然に振る舞ってる。実に参考になりそうな付き合い方だねえ。

「あ！　お兄様とエリー姉様です！」

「あら。フフフ、エリーさん嬉しそうですね」

「そうだな」

　オーグとエリーも見かけたが、エリーが実に楽しそうだ。二人きりにしてやって正解だったな。

　こっちも幼馴染み同士らしいし、自然な振る舞いなんだけど、二人とも肩書が異常だからな……。

　あの二人が他国の王太子と公爵令嬢だと知れたら大変な騒ぎになるんじゃないだろうか？

　オーグとエリーにしろ、マークとオリビアにしろ、各々楽しんでるみたいなのであえて声はかけず、俺達も街を色々と散策し爺さん達のお土産も買い、そろそろ宿に戻ろうかと思っていたら、また人だかりを発見した。

「まさか、またマリア達か？」

「私達がどうしたって？」

　またマリア達が絡まれてるのかと思いきや、そのマリアから声をかけられた。

「あれ？　マリア？」

「じゃあ、あの人だかりって？」

　マリア達でなければ誰だ？

　そう思って近寄ってみると……。

「ちょっと！　私達が先に声をかけたのよ!?」

「何言ってんのよ!?　アタシ達よ！」

「フザけんな！　アタイ達だよ！」

「ちょっと……あの……喧嘩は……」

「僕達、宿に帰りたいんだけどねえ……」

「もういい加減にするで御座るよ」

「「「アンタ達は黙ってて！」」」

「「「はい！」」」

　トニー達が騒ぎの中心にいた。

　そんで、街娘っぽいグループとお姉さんっぽいグループとハンターっぽいグループの代表が喧嘩してた。

　……代わる代わる、何でこうもトラブルに巻き込まれるんだ……。

　喧嘩をしている女性達の話をきいていると、どうやらトニー達はいわゆる逆ナンをされたらしいのだが、どのグループが先に声をかけたかで揉めているらしい。

　それにしても、各グループの狙いが分かりやすい……。

「……あれは放っておこう」

「そうね……女九人とか手に負えないわ」

「狙いは分かってるんだから、それぞれのグループに一人ずつ分かれればいいのに」

「そんな事できる訳ないじゃない」

「何で？」

「女のプライドよ」

　何そのプライド……。

「その内逃げるでしょ。先に宿に戻りましょ」

「そうだな」

　すまない、トニー、トール、ユリウス。

　俺には……お前達は救えなかったよ……。

「「「置いて行かないで！」」」

　くっ……！　すまない……すまない三人共……。

　俺には……女の戦いに割り込む勇気はない！

　俺達に気づいたトニー達の叫びを、身を切る思いで振り切った。

「シンお兄ちゃん達といると面白い事ばっかりです！」

　メイちゃんがこんな事言うようになっちゃった。

　……ディスおじさんになんて弁明しよう？

　そんな事を考えながら宿へ向かっていると……。

「おい、何だよアイツ……」

「可愛い子ばっかり……」

「ろ、六人だとお！」

　今の俺達は、俺を除けば女の子が六人いるわけで。

　しかもそれぞれタイプの違う美少女ばっかりで。

　まるで俺が彼女達を侍らせているように見える。

「くふふ！」

「ちょっ！　アリス！」

「メイ姫様、ごめん」

「リンお姉ちゃん？」

「リンまで!?」

　お独り様の男性陣から向けられる視線を面白がったアリスが、空いていた俺の左腕に、リンがわざわざメイちゃんと入れ替わりに右腕に抱きついてきた。












「クソ！　クソお！」

「死ね！　爆発して死ね！」

「ああいう奴がいるから、俺達に女が回って来ないんだ！」

　いや……最後のは違うような……。

　それにしても、アリスとリンか……どうせならユーリとマリアの方が……。

「シン君、なんか失礼なこと考えてない!?」

「い、いや？　そんなことないぞ？」

　危ない！　女性にとって、とってもデリケートな問題に言及されるところだった。

　なんとか危機を回避したところで、メイちゃんが不思議そうに訊たずねてきた。

「アリスお姉ちゃんもリンお姉ちゃんも、シンお兄ちゃんと腕を組みたかったですか？」

「違いますよお。周りの反応が面白かったからつい」

「周りの期待に応えるのは常識」

「芸人か!?」

　おいアリス。面白かったからで腕を組んでくるんじゃない。

　そして、リンは芸人気質を持っていたのか!?

　リンの意外な性格に内心で驚いていると……。

「アリスさん、リンさん？　おふざけはその辺にして下さいね？」

　笑顔なのに顔が笑っていない……確かに顔は笑ってるんだけど、なぜかそうは見えないシシリーから、肝が冷えるような声が聞こえてきた。

「ひぅ！　わ、わかりましたあ！」

「ふ、ふざけすぎた。反省してる」

　シ、シシリーがコワイ……。

　アリスとリンが慌てて俺の腕から離れた。

　リンの慌てた様子とか初めて見た。

　それほど、さっきのシシリーは怖かった。

　この迫力……なんか、段々アイリーンさんに似てきたな……。

「シン君？」

「な、何でもないよ？」

「そうですか。じゃあ早く宿に戻りましょう」

　……俺もセシルさんみたいになる日が来るのだろうか？

「シンお兄ちゃん、お母様に怒られてるお父様みたいです！」

　……笑顔で的確な事言うのは止めようか、メイちゃん……。

　結局、色んなトラブルに巻き込まれながらダーム王国の散策は終了し、ようやく皆で宿に戻ってきた。

「遅かったな。何してたんだ？」

「あら、皆さん御一緒だったのですか？」

「お帰りなさいッス。もうすぐ夕飯が運ばれてくるッスよ」

「あれ？　フレイド君達は一緒じゃなかったんですか？」

　先に帰っていたオーグ達から声をかけられた。

　宿の食事は併設されている食堂で食べるシステムになっている。

　もうすぐ夕飯なのでオーグ達はそこにいたのだ。

「ああ、俺達は帰りに合流しただけで、途中は別行動だったんだよ」

「トニー達は……そのうち帰ってくるでしょ」

　マリアがそう言った時、トニー達三人が宿に駆け込んできた。

「ちょっと！　非道いじゃないか！　僕達を見捨てるなんて！」

「そうですよ！　皆さん非道いです！」

「大変な目に遭ったで御座る……」

　俺達を見つけたトニー達が捲まくし立たててくるが……。

「ならお前達は……女が九人で争っている中に飛び込んで行けるのか？」

「う！　そ、それは……」

　そうだろう。できないだろう。

「……俺にはムリだった……」

「……そうだねえ……怒って悪かったよ……」

「いや……俺も助けたかったんだが……すまなかった……」

「そんな、シン殿、自分も言い過ぎました……確かに、あれは無理です……」

「拙者、心底恐ろしかったで御座る……」

　俺達は、さっき遭そう遇ぐうした恐ろしい出来事の傷を舐め合うように、互いを慰めあった。

「そんな所でたむろしていないでさっさと座れ。他の客に迷惑だろう」

　あの場にいなかったオーグから制止の声がかかった。

　クソ、コイツはあの場面を見てないから……。

「それより、シンの手にも負えない事とは一体何だ？」

「ああ、さっきトニー達が逆ナンされててな……」

　そう言ってトニー達を見る。

「僕達は三人で、屋台を食べ歩いたり、家族や彼女へのお土産を選んだりしてたんだけどねえ」

「そろそろ帰ろうかというときに声をかけられたんです」

「三組同時で御座った」

「で、それぞれ三人連れの女の子達でねえ……どのグループが先に声をかけたかで言い争いを始めたんだ」

「それが凄い迫力で……そのうち女性同士で殴り合いが始まって……」

「……女性とは、かくも恐ろしいもので御座るなあ……」

　殴り合い!?　あの後そんな事になってたのか!?

「よ、よく逃げられたな……」

「殴り合いが始まったその隙に……」

「シン殿に教わった閃せん光こうの魔法を使って……」

「身体強化を全力で使って脱出したで御座る」

　だ、大脱出だな……。

「……大変な目に遭ったな……」

「シン殿に魔法を教わっていて心底良かったと思いましたよ」

　こんな事のために教えたんじゃないんだけどな……。

「女の子は大好きなんだけど……ああいう姿は見たくなかったねえ……」

　溜め息を吐きながらしみじみと呟つぶやくトニー。

「でもフレイド君なら、ああいう修羅場の一つや二つ、経験してると思ってた！」

「それは誤解だよコーナーさん」

「あ、ゴメン……勝手に思い込んでた」

　アリス、俺もそう思ってたよ。

「そうならないように上手く立ち回ってるからねえ」

「あたしの謝罪を返して！」

　そのうち刺されるぞ……本当に……。

「はあ……どうしてこうもトラブルに巻き込まれるんだ？　お前達は」

「マリア達もナンパされてたよね」

「う！　み、見てたの？」

　まさか見られていたとは思っていなかったのだろう。

　マリアが狼ろう狽ばいした声を出した。

「撃退したとこは声しか聞いてないけどね」

「そっちもか……シンのトラブル体質が伝染してるんじゃないのか？」

「え？　そんなばかな……」

　オーグがありえないことを言い出した。

　そんなことはないと否定したのだが……。

「……そうかも……」

「私、今までこんなトラブルに遭った事ないですよぉ」

「あたしも！」

「私も。色々と刺激があって楽しい」

「え？　噓だよね？　俺のせいじゃないよね？」

『……』

　え？　何？　マジで？　っていうかマリアは初対面の時、おんなじようなトラブルに巻き込まれてたような気が……。

「さっきも言ったけど、僕はこういうトラブルが起こらないように気をつけているからねぇ……偶発的とはいえこんな事が起こるのは……」

「自分も初めての体験です」

「拙者、逆ナンパ自体初めてで御座る」

　あ、あれ？　ますますそんな空気になってきたぞ？

「フム、どうやらシンのせいでトラブルに巻き込まれやすくなっているみたいだな。皆もこれからはそのつもりで、気をつけるようにな」

『はい！』

　……泣いていいかな？

「だ、大丈夫ですよシン君。私はそんな事思ってませんから」

「シシリー……」

　シシリーの優しさが心に染みるね……。

「シンお兄ちゃんといると面白い事ばっかりですよ？」

　そしてメイちゃんの無邪気な感想には心を抉られるね……。
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　シン達がダーム王国で様々なトラブルに巻き込まれていた頃。

　魔人達はとある場所に集まっていた。

　ここに集まっている魔人達とは、シュトロームの下から離反した魔人達ではない。

　オリバー＝シュトロームその人と、ゼストやミリアを始めとした、元諜報部隊やハンター達などの魔人である。

　旧帝都を出て、何をしているのか？

　それは、ゼストがシュトロームにある依頼をしたからである。

「生物の魔物化ですか。人間相手でないなら、そう難しいことではありませんよ？」

　シュトロームがアールスハイドにて行っていた実験。

　野生動物を魔物化する方法というものを、教わりたいと願ったからである。

「それにしても、魔物化なんて覚えてどうするのですか？」

「シュトローム様は現在目標を失っておられますが、この先新たに目標を定められた際、そのお力になりたいと思っております。手駒の魔物を増やすこともその一環になるかと愚行したしだいでございます」

「ふむ……今後の目標ですか？」

　そう言うシュトロームには、イマイチやる気が感じられない。

　ゼストとしては、特になにかを強要するつもりなど毛頭ない。

　だが、自分が仕える主人であり、自らを魔人に『引き上げ』てくれたシュトロームに対して、並々ならぬ恩を感じている。

　そのシュトロームが、今後どのような行動を示すかは見当もつかないが、その決断に少しでも力になれればと考えていた。

　そして、その行動に触発されて、シュトロームが何かしらのアクションを起こしてくれるかもしれないと、そんな淡あわい期待も持っていた。

　そのために、ゼストは生物の魔物化を指南して欲しいと願ったのである。

「基本的に、動物が魔物化するのは、魔力が制御できず暴走するからです」

　シュトロームは、近くにいるとある動物に向けて魔力を放出する。

「体に取り込んだ魔力が、制御しきれない量になると……元々魔力制御ができない動物は簡単に魔物化します。ほら、この通り」

　シュトロームがその動物に魔力を流し続けた結果、その動物は魔物化した。

『おおお!!』

「これが、人間の様に魔力を制御できる動物だと、一気に難易度が跳ね上がるんですけどね」

「それについては、また後日ということで。まずは私から試してみましょう」

　ゼストはそう言うと、同じく近くにいた動物に、魔力を流し始める。

「む？　これは……意外と難しい……」

　ゼストが魔力を流すが、それが動物に流れ込まず、外に漏れだすばかりである。

「こうですよ。こう。自分の意思で魔力制御ができないとはいえ、この世界の生物は全て魔力の恩恵を受けています。その魔力を摑つかんでやれば……」

　シュトロームが見本とばかりに動物に魔力を流し込むと、途端に魔力制御量が破綻し、またも魔物が誕生する。

「人間で言うならば、基礎魔力量ですよ。それを摑むんです」












　大なり小なり魔力の恩恵を受けている、この世界の生物。

　人間も、魔法が使えるほどの魔力制御ができるかできないかの差はあるが、全ての人間が魔力を帯びている。

　その魔力があるからこそ、誰にでも使える魔道具が存在する。

　そして、人間がその体に元々帯びている魔力とその量のことを『基礎魔力量』という。

　これはいまだに解明されていないが、その帯びる基礎魔力量には個人差があり、その大小が魔法使いとしての適性に関わっているというのが、この世界での通説である。

　それは、あながち間違いとは言えない。

　なぜなら、高位の魔法使いと呼ばれる者ほど、この基礎魔力量が多いからだ。

　それはさておき、基礎魔力量のことはさすがにゼスト達も知っている。

「基礎魔力量……少な過ぎる判別し辛いですな……」

　ならなぜゼスト達はうまくいかないのか。

　それは、動物は人間に比べて基礎魔力量が少な過ぎるため、その魔力を摑めないからだ。

　ゼストだけでなく、ゼストの部下達も、その動物の魔物化のために、試し行こう錯さく誤ごを繰り返している。

「お？　くっ！　意外と難しいな、これ」

　そこには、離反した魔人達に潜入していたローレンスも加わっている。

　ローレンスはゼストから、この先必ずこの技術が必要になる時期がくると言われ、訓練に顔を出すように言いつけられていたのだ。

　正直、アホの集団である離反した魔人達の相手をするだけでも一苦労であり、それを誘導し、さらにゼストへの定期連絡も欠かさない。

　恐らく、今シュトローム側の魔人達の中で、一番忙しくしているのがローレンスである。

　ゼストやローレンス達が何度も失敗しては、シュトロームが手本を示し、それを見たゼスト達がさらに試す。

　そういうことを何度も繰り返しているうちに、ついにゼストが魔力を注いでいた動物に変調があった。

　基礎魔力を摑まれ、その魔力に過剰に魔力を上乗せされる。

　すると、動物の体内の魔力が次第に飽ほう和わし、暴走し始めた。

　そして……。

「おお！　やっと、やっとできましたシュトローム様」

「おや、お見事ですね。さすがはゼスト隊長」

「恐れ入ります。それにしても、これほど難儀な術をなんの気なしに行こう使しされていたとは……改めて感服いたしました」

「フフ。先程も言ったでしょう？　人間にこれをやろうとすると難易度が跳ね上がると。それに比べれば、知性を持たない動物を魔物化するなど、造作もないことですよ」

　さして大したことでもないように言うシュトローム。

　だが、実際に動物を魔物化させることに、ここまで繊せん細さいな魔力探知とコントロールを要求されるとは夢にも思っていなかったゼストは、改めて尊敬の念を強くしていた。

　そして、この場にはミリアもいる。

　ゼストがシュトロームに平伏するのを傍目で見ながら、自身も動物を魔物に変えようとしていた。

　ミリアは、なぜゼストが動物の魔物化を覚えようとしているのか、理由を知らなかった。

　ただ、理由は知らないが、ゼストもシュトロームのために、なにかをしたいのだろうと、なんとなく理解はしていた。

　なぜなら、ミリアもゼストと同じく、シュトロームのためになにかをしたいと、その実験の真っ最中だったからだ。

　結局ミリアは、動物の魔物化を成功させることはできなかった。

　なぜか自分の魔力をうまくコントロールすることができなかったからである。

　とは言っても、それは魔力を暴走させてしまうようなものではなく、魔力制御の量が安定しないというか、一定に保つことができなくなってしまっていたからである。

　周りの魔人達は、次々に動物を魔物化させることに成功していく。

　そんな中で、自分だけ成功していなかったので、ミリアは焦あせった。

　だが、どれだけ頑張っても魔力制御が安定しない。

　いくらなんでもこれはおかしいと思い始めたころ、ミリアはあることに思い至った。

（これは……ひょっとして……）

　その考えに間違いがないと思ったミリアは、シュトロームのもとに行き、その実験について調べてもらった。

　その結果が……。

「へえ。これは」

　実験の結果について確認作業をしていたシュトロームが、急に楽しそうな笑みを浮かべた。

「あの、シュトローム様？」

「ああ、すいません。ちょっと面白い事例だったものですから。ふむ、実験の第一段階は成功というところですかね」

「ほ、本当でございますか!?」

「ええ。それにしても、ミリアさんは面白いことを思いつきますね」

　実験の第一段階が成功したことで、ミリアは嬉しそうな声をあげた。

「いえ、そんな。これもシュトローム様を想えばこそですわ」

「そういうもんですかねえ」

　実験の第一段階が成功した。

　その結果に対して、シュトロームの顔に浮かんだのは喜色ではなく、興味。

　それだけであった。

　そのことに対し、ミリアは少し寂しく感じるが、これもシュトロームの、ひいては魔人全体のためになることだと、自分に言い聞かせた。

　そして、実験の最終段階を、なんとしても成功させると、強い決意を持っていた。

　目の前で大量に生み出された魔物の群れを眺めながら。

「……いくらなんでも、魔物化させ過ぎではありませんか？　ゼスト殿」

「ん？　おや、これは……」

　自分の練習に夢中になっていたのだろう。

　大量に増えてしまった魔物を見つめ、ゼストも一瞬声を詰まらせた。

「……やりすぎましたね」

「そのようですね……」

「フフ。まあ、このような魔物がいくら増えたところで、大した問題でもないでしょう。さて、そろそろ戻りますよ」

「「はっ！」」

　シュトロームの帰還命令を受けて、すぐにその場を離れ出す魔人達。

　魔人達が立ち去った後には、大量に魔物にされてしまった動物がおり、シュトローム達は、これを完全に放棄して帰還してしまった。

　その場に放棄された魔物達は、一体が動き出すと、それに合わせて全体が動き出した。

　まるで一つの生き物のように。
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　ダーム王国を訪れたその夜、俺はあらぬ嫌けん疑ぎをかけられてしまった。

　伝染するトラブル体質ってなんだよ!?

　正直かなり凹んでいたのだが、そんな俺の心情には構っていられないと、翌日には次の目的地である、牧畜が盛んだというカーナン王国へと向かっている。

　一応、昨日の夜のうちにオーグと共に一度アールスハイドに戻り、魔人の情報が入っていないか確認した。

　今のところは何もない。

　それにしても、いちいち戻らないといけないのは面倒だな……。

　どうにかして無線の通信機が作れないかな？

「シン……お前、またよからぬ事を考えていないか？」

「そんな事ないよ。それより、カーナン王国は織物で有名なんだよな？」

　相変わらず、俺の心を読んでいるとしか思えないオーグの指摘を躱かわし、次の目的地について聞いた。

「ええ、そうです。特に魔物化した羊の毛で作った生地が有名ですね」

「その魔物化した羊の羊毛が欲しいんだよな」

「どうしてですか？」

　魔物化した羊の羊毛が欲しいという俺に、シシリーがなぜかと聞いてきた。

　そういえば、学院ではまだ魔道具の制作については習ってないんだよな。知らなくて当然か。

「学院の制服もそうだけどさ、魔物由来の素材って付与文字数が普通の素材よりも多くなるんだよ」

「へえ。そうだったんですか？」

「中等学院では教わらないものねぇ。高等魔法学院でもまだ習ってないしぃ。付与魔法に興味がないと知らないわよねぇ」

　俺とシシリーの会話に、付与魔法が得意なユーリも参加してきた。

「家畜化されている羊は魔物化しやすいしねぇ」

「え？　そうなの？」

　ユーリからの意外な情報に、俺も驚いた。

「野生が薄くなってるからって言われてるけどぉ、詳しくは分かってないのよねぇ」

「すごいですねユーリさん。私、さっきから知らないことばっかりです」

「ああ、大したもんだ」

　俺もシシリーも感心しきりだ。

　ユーリは、俺達の賞賛に照れ臭そうな顔をした後、誤ご魔ま化かすように話題を変えた。

「でぇ？　そんな付与文字数の多い素材を手に入れて、また何するつもりぃ？」

「いや、このマントさ、温度調整と光学迷彩は付与してあるけど、治ち癒ゆは付与してなかったなって」

「治癒？　ああ、スイード王国での一件ですか……」

　そう、施ほどこされている付与は、基本的に着用者の身を守るためのもので、別の誰かにその付与の恩おん恵けいを与える事ができない。

　もしマントに制服や戦闘服と同じ『自動治癒』の付与がされていれば、スイード王国でシシリーがあんなに苦しむ必要はなかったはずだ。

　この世界の人間は全て魔力を持っているから、魔法は使えなくても魔道具を起動させることはできる。

『快適温度』と『光学迷彩』が付与されたマントを使ってるエリーみたいにね。

　そうすれば、シシリーではまだ治療できないような重症の患者でも、誰かが『自動治癒』が付与されたマントを起動させ続けるだけで治癒ができる。

　以前は制服だったからブレザーを脱げばそれができたけど、戦闘服じゃな……シシリーが服を脱ぐところなんか、誰にも見せられるか！

「マントに新しい付与を施したいんだ。でも今のマントは文字数が一杯でさ、裏地か中綿に治癒を追加で付与できないかと思ってさ」

「新たに購入はしないのですか？」

「魔物化した大蜘蛛の糸で作った生地で作れれば良かったんだけどな。マントにも裏地にも向かないってさ。マントとして耐えられる生地であの文字数の物を探すのは苦労したんだ」

「そうだったんですか」

「そういう訳でさ、カーナン王国に着いたらマントの素材になる生地を探しに行きたいんだけど、いいかな？」

「いいんじゃない？　カーナン王国は織物が有名なだけあってファッションも多様だからね。私もアチコチ見て回りたいんだ」

「そ、そうか……」

　女子の買い物……この世にこんなに心の折れる言葉があるだろうか？

　買い物に付き合わされた時の疲労感と言ったらもう……。

「悪いけど、シシリーもオリビアもエリーさんも貸してもらうわよ？　今回は女子だけで回りたいから」

　なんという福ふく音いん！　女性陣だけで行ってくれるとは！

「いいんじゃないか。生地探しにシシリーを付き合わせるのはどうかと思ってたし、女の子同士の方が買い物は楽しいだろ。シシリーはそれでいい？」

「いいですよ。皆さんとのお買い物は楽しいですし」

　内心の歓喜を悟られないようにシシリーに訊ねれば、それでいいと言う。

「メイちゃんは？」

「私もお姉ちゃん達についていくです！」

「メイの事を頼むぞ。昨日も言ったが、シンのせいでトラブルに巻き込まれやすくなっている。気を引き締めてな」

『はい！』

　……綺き麗れいにハモったな……。

　もうこの認識は覆せないのかと絶望に浸っている内にカーナン王国との国境を越えた。

「わあ！　羊さんです！　沢山いるです！」

　国境を徒歩で越え、再び空へ飛び立った俺達が見たのは、広大な草原一杯に存在する羊の群れだった。

「こうして上から見るのは初めてだけど……凄いわね」

「あ、羊飼い」

　リンがマッチョな羊飼いを見つけたらしい。昨日からツボに入ってんな。

「確かにすごい身体してる！　強そう！」

「実際に強いでしょう。羊の魔物は一応中型に分類されます。それを倒せないと羊飼いにはなれないといいますから」

「マジか？　兵士並みじゃん」

「ねえ……あれって……」

　カーナン王国の羊飼いは兵士並みに強くないとなれない、というトールの説明に気を取られている内に、マリアが何かに気づいた。

　その方向へ注意を向けてみると……。

「……羊飼いの話をした途端にこれだ。やはりシンはトラブルを呼び寄せる体質なのではないか？」

「イヤイヤ！　今、俺以外にも一杯いるじゃん！」

　魔物化した羊を倒せないと羊飼いになれないって話をしてたら……羊が魔物化した。

　これは俺のせいじゃなくね!?

　そんな事はともかく、魔物がいるなら討伐した方が良いのだろうか？

　それとも羊飼いが来るまで待った方が良いのか？

「とにかく下に降りよう。羊飼いが近くにいなかったら討伐しないと」

「そうだな」

　全員が地上に降りた時点で浮遊魔法を解除する。

　そして近くに羊飼いがいないか確認しようとした時……、

「どおらああああああ!!」

　近くの草むらから筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな男性がデカイ斧を振りかぶって飛び出してきた。

　あれ何て言ったっけ？　槍と斧が一緒になったような武器。

　ハ、ハ……。

「ハルシオン！」

「ハルバードだ」

「……」

　うおお！　恥ずい！　思いっきり声に出しちまった！

　男性の持ってる武器を間違えてしまった事に赤面している内に、男性は魔物化した羊の首を切り落とし、仕留めてしまっていた。

　ムッキムキな身体に、羊飼いが持ってる杖の代わりにハルバードを持ち、魔法使いとは違うローブを着ている男性。

　うん、間違いない。あれが羊飼いさんだね。

「おう！　旅の人か？　大丈夫だったかい？」

「ああ、はい。大丈夫です」

「それにしても危ねえな。何でこんなところに？」

「いえ、羊が魔物化したのが見えたもんで、羊飼いさんがいなかったら討伐しとかないと不味いかなって思って来てみたんですよ」

「おいおい、無茶言っちゃいけねえよ。見たとこ成人したばっかだろう？　魔物を狩るにゃあちと早えよ」

「そんな事ないですよ。ホラ」

　さっきから索さく敵てき魔ま法ほうに魔物化しかかってる羊が感知されてたんだけど、それが今さっき魔物化した。

　それに向かって風の刃の魔法を放つ。

　魔物化した羊は、あっという間に首を切断され、その場に崩れ落ちた。

「ね？　大丈夫でしょ？」

　その光景を唖あ然ぜんとして見ていた羊飼いさんだったが……、

「アーハッハッハッハ！」

　突然大声で笑いだした。

「なんだボウズ！　強えじゃねえか！　それに魔法使いだったのか!?」

「え、ええ、まあ」

　俺の背中をバシバシ叩きながら楽しそうにそう言う羊飼いさん。

　すごい力だな！　背中が痛いよ！

「そうかそうか。だが悪いな。魔物化した羊はいくら仕留めてもやれねえんだよ……」

「ああ、別にいいですよ。羊が欲しくて狩った訳じゃないので」

「悪いな。魔物化した羊は、俺達みたいな資格を持った『国こつ家か養よう羊よう家か』でないと扱っちゃいけない事になってんだ」

「へ、へえ……」

　羊飼いが国家資格!?　そんな資格があるのかカーナン王国！

「と、とにかく、俺達は魔物を放置しておけなかっただけなんで、お気になさらず」

「そうか？　悪いな。ボウズ達はこれから王都に向かうのか？」

「ええ、そうですけど」

「なら、王都に着いたら『シェパード服飾店』がお薦すすめだぞ。ボウズ達みたいな旅人向けの服や装備が揃ってるからな」

　俺達が魔物化した羊を討伐したのに、その素材を分けてやれないことに罪悪感を感じたのか、羊飼いの男性はカーナンでお薦めの服飾店を教えてくれた。

　カーナンに着いたら誰かに聞いて探そうと思っていたので、これはありがたい。

「へえ、そうなんですか。ありがとうございます」

「なーに、いいって事よ。こっちは労せずに魔物化した羊を一頭確保できたんだからな。礼を言うのはコッチってもんよ」

「あはは、それじゃあそろそろ行きますんで」

「おう、俺はガラン。機会があったらまたな！」

「俺はシンです。またご縁があれば」

　そう言ってガランさんと握手し、その場を離れた。

　それにしても良い情報が聞けたな。シェパード服飾店ね。カーナン王国王都に着いたら行ってみよう。

「それにしても、凄い身体してたね！」

「ああ、一撃で仕留めた腕といい、この国は兵士より羊飼いの方が強いのかもしれんな」

「国家養羊家って言ってましたし、ひょっとしたらカーナン王国の羊飼いってエリートかもしれませんね」

　前世の知識では、昔の羊飼いの社会的地位って低かったらしいけど、この国では違うのかもしれないな。

　カーナン王国の国家養羊家との邂かい逅こうがあった後、俺達はカーナン王国の王都に辿り着いた。

　入場門でダーム王国の時と似たようなやりとりをした後、同じように宿を取ったのだが……。

「すごい！　フカフカです！」

「これは凄いですわね。私の家で使っている物と比べても羊毛の量が格段に多いですわよ？」

　前回と同じく八人の大部屋を二つ取ったのだが、その内の一室に集まった時、メイちゃんがベッドにダイブしてすごいと言い、エリーがベッドに使われている羊毛の量を見てそう呟いた。

　王家や公爵家で使ってる寝具より羊毛の量が多いって、さすがに人口より羊の数が多いって言うだけはあるな。

　羊毛が贅ぜい沢たくに使われているカーナンの寝具に、皆が賞賛の声を上げている中、シシリーがなにかを思い出したように俺に聞いてきた。

「そういえば……シン君のお家の寝具は羊毛を使ってないですよね？」

「なによシシリー。もうシンの家の寝具まで知ってるの？」

「え？　あ！　ちがっ！　お婆様！　お婆様のお部屋に行った時に見せてもらったの！」

「なあんだ、てっきりもうシンの家にお泊まりでもしたのかと思った」

「も、もう！　マリア！」

　シシリーとマリアがじゃれ合ってるけど、ばあちゃんの部屋？

「ばあちゃんの部屋に何しに行ったの？」

「お婆様、トレーニングで腰を少し痛められたらしくて、その治療のために伺ったんです」

「ばあちゃん……」

　もう歳なんだから自重しようよ……。

「それでベッドに横になってもらって治療をしたんですけど……その時、マットレスが違うなって気づいて。あれなんですか？　お婆様も知らないって言ってましたし」

「ああ、あれね。あれは森の中で低反発な木の皮の素材を見つけてね。集めてベッドの上に敷いたんだよ」

　コルクも木の皮だけど、それより柔らかくて低反発な皮が剝はげる木があったのだ。

　前世で低反発のベッドに憧れてたから真っ先にマットレスを作ったんだよね。

「低反発？　そんなんで寝られるの？」

「それが凄いの。お婆様に試してみるかって聞かれたから横になってみたんだけど……危うく寝るところだったわ」

「そうなの？」

「なんて言うか……身体が浮いてる感じがするというか……包まれてる感じがするというか」

「そ、そんなに？」

「そういえば、上にかける寝具も凄く軽かったですけど、何であんなに軽いんですか？」

「え？　シン君の家、お金持ちなのに……」

　アリスがそう疑問を呈ていするのには訳がある。

　この世界の寝具は羊毛を使った物が主流であり、その量が多ければ多いほど高級品となる。

　エリーやメイちゃんが驚いていたのは、その量が凄かったからだ。

　そして、羊毛の量が多ければそれだけ寝具は重くなる。軽い寝具って事は、一般的には安物って認識だ。

「ああ、家の寝具は羊毛使ってないから」

「それはさっき聞いたけど……じゃあ何使ってるの？」

「羽毛」

「鳥の羽……」

　皆が怪け訝げんそうな顔で俺を見てる。

　この世界じゃ、まだダウンの有効性は知られてないんだよなあ。

「ま、いつか使ってみるといいよ。ビックリするから」

「そうかしら？　まあ、シシリーはもうすぐ実感すると思うけど」

「マリア！」

　そんなウォルフォード家の寝具事情は置いておいて、この国での各々の目的に向かって動き出した。

　女性陣はお買い物に、俺は羊飼いのガランさんが教えてくれたシェパード服飾店に行ってみる事にした。

　皆のマントはオーグ達の分も含めてすでに預かっている。

　その場で加工してもらいたいからね。

「ウォルフォード君、自分も一緒に行って良いッスか？」

　宿を出ようとした所でマークに呼び止められた。

「良いけど、マークも素材探しか？」

「それもあるッスけど、ウォルフォード君がどういった素材を選んで、どういった加工を施すのか興味あるッス」

　さすがに工房の息子だけあって物作りには興味があるみたいだ。

「という訳で僕一人になっちゃうから僕も一緒して良いかい？」

「良いよ。じゃあ三人で行くか」

　結局俺、マーク、トニーの男三人と女性陣全員の二手に分かれただけになっちゃったな。

　シェパード服飾店は宿の人に聞いたらすぐに分かった。

　なんでも、このカーナン王国でも有名な服飾店らしい。

　流行の服などはあまり置いていないが、旅をする上で必要な服や外套、その他オーナーが国家養羊家なのだそうで、魔物化した羊の羊毛を使った生地や服などが豊富に取り揃えられているらしい。

　これは良い店を教えてもらったな。まさに俺が求めてる物が置いてある店だ。

　シェパード服飾店に向かう道すがら、他の店も冷やかしていった。

「さすがカーナン王国ッスね。服飾店や生地店が多いッス」

「さっき見たお店は男性物の専門店だね。ざっと見ただけでも欲しい服がいくつかあったよ」

「なら帰りに寄って行こうか。俺も良さげな服見つけたし」

「良いねえ、そうしようか」

　そんな風に少し寄り道をしながら目的の店を目指す。

　そして着いた店は……。

「デッカ！」

「これは凄いッスね……」

「四階建てだねえ」

　こう言っちゃ悪いけど、マークの家の工房よりデカイ。敷地面積も、階数もだ。

　そんなシェパード服飾店に早速足を踏み入れる。

「いらっしゃいませ」

　店内は、さっき来る時に冷やかして来た店と違い、高級感に溢あふれていた。店員さんも上品な感じがするし。

　それにしても店が広いので、目的の物を探すのも一苦労だ。ここは店員さんに案内してもらおう。

「あの、すいません」

「はい、いかがされましたか？」

　俺はこの店に来た目的を告げ、その条件にあった生地がないか聞いてみた。

「魔法の付与ができる、マントの裏地か中綿になる素材ですか……」

「あ、マントはこれです」

「拝見致します」

　俺は自分のマントを店員さんに見せ、それに合うものを見み繕つくろってもらう事にした。

「これは……随分と良い素材を使ってらっしゃいますね……」

「ちなみに八文字付与してます」

「マ、マントで八文字ですか！」

　マントに使われるのは丈夫さ最優先だからな。

　付与文字数が多いものはあんまりない。それで店員さんが驚いたのだろう。

「裏地も良いものを使ってますし……そうなると中綿を増やすしかありませんが、夏場は熱いですよ？」

「ああ、その点は大丈夫です」

　そのマント、エアコン効くから。

「左様でございますか。ただ、魔法付与ができる中綿となると魔物化した羊の羊毛しかありませんが……」

「それで良いです。この枚数分加工してもらえませんか？」

　異空間収納から全員分。エリーとメイちゃんのも含めた十三着のマントを取り出す。

「こ、こんなに？」

「合計十四着ですね。お願いできますか？」

「それは構いませんが……そうなるとお値段の方が……」

「そいつらにはオマケしてやんな」

「オ、オーナー！」

「オーナー？」

　合計十四着分の素材と加工費の話を店員さんがしようとしたとき、後方から声をかけられた。

　あれ？　ついさっき聞いたような……。

　そう思って振り返ると、そこにはさっき別れたばかりの男性の姿が。

「あ、やっぱり、ガランさん」

「おう、早速来てくれたんだな。歓迎するぜシン」

　そう言って、ニカッと野性的な笑顔を見せた。

　そんなガランさんに店員さんが、こう言った。

「オーナーのお知り合いの方でしたか」

　オーナーってガランさんのことか？

「おう！　このシンはすごいぜ。なんせ魔物化した羊を魔法一発で仕留めちまったんだからな」

「ま、魔法一発!?　そんな高位の魔法使いだったのですか？」

「高位って……たかだか羊ですよ？」

「ウハハハ！　やっぱりそういう奴だったか。羊の魔物ぐらいじゃ物足りなそうだったからな」

「羊の魔物をそんなに簡単に……」

　え？　だから羊だろ？　中型に分類されるって言っても猪や狼じゃないんだから。

　そう思っていると、マークに袖を引っ張られた。

「ウォルフォード君の認識ではたかだか羊の魔物かもしれないッスけど……一般的には中型以上の魔物は相当な脅威ッスよ」

「まあ……最近僕らも虎とか獅子とか相手にしてるから、若干感覚がおかしくなってきてるけどねえ……」

　トニーも交えて、ヒソヒソと話をしていると、ガランさんから声をかけられた。

「おう、どうした？」

「いえ、なんでもないッス！」

　さすがに、普段は虎とか獅子とか狩ってるから羊くらい余裕ですとは言えないな。

「そうか、まあそんな高位魔法使いだからな、ウチで装備の加工をしたとなれば、ウチの店にも箔はくがつくってもんよ。それに、羊も狩ってもらったしな」

　ウチの店ね。

「オーナーの国家養羊家ってガランさんの事だったんですね」

「おう、ガラン＝シェパードだ。羊を狩ってもらった礼にな、少しでもまけてやろうと思って店を紹介したんだよ」

　それで自分の店を紹介してくれたのか。運が良かったな。

「それはどうも、ありがとうございます。枚数が多いですから助かります」

「おう、じゃあ材料費と加工費で……こんなもんでどうだ？」

「オ、オーナー！　それだとほぼ原価です！　それに加工費も含もが……」

　ガランさんが騒ぐ店員さんの口を塞ふさぐ。

「いいから黙っとけよ。じゃあ、これでいいか？」

　店員さんの口を塞いだまま、今回の料金について相談してくるガランさん。

　さっきまで暴れてた店員さんがグッタリしてきた。

　料金のことよりそっちの方が気になる。

　だ、大丈夫か？

「こ、こっちとしては願ってもない事ですけど……良いんですか？　儲もうけはほとんど出ないんじゃ？」

　店員さんのことを気にしつつも、かなりまけてくれているらしいガランさんに、一応聞いてみる。

「なーに、儲けは何も金銭だけじゃねえ。シン達ならいずれ名の知れた魔法使いになる。そうなった時シン達の装備を加工したのがウチとなれば……その時に精々稼かせがせてもらうさ」

　ガランさんはそう言ってニヤリと笑ってみせた。

　カッケー、ガランさん超カッケー。

「分かりました。ではそれでお願いします。ガランさんの期待に応えられるよう頑張りますよ」

「おうよ！　頑張ってくれよ！」

　ガハハと笑いながら俺達の装備の加工を引き受けてくれた。

　そして、ガランさんの拘束から解放された店員さんが、この後の予定について説明してくれた。良かった……生きてた。

　店員さんの話によると、加工は明日にはできるそうなので出発前に取りに来ることにした。

「いやあ、ラッキーだったな。もっと大きい出費を覚悟してたわ」

「それにしても……良いんスか？　あんな方法で安くしてもらったりして……」

　マークがそう疑問を投げかけてくる。確かにこの世界ではあんまりこういうのは聞いた事ないけど。

「良いんじゃねえの？　いわば広告塔になる代わりに安くしてくれるって話だろ。双方にメリットがあるんだから、後は俺らが名を上げればいい話だ」

「いや、もう十分に名は上がってると思うけどねえ」

　しかし、そうなると企業ロゴでも入れた方が良いんだろうか？

　……何かのユニフォームみたいになっちゃうな。その辺はまた考えよう。マント自体はアールスハイド王都の店で買ったものだしな。

　とりあえずこの国での目的を達した俺達は、来る途中に見た服屋で、普段着るための服を見ていく。

　普段着は魔法の付与とか考えなくていいから気軽に選べていいな。

　予定していた金額が大分浮いたので、その分色々と見て廻った。

「どうだ？　目当ての加工はできそうか？」

　何軒目かの店を見て廻っている時に、会談を終えたオーグ達と合流した。

　会談の様子はダーム王国とほぼ同じだったらしい。

　特筆する事もないので男三人を加えてまた店を巡り、屋台で昼食を食べ、お土産やその他の買い物も済ませて宿に戻った。

「ふう……買い物って楽しいけど疲れるな」

「そうッスね。自分の買い物でもこんなに疲れるのに……」

「女の子達との買い物だけは、僕も勘弁して欲しいかな？」

　マークとトニーも同意見か……オーグ達は婚約者と二人で買い物とかあり得ない立場なのでピンとこないらしい。

　俺は何度かシシリーとクロードの街に買い物に行った事がある。

　……女の子の買い物はどこも同じだったとだけ言っておこう。

「ところで、マントはいつ取りに行くんだ？」

「明日、出発前に取りに行く事になってる。店の工房を借りてそのまま魔法付与するわ」

「そうか、分かった」

「ただいまです！」

　明日の予定を話している内に女性陣が帰って来たらしい。

　皆異空間収納が使えるから手ぶらだが、その異空間収納にはどれだけの服が詰まっているのか……。

「はあ……楽しかったですわ。こんなに沢山のお店を廻ったのも初めてですし」

「またちょくちょく行こうよエリー！」

「護衛は私達がいる。心配無用」

「フフ、そうですわね。また行きましょう」

「私も行きたいです！」

「心配しなくてもメイも連れて行ってあげますわよ」

「やったです！」

　楽しそうなエリーに、また買い物に行こうと誘うアリスとリン。

　そして、それに参加したいメイちゃんが騒いでいる。

　……女性陣は元気だな……。

　俺達は他に用事もあったから女性陣より買い物していた時間は短いんだが、それでもかなりグッタリしてるというのに……。

「……買い物の話題を振るのは止めておこう。付き合ってくれと言われたら堪らん」

　その様子を見て、オーグも危機感を感じたのだろう。

　買い物の話題は止めておこうと言ったその時……。

「アウグスト様」

「ん？　どうしたエリー？」

「アウグスト様は何かお買い物をなさいまして？」

　な！　まさか、向こうから振ってくるだと……!?

「あ、ああ……会談が終わった後シン達と合流してな、いくつか店を廻ったが……」

「そうですか……ねえアウグスト様？」

「な、なんだ？」

「今度は……二人でお店を廻りませんか」

「そ、そうだな……」

　あ、オーグの顔が引きつってる……。

　こっちから話を振らないようにしていたのに、向こうから追突されちゃあなあ……回避のしようがない。

　心の中でオーグに手を合わせていると、こちらもシシリーから声がかかった。

「あの、シン君？」

「え？　お、おお。どうした？」

　さっきのオーグを見ていたから、ついどもってしまった。

　こっちもか？　お買い物のお誘いか？

「あのこれ……お買い物の途中で見つけたんです。シン君に似合うかなって思って」

　そう言ってシシリーは、異空間収納から黒いジャケットを取り出した。

「シン君、黒い上着をよく着てるから、好きなのかなって思って」

「シシリー……」

　やっべ、超嬉しい。

「着てみて良いかな？」

「はい！　ぜひ！」

　そうして袖を通したジャケットはサイズピッタリだった。

「うん、格好良いな。気に入ったよ。ありがとうシシリー」

「いえ、喜んでもらえて良かったです」

　そう言って微笑むシシリー。

　俺も買っといて良かった……。

「シシリー、俺も渡したい物があるんだ」

　そう言って異空間収納から何枚かのスカーフを取り出した。

「え？」

「シシリーに似合うと思って……どうかな？」

「わあ……ありがとうございます！」

　シシリーも早速スカーフを広げ、肩を覆うように身につけた。

「ありがとうございますシン君、嬉しいです」

「喜んでもらえて良かった」

「シン君……」

「シシリー……」

　示し合わせた訳でもないのに、お互いが相手の物を購入していた。

　そのことが心が通い合っている気がして嬉しかった。

　シシリーもそうだったのだろう。

　潤うるんだ眼でこちらを見ている。

　そうして、二人の距離が近づいていって……。

「ちょっと！　ここ食堂！　公共の場！」

　マリアの突っ込みで我に返った。

　うお！　危ね！

　俺とシシリーのやり取りを見ていた他の客達から、冷やかしの声が上がる。

「もう！　見てるこっちが恥ずかしいわよ！」

　すまないマリア。予期せぬプレゼントに舞い上がってしまった。

「あぅ……あぅ……」

　我に返ったシシリーは当分復帰できないだろう。

　ご飯食べられるか？

「ところで、今日私達の方には特にトラブルなどなかったのだが、エリー達の方は何もなかったか？」

「ええ、さすがに八人の集団ですから、声をかけてくる男性もいませんでしたわ」

「フム……このままトラブルなしで終わるとも思えん……皆最後まで気を抜かないようにな」

『はい！』

　くそ！　トラブルがあって当然って顔してやがる！　何も言い返せないのが辛い！

「あぅ……あぅ……」

　シシリーの援護はない！

　ちくしょう！




　最後に凹まされて迎えた翌日、出発前にマントを取りにシェパード服飾店に向かった。

「おう！　おはようさん！」

「おはようございます。外がい套とうの加工はできております」

「ありがとうございます。すいませんが工房を貸して頂いても良いですか？」

「工房……でございますか？」

「ええ、早速魔法を付与しようと思いますので」

　怪訝な顔をしている店員さんにそう伝えると、今度は目を見開いた。

「付与を御自身でかけられるのですか？」

「スゲエな、あれだけ魔法を使えるのに付与までできんのかい？」

「ええ、まあ」

「ほえー」

　感心しているガランさんは置いておいて、自動治癒を付与するために工房を借り、十四着分の付与を終わらせた。

「お、もう終わったのか？」

「はい、ありがとうございました。では俺達はこれで」

「おうよ、またいつでも……」

　この国でのオーグの用事も、俺の目的も達成したので、そろそろ次の国に向かうためにこの場を去ろうとした、まさにその時。

「た、大変だガランさん！」

　若い羊飼いさんが血相を変えて飛び込んで来た。

　なんだよ……まさか？

「なんだ？　どうした！」

「ひ、羊が……」

「羊がどうしたって？」

「魔物化した羊が大量に！」

「な、なんだと！」

　最後の最後にこれか……。

「やはりあったな、トラブルが……」

「こうなってくると……ますます信しん憑ぴよう性せいが出てくるわね」

「俺のせいじゃない！　……よな？」

　違うよね？　そうだと言って！

「悪いシン、厄やつ介かい事ごとが起きちまった。行かなきゃならん」

　別れ際にトラブルが起きてしまい、ちゃんとした別れができなくなったのが申し訳ないのか、ガランさんが謝ってきた。

　けど、俺達もこういう事態を見て見ぬふりして立ち去るのも後味が悪い。

　なので、こんな提案をしてみた。

「あ、俺達も行きますよ」

「え？　いや、それはありがたいんだが……良いのか？」

「ええ、それにここで活躍すれば多少は名前が売れるでしょう？」

　そう伝えると、ガランさんは一瞬呆ほうけた顔をした後、豪ごう快かいに笑い出した。

「ガハハハ！　確かに違ぇねえ！　そんじゃあ頼めるか？」

「はい、任せて下さい」

「ちょっ！　ちょっとガランさん！　何考えてんですか!?」

「ん？　ああ大丈夫だ、シン達は強えからな」

「一頭や二頭じゃないんですよ!?　こんな子供に何ができるって言うんですか!?」

　まあ、確かに成人したばっかだけどね。ガランさんが言ってるんだから信用してもいいのに。

「そんなに俺の言う事が信じられないか？」

「え……あ、いえ……そういう訳じゃ……」

　ガランさんにそう言われた若い羊飼いは、急に言葉を濁にごす。

　そんなにガランさんが怖いのだろうか？

　……怖いだろうな。この見た目だもの。

「心配しなくても、シン達の実力はこの目で見てる。戦力としては申し分ない。むしろ俺達の方が足手まといにならないか心配だな」

「ガ、ガランさんが足手まとい？」

「おっと！　こんな所で立ち話してる暇はねえな、じゃあシン行こうか」

「分かりました。じゃあ……メイちゃんとエリーは城壁の上で見学な。オーグ、一緒にいてくれるか」

　魔物討伐に行くのはいいが、今俺達と一緒にいるエリーとメイちゃんは戦う事ができない。

　そのため二人の安全を確保しないといけない。

　ここは、兄と婚約者であるオーグに頼むとしよう。

「フム……後から来る国の人間への説明もいるか。分かった、私が二人を護衛しよう」

「お兄様が護衛って、何か変です」

「そうですわね……普通護衛される立場ですものね」

　本当にその通りだな。

　普通は護衛される王子様だ。

　普段俺のことを規格外だのなんだのと言ってるけど、オーグも十分規格外の王子様になってきてるよなあ。

「ホラ、行くぞ」

「はわ！　待って下さい！」

「それでは皆様、後程」

「おう。じゃあ行くか」

「はーい！」

「何でそんなに気軽に……遊びじゃねえんだぞ……」

　呼びに来た若い羊飼いさんがブツブツ言ってるけど、羊だろ？　今や虎とか獅子とか普通に狩ってるこのメンツに緊張感は生まれませんって。

　ただそれを言うとまた面倒臭そうなので、言わずに城壁の外へ出る。

　するとそこには、ガランさん以外の羊飼いさん達が大勢いた。

「おう、来たかガラン」

「お疲れ様です！　ガランさん！」

「お疲れ様です！」

　おおう、ガタイの良い羊飼いさんがガランさんに向かって一斉に頭を下げた。

　下げてないのはガランさんにタメ口利いてた人だけだ。

　それにしても、ハルバードを手に持ち、ローブを纏ったガチムチの集団……これだけでも恐ろしい光景だな、色んな意味で。

　持ってるハルバードは皆同じ物だ。

　まさか、それが国家養羊家の証なんじゃ……。

「ところで、その小僧どもはなんだ？」

　ガランさんにタメ口利いてた人が、こっちをギロッと睨にらみながら質問した。

　こえーよ！

「そう睨むなバラック。コイツはシン。今回の件で手伝ってくれるって言うから連れてきた。ああ、言っとくけどコイツら相当高位の魔法使いだからな。戦えるのかって質問はナシでな」

「お前がそう言うならこれ以上は追及せんが……何で手助けを？」

　まあ当然の質問だわな。魔物化した羊は国家養羊家しか取り扱っちゃいけない。兵士を除けばこの討伐にメリットはない。

「ガランさんには色々と便べん宜ぎを図はかってもらいましたからね。恩返しですよ」

「フ、フハハハ！　そうか恩返しか。なるほどな」

　お？　何かウケた。睨まれなくてよかった。

「来たぞ！　羊の群れだ！」

　バラックさんというガランさんの友人らしい人と話していると、誰かが叫んだ。

　おお、凄いな。あれ全部魔物化した羊なのか？　ざっと見ただけで百……いや二百はいるな。

「皆怯ひるむなよ！　むしろ稼ぎ時だと思いやがれ！」

　ガランさんのかけ声で羊飼いさん達の表情が変わった。

　皆獰どう猛もうな笑みを浮かべて羊の群れを見ている。

　だからこえーよ！

「シン、悪いが羊毛に焼け焦げの残る火の魔法は避けてもらえるか？」

「多少の傷は？」

「糸にするからな、傷はあっても問題ない」

「だそうだ。皆、火の魔法以外でな」

『はーい』

　何とも緊張感に欠ける返事だこと。

　そうこうしてる間に羊の群れが近付いてきた。

　動物は魔物化すると、その体軀が魔物化する前よりも巨大化する。

　そして、数十頭の群れの一頭程度が魔物化するのが普通であるが、その数十頭の群れそのものが魔物化している。

　明らかに異様な光景。

　羊飼いさん達も、いつもの見慣れた大きさの羊の群れではなく、巨大化した羊の魔物の群れを目の当たりにし、先程の威勢が若干削そがれた。

「な、なんだこの光景は……」

　遠目に見えていた羊が間近に迫った時、その集団の圧力に気け圧おされ気味になっている。

　ここは羊飼いさん達の威勢を取り戻してもらうためにも先制しておくか。

　そう思い、地面に手を付けて魔法を放つ。

　すると魔物化した羊の群れの目の前に、先の尖った杭くいが地面から斜めに、羊に向かって突き出した。

『エエエエ！！！』

　先頭を走っていた十数頭が串刺しになり、羊の魔物の断末魔の声が聞こえた。

　その光景に羊飼いさん達が呆然としているけど……。

「後続が乗り越えて来ます！　構えて！」

　俺の声に我に返った羊飼いさん達が、ようやく先程の威勢を取り戻し、後ろから乗り越えて来た羊を次々と討伐していく。

　おお、凄いな。ガチムチの集団がハルバードを振り回し羊を狩りまくっている。

　俺達も、手伝いを申し出た以上、成果を上げないと締まらないな。

「よーし、俺達も続くぞ」

「おー！　じゃ、お先ー！」

　俺の合図に応えたアリスが、真っ先に羊の群れに向かって飛び出して行く。

「む、出遅れた」

　それに続くリン。

　二人は羊の魔物に近付くと、各々魔法を繰り出した。

　二人とも、薄い水の刃の魔法だった。

　至近距離で放たれた魔法で、簡単に首を落とされ絶命する羊の魔物。

「どう？　あたしの方が綺麗に切れたでしょ？」

　と、自慢げなアリスに対し、リンも。

「甘い。アリスのは胴に近い。私の方が頭に近い」

　切断面より、綺麗に確保できた羊毛の量を自慢する。

「むー！　なら次はもっと頭に近い方を落とすからね！」

「アリスにできる？」

「できるよ！」

　なんか二人でじゃれ合ってるな。

　そんな二人を見ていると、風が巻き起こり、発生した風の刃で二頭の羊の魔物が同時に首を落とした。

「あ、胴に近いところ落としちゃった。複数同時は難しいな」

　マリアが二頭同時にチャレンジしてたみたいで、討伐はできたけれども、その内容に納得していない様子だった。

「あ！」

　と、今度は誰だ？

「あ～、やっちゃいました……」

　声のヌシはオリビアで、その視線の先を見ると、縦に両断された羊の魔物が倒れていた。

「ああ、まあ後で糸にするって言ってたし、いいんじゃないか？」

「うう……でも、皆さん綺麗に狩ってるのに……」

　魔物を縦に真っ二つにしといて、なにを言ってんのかね？　この自称街娘は。

　こんなことできるウエイトレスなんていないと思うぞ？

　さて、皆がこんな様子じゃ俺の出番は……。

　そう思っていたところで、不意打ちで落雷が起きた。

「うおわっ！　ビックリした！」

　戦闘で好んで雷撃を使うのはオーグしかいない。

　くそ！　ビビらせやがって！

　オーグに文句言ってやろうと思って近付いていく。

「フム。中々うまくいったのではないか？」

「ピンポイントですか……雷撃でよくこんなことできますね？」

「殿下も大概規格外になってきてるで御座る」

「シンと同列に扱うのはやめろ」

　相変わらず失礼な集団だな！　オーグ陣！

　ともあれ、オーグが討伐したと思われる羊を見ると、脳天に雷撃を受け頭が吹っ飛んだ状態で横たわっていた。

　扱いの難しい雷撃をここまで正確に操るとは。

　くそう、オーグのくせに生意気な。

「どうしたシン？　お前はやらないのか？」












　オーグのちょっと挑発的な言葉。

　よろしい、ならば俺も参戦しようじゃないか。

　そして俺は、圧縮した空気の塊を広げた右手の指の先、五本全てに展開する。

　超圧縮した空気の塊を、照準を合わせて発射する。

　プシュッという音と共に発射された空気の塊は、魔物特有の赤い目に直撃。

　そこから頭蓋内を破壊し、魔物の生命活動を停止させた。

　外傷も残ってないし、上出来じゃね？

　そう思って、周りを見ると。

「ちょっと！　外傷なしってなにさ!?」

「ウォルフォード君ズルイ」

「私は二頭で苦労してんのに、五頭って……」

「私なんか……私なんか……」

　討伐の状態を張り合っていたアリスとリンから文句を言われ、複数同時に挑戦していたマリアはちょっと落ち込み、オリビアは……。

　あれは後でマークに慰めてもらおう。

「くそう！　あたしもシン君と同じことやるぞ！」

「私の方が先」

　アリスとリンがまた走り去って行った。

「あの調子じゃ、狩り尽くしちゃうんじゃないか？」

　勢いよく飛び出して行った二人を見てそう呟かずにはいられなかった。

「いいんじゃないかい？　魔物は取り逃がすと後が大変だからねえ」

「トニー、お前は行かなくていいのか？」

「羊相手じゃ手ごたえがね……」

　最近の相手は災害級だもんな。

「まあ、今回は、他の人の練習台になってもらうよ。僕はまた今度でいいや」

　こうして、妙に張り切っているアリスとリンを筆頭に、皆で羊の魔物を討伐していたのだが、正直皆の実力だと、討伐というより魔法の練習みたいになっていた。

　そんなことをしているうちに、あっと言う間に羊の群れは討伐し尽くされてしまった。

　まあ、羊だしな。

　それにしても、カーナン王国の一大事ということで、国の兵士さんも討伐に加わっていたのだが……羊飼いさんの方が圧倒的に強かったな。

　この国の最強はやはり羊飼いさん達なのだろうか？

　そんな事を考えていると……。

「スゲエな！　まさかここまでとは思ってなかったぜ！」

「本当だな……ほとんど小僧達で討伐しちまったんじゃねえのか？」

「あの……さ、さっきは失礼な事を……」

　羊飼いさん達が集まって来た。

「まあ、羊ですしね」

「そう言える事が凄いんだが……小僧達は普段何を狩ってるんだ？」

「はは、まあそれは良いじゃないですか」

「これだけ強いと虎や獅子なんかを狩れると言われても信じそうだ」

「さすがにそれはねえだろ」

「まったくだ」

『ガハハハ！』

　あ、やっぱりそういう認識なのね。言わないでよかった。

　羊飼いさん達と話していると、オーグ達もやって来た。

　さて、これでもう何もないだろうし、ようやく出発できるかな？

　そろそろ出発しようかと思っていると、ガランさんの友人のバラックさんが近寄ってきて握手を求めてきた。

「今回の事は助かった、俺はバラック。バラック＝クルークだ」

「あ、俺はシン、シン＝ウォルフォードです」

　握手を求めてきた手を握り返し、俺も自己紹介に応じた。

　そういえば、ガランさんには苗みよう字じ教えてなかったな。

　ガランさんが名前しか名乗らなかったから、俺も吊られて名前だけで自己紹介してしまったからな。

　おれがフルネームを名乗ると、それを初めてきいたガランさんが食いついてきた。

「ウォルフォード？　かの英雄と同じ苗字なのか？」

「へえ、アールスハイド以外でも有名なんですか？」

「当たり前だろう。賢者マーリン＝ウォルフォードの英えい雄ゆう譚たんは、広く世界中で読まれている。かくいう俺も子供の頃は憧れたものだ」

　こんな離れてる国にまで名声が広がってるなんて。

「……じいちゃんが聞いたら悶もん絶ぜつしそうだな……」

「じいちゃん？」

「あ、マーリン＝ウォルフォードは俺のじいちゃんなんです」

「な！　え？　え？」

「話は終わったか？　ではそろそろ出発するぞ」

「ああ、分かった。それじゃあガランさん、バラックさん、失礼します」

　ああ、ようやく出発できた。次はクルト王国か。そういえばこの国の説明はまだ聞いてなかったな。

　そんな事を考えながらカーナン王国を後にした。

『えええええええ!?』

　後ろから何か叫び声が聞こえてたけど。





　　　　　◆






「そういえば……」

「どうしました？　ゼスト殿」

　旧帝城において、ゼストが何かを思い出し、声をあげた。

　急に声をあげたゼストに対し、ミリアが怪訝な表情で訊ねる。

「放置してきた魔物化した羊、あの後どうなりましたかな？」

「言われてみれば……」

　ミリアも、計画の第一段階が成功したことにより、それまで行っていた羊を魔物化させる実験についてはすっかり忘れていた。

「まあ、いいでしょう。しょせん羊ですし」

「そうですね」

　そして、しょせん羊の魔物だからと、あっさりとその件については放置する方針を固めた二人。

「ローレンス」

「はっ！」

　魔物化した羊を放置している件は、すでにゼストの中では終わったらしく、側に控えていたローレンスを呼んだ。

「もうすぐ、かのシン＝ウォルフォード達がクルトに到着する。魔人達の方はどうなっている？」

「はい。すでに次の目標はクルトと定め、あとはいつ襲撃をかけるかという段階にきております」

　元帝国の諜報部隊であったシュトローム側の魔人達。

　その魔人達によって、シン達がアールスハイドを出て各国を訪問しているという情報はゼストの下に入ってきている。

　シン達が、魔物化した羊を討伐したことは最新の情報であるため、まだゼストのもとには届いていない。




　しかし、昨日カーナン王国に到着したことは情報が届いていた。

　そして王太子が会談を終え、翌日にはクルトへ向かうであろうことは、すでに予想がついている。

「シン＝ウォルフォード達がクルトに着いてから少し経過したころ、クルトに到着するように奴らを誘導しろ」

　ゼストは、シン達の攻略方法を見つけるため、離反した魔人を捨て駒にする計画を立てている。

　そして、丁度シン達がクルトに到着する頃を見計らって魔人達に襲撃をさせる。

　時期と場所が分かっていれば、それを観察することは容易である。

「はっ！　かしこまりました」

　そしてローレンスは、哀れな離反魔人達を生いけ贄にえにするために、行動を起こした。





　　　　　◆






　最後の最後にトラブルに見舞われたカーナン王国を後にし、今回の諸国訪問の最終地であるクルト王国に向かう。

「ところで、最後に行くクルト王国ってどんな国なんだ？」

　カーナン王国王都を出てしばらくしてから空中移動に切り替えた頃、最後の訪問地の事をまだ聞いていなかった事を思い出した。

「クルト王国は穀物、特に麦の大生産地ですね」

「食料自給率が三百パーセントを超えているらしいからな。クルト王国から麦を輸入している国も多いぞ」

「そのお陰で麦が安いからね、パンの種類が豊富なのよ。今世界中で作られてるパンのほとんどがクルト王国発祥らしいわ」

　トールにオーグにマリアと、次々に最後の訪問地、クルト王国についての説明をしてくれる。

「へえ、そうなのか。やっぱり詳しいんだな」

「全部中等学院で習ったからねえ」

　中等学院までに、一般の教育はほぼ終わるらしい。

　高等魔法学院の入試に、地理・世界史はなかったから全く勉強しなかったわ。

「そういう意味では、メイ姫様は実地で地理のお勉強ができてますね」

「授業は眠くなるですけど、このお勉強は楽しいです！」

「メイ、お前はちゃんと勉強してるのか？」

「あわわ、失言してしまったです！」

　失言でオーグに突っ込まれているメイちゃんを見てホッコリしていると、マークが意外な事を言った。

「クルト王国は、賢者様と導師様でいうと、導師様の方が人気があるッスね」

「え？　そうなんだ？」

「ああ、確かにそうかもねえ」

　それについてトニーも同意した。

「まあ……ばあちゃんも昔は派手に活躍したらしいから、人気があってもおかしくはないか」

「そういうんじゃなくて、もっと実利的な事ッスね」

「実利的？」

　なんだろう？　魔道具が関係してんのか？

「まあ、クルト王国に行ったらすぐに分かると思うッスよ」

　そう言って詳しく教えてくれなかった。

　むう……気になる。

　気になるが、見れば分かるという。

　なら、その光景を楽しみにしますか。

　そしていつも通りに国境を越えてクルト王国に入り、また空へと飛び立ったのだが……。

「おお、カーナン王国と違って穀こく倉そう地ち帯たいが……」

「これまた凄い光景ね。上から見るとこんなに印象が違うのね」

「麦の絨じゆう毯たんです！」

　見たことがあるはずのマリアも感嘆の声をあげ、メイちゃんの言葉が、この状況を的確に表していた。

　まだ収穫までに日がある麦畑は小麦色ではなかったけど、まさに緑色の絨毯みたいだった。

「こりゃ凄いな……食料自給率が高いのも分かるわ」

　しかし、ここで疑問が一つ。

「こんだけ広大だと……収穫とか大変だろうな……」

　これを人間の手で収穫するのか……無理じゃね？

「そこでさっきの話ッスよ」

「ばあちゃんが人気あるってヤツ？」

「そうッス。これだけ広大な畑の収穫なんて人間の手では無理ッスよね？」

「そりゃ無理だろ」

　そこまで言って分かった。

「つまり、ばあちゃんが収穫するための魔道具を開発したのか？」

「その通りッス。後は畑を耕す魔道具もッスね。クルト王国は肥ひ沃よくな土地が多くて、それまでも麦の生産は盛んに行われてたんス。けど人員的な問題で収穫高を増やす事ができなかったッス。そこに、導師様が畑を耕す魔道具と、収穫と脱だつ穀こくを同時に行う魔道具を開発した事で、畑を拡げる事ができて収穫高が劇的に増えたんス。今でも賢者様より導師様の方を英雄視する声が多いのはそういう理由ッス」

　なるほどな。

　畑の面積を拡げたい、でも拡げても収穫が追いつかない。そこにいわゆるトラクターとコンバインを開発したと。

　凄いなばあちゃん。必要は発明の母とは良く言ったもんだ。

「今でもハーグ商会クルト支部の売上の半分は、耕運機と収穫機の販売と、そのメンテナンス費用だってお父さんに聞いた事あるよ！」

　お父さんがハーグ商会の経理担当であるアリスが補足情報を教えてくれた。

「民のためになる魔道具を創る……さすがはメリダ様ねぇ。ますます尊敬しちゃうわぁ」

　戦闘に使う魔道具より生活に使う魔道具の方が一般市民にとってはありがたい。

　じいちゃんは、まあいわゆる英雄で、ばあちゃんは生活を向上させてくれた市民の味方なんだろうな。

　そんな二人の孫である事が改めて誇らしくなった。

「そんな英雄達の孫は、非常識でトラブルばっかり起こしてるがな」

「意図的に起こしたトラブルなんてねえよ！」

　トラブルは俺が起こしてるんじゃない、勝手に起きるんだ！

「そんな事より、クルト王国に着いたらどうする？　何か目的はあるのか？」

「いや……これといって思い浮かばないな……」

　料理に情熱を燃やしてる訳じゃないし、特別米が食いたい欲求がある訳でもないから米を探す気もないし……どうしようかな？

「じゃあ、土産にクルト王国産のパンでも買ってどこかで待機していろ。今日の夕方、王都に帰るんだ。最後くらいトラブルなしで終わらせたい」

「……もう朝からトラブルに巻き込まれたけどね」

「最後くらいは、だ。大人しくしていろよ？」

　まるで俺が進んでトラブルを起こしてるみたいに言いやがって。

　ただ、この旅行中にトラブルが起きなかった日はないんだよな……。

　俺のせいではないと思いつつも、若干の心配をしながらクルト王国に着き、オーグ達は連合についての会談をするため王城に向かった。

　その後、今日帰るので宿を取る必要もなく、やる事がない俺達はとりあえず街に繰り出した。

「おお……良い匂いがする……」

「アチコチでパンの焼ける良い匂いがしますね」

「お腹空いたです」

　今回は各々やりたい事は特にないとの事なので、皆で街を見て回っている。

　街に出ると、辺りに良い匂いが漂っている。

　ちょうど昼時にクルトに着いたから、街を歩いているだけでお腹が空いてくるな。

「あ！　サンドイッチ売ってる！　皆で買って食べようよ！」

　アリスの言葉に釣られて周りを見ると、サンドイッチやクレープなんかを歩きながら食べている姿をよく見かける。

　この国じゃあこの食べ歩きスタイルが一般的みたいだな。

　サンドイッチの屋台が各種並んでおり、肉メインの店、野菜メインの店、フルーツサンドの店など、各店舗差別化を図っており、正直色々と目移りしてしまった。

　女性陣は野菜とフルーツの店で、男性陣は肉メインの店でサンドイッチを購入。

　俺は各種ハムにキュウリとレタスを挟んだサンドイッチを買った。

　キュウリとハムとマヨネーズのコラボは、個人的に最強だと思う。

「イヤイヤ、ベーコンとトマトとレタスが最強だよねえ」

「イヤイヤ、オニオンにオリーブのコラボと言ったらもう……」

「イエイエ、レタスとハムにチーズでしょう？」

「イヤイヤ」

「イエイエ」

　うん、皆それぞれこだわりがあるのは分かった。全く結論が出ない。

　サンドイッチは食パンに挟んだ物ではなく細長いパンに挟んだ物なので、皆食べ歩きをしながら、いかに自分のサンドイッチが美味しいか熱弁を振るっていた。

　俺を除いた十人で一斉に主張し出すと、もう何が何だか……。

　食べ歩きをしながら街をフラフラしていると、街角に本屋があり、軒のき先さきには若い男女の絵が吊るされていた。

「あ、賢者様と導師様だ！」

「な……なんだと……？」

　若く挑発的な笑みを浮かべた黒髪のワイルド系のイケメンの絵と、眼鏡をかけ理知的だけど、どこか妖よう艶えんな感じの赤毛の女性の絵を見て、アリスが衝撃的な事を言った。

　これが、爺さんとばあちゃんの絵……だと？

「はぁ……格好いいなぁ、メリダ様」

「こっちの賢者様も上手く描けてますわね」

　マリアもエリーも、今の爺さんとばあちゃんを知っているはずなのに、過去の二人の姿画を見てうっとりしている。

「それにしても、さすがはクルト王国ッスね。賢者様関係より導師様関係の本の方が多いッス」

　皆が、その絵を見ている横で、マークが意外なことを口走った。

「え？　本って一種類じゃないの？」

「そんな訳ないじゃない。賢者様と導師様の本は、今でも毎年数冊ずつ新刊が出てるわよ」

「最初の一冊目がオリジナルと言われてますけど、知られざる裏話を書いた物から、完全な二次創作まで、ありとあらゆるジャンルの本が出てますよ」

　マリアもシシリーも、さも当たり前のことのように言うけど……。

　じいちゃん、ばあちゃん、大変な事になってるよ……。

「うーん、今のお二人も老成した感じが素晴らしいけど、この絵も素晴らしいよねえ」

「俺は生まれた時から老人の二人しか知らねえよ……」

　今よりちょっと若かったけど、昔から爺さんとばあちゃんだったんだ。

　身内の昔の絵を見せられて、モゾモゾする感じがする。

「アンタ達、アールスハイドから来たのかい？」

「え？　ええそうですけど。何で分かったんですか？」

　店先に吊るしてある絵を見ながら話し込んでいると、本屋のおばちゃんが話しかけてきた。

「そこのお兄ちゃんが、最近のお二人を見たような事を言ってたからねえ。お二人が御孫さんを連れてアールスハイドに戻ったって話は知れ渡ってるから、アンタ達もアールスハイドで見たのかと思ってね」

「ああ、そういう事ですの」

　その話、外国にまで知れ渡ってるの？

「え？　お二人を見たって？」

「なんて羨ましい！」

「一度で良いからお目にかかりたいわあ」

　話を聞きつけた周囲の人達も集まってきた。

　皆口々に爺さんとばあちゃんの事を誉めちぎっている。

　何とも言えないむず痒がゆい感じになっていた時、メイちゃんがウッカリ喋ってしまった。

「シンお兄ちゃん照れてるです」

「何でアンタが照れるんだい？」

「シンお兄ちゃんはマーリン様とメリダ様のお孫さんです！」

　その瞬間、周りの空気が止まるのを感じた。

　皆、今聞こえた言葉を頭の中で整理し、ゆっくりと俺の方を向いた。

「お二人のお孫さん？」

「マジか？　ガセじゃねえのか？」

「いや……あんな小さい子がそんな事言うとは思えん」

「それに、お二人のお話を恥ずかしそうに聞いていたって」

「じゃあ……」

　ゴクリ……。

『ほ、本物のお二人のお孫さんかあ！』

　一斉に俺に詰めよって来た。

「はわ！」

「スイマセン！　失礼します！」

「ちょっ！　ちょっと待って！」

「サイン！　サインを！」

「握手！　握手して下さい！」

　サイン？　握手？　そんなアイドルみたいな事やった事ないわ！

　俺は傍らにいたメイちゃんを小脇に抱えると、詰めよって来た民衆から逃げ出した。

「もうっメイ！　あんな所であんな事言ったらこうなるに決まっているじゃありませんか！」

「あぅ……ごめんなさい……」

　俺の小脇に抱えられているメイちゃんがションボリしている。

「あんまりメイちゃんを責めてやるなよエリー、悪気があった訳じゃないんだから」

「シンさん！　あなたのせいですからね！」

「俺じゃ……俺か？」

「この騒ぎは確実にシンのせいね」

「それよりエリー大丈夫？」

　アリスが、走っているエリーに気遣いの言葉をかけたので、俺もエリーを見た。

「はあ！　ふう！　もう限界ですわ！」

　結局皆で逃げ出したのだが、魔法による身体強化ができないエリーが早々に体力の限界に達してしまった。

　だけど、あの場にエリーだけ残しておくという選択肢は取ることはできなかった。

　あの場に残っていたら、俺の連れってことで、問い詰められるのは必至だったからな。

　ちなみにメイちゃんは俺の小脇に抱えられたままだ。

「ちょいと失礼！」

「え？　きゃあ！　ア、アリス？」

「これで行けるでしょ！」

　このメンバーの中で、メイちゃんを除けば一番小柄なアリスが一声かけてからエリーを横抱きに抱えて走り出した。

　小柄な女の子が自分よりも大きい女の子をお姫様抱っこしているのは、なんとも不思議な光景だな……。

「それにしても……」

「どうしたんですの？」

　自らエリーを抱えたというのに、アリスの機嫌が悪い。

　どうしたんだ？

「さっきからポヨポヨ、ポヨポヨと！　嫌味か！」

「わざとじゃありませんわよ！」

「もぐぞ！」

「もがないで下さいまし！」

　何をしているんだ……。

　アリスが求めてやまないものを持っているエリーに対して、嫉しつ妬とが爆発している。

　そんなどうでもいいことより、さっきからなんか、どんどん人数が増えていってる気がする。

　ヤバイな……どうしよう？

「ウォルフォード君、マント」

「そうか！　光学迷彩！」

　リンに指摘されるまで、あまりの事に思い至らなかった。

　マントに付与されてる光学迷彩を使えば、皆の目を誤魔化せるじゃん！

「よし！　じゃあ、あそこの路地に入った所で光学迷彩を起動！」

『了解！』

　そして、路地に集団が入った後、俺達を追いかけていた集団も路地に入ってきた。

　その集団が目にしたのは……。

「あ、あれ？　どこ行った？」

「そんな馬鹿な！　さっきまでいたじゃないか！」

「こんなあっという間に姿を消すとは……さすがは御二人の御孫さんと言うべきなんだろうか……」

「あーあ、せっかくサインもらおうと思ったのに」

「しょうがない、諦めよう」

　確かに俺達が逃げ込んだ路地に入ったというのに、そこに人影はまったくないように見え、集団は逃げられたと悔しそうに解散していった。

　……はああ、どうにか逃げ切った……。

　路地に入った時点でマントに付与されている光学迷彩を全員で起動し、彼らの目の前にずっといたのだ。

　俺達からは皆が見えているので、光学迷彩を起動しているとはいえずっとドキドキしていた。

「皆、いるか？」

「はい」

「いますわよ」

「はあ、スッゴいドキドキしちゃったよ！」

「本当ですね、見えてないのは分かってるんですけど……」

「追いかけられる有名人の気持ちが理解できたッス……」

　俺の声がけに、シシリー、エリー、アリス、トール、マークが、順に光学迷彩を解除しながら姿を現した。

　それにしても、エライ騒ぎになっちゃったな。

　盛大な追い駆けっこの感想をお互いに言い合ってる中、メイちゃんだけションボリしていた。

「どうした？　メイちゃん」

「……シンお兄ちゃん、ごめんなさいです……」

　落ち込んだ様子のメイちゃんが、そう言って謝ってきた。

　ああ、どうやらさっきの失言を気にしているらしい。

　王族とはいえまだ小さい女の子だからな、発言に気をつけなくちゃいけない場面もいままでなかったんだろう。

　そんなメイちゃんを責めるのは酷こくというものだ。

　俺は小脇に抱えていたメイちゃんを下ろし、頭を撫なでてやりながら語りかけた。

「気にしなくていいよ。あんな騒ぎになったのは、俺がじいちゃんとばあちゃんの孫だからだし」

「でも！　それをウッカリ喋っちゃったのは私です……」

「いいじゃん。メイちゃんは今日失敗しちゃったね？」

「……はいです」

「じゃあ、これでもう同じ失敗はしないよね？」

「もうしないです！」

「うん。ならメイちゃんは一つ成長したね？」

「ハイです！」

「じゃあ、この件はもう終わりだ。俺は気にしてないし、メイちゃんも気にしなくていいよ」

　しばらく俺の顔をじっと見ていたメイちゃんが、目を潤ませながら抱きついてきた。

「ごめんなさい、シンお兄ちゃん」

「うん。次からは気をつけようね」

「ハイです」

　そんなメイちゃんを、皆温かい目で見ていた。

　その時。

「なぜこんな所にいるんだ？」

「お？　おお、お疲れ。終わったのか？」

　そんな場面に会談の終わったオーグ達が顔を見せた。

　索敵魔法で魔力を探知してきたのだろうが、路地裏にいるとは思ってもみなかったのだろう。

「ああ、滞りなくな。あとはエルスとイースの協力を取りつけるだけだ。ところで、なぜこんな所に……」

「おし、じゃあボチボチ帰るか」

「おい」

　理由を話せば、またトラブルがどうのとか、メイちゃんが怒られたりとかする可能性があったので、オーグの言葉を強引に遮り、門の外に向かって歩き出した。

「お前達……何か隠していないか？」

「いや？　別に。アチコチ見て回ってる内に迷い込んだんだよ」

「……本当か？」

「本当だよ」

　こちらが誤魔化そうとしているのを察知しているかのごとく、中々納得しないオーグ。

　疑惑の視線が止まらないよ。

「また妙なトラブルに巻き込まれていたのではないのか？」

「俺の行動はトラブル前提か!?」

「それはそうだろう。今までの……」

　相変わらずのやり取りをしながら城門に向かっていた時、突如王都中に鐘の音が鳴り響いた。

「なんだ？　この鐘は？」

　そして、城門から兵が馬を駆って来た。

　なんか、嫌な予感がするよ……。

「緊急警報発令！　魔人襲来！　総員速やかに避難せよ！　繰り返す、速やかに避難せよ！」

　魔人襲来と避難勧告を叫びながら。

「……トラブル体質、ここに極まれりだな」

「自分でも本当にそんな気がしてきたよ……」

　今日はこれで三つ目だぞ!?　どうなってんだ！

「ここでシンの責任を追及していてもしょうがない。皆、戦闘服に着替えて迎撃するぞ」

『はい！』

「まあ、私達がいる時に襲撃があったのは、クルト王国にとっては幸いだったな」

「私達にとっては災難ですけどね……」

　本当にそうだよな。

　過信してる訳じゃないけど、スイード王国の状況を見るに、魔人と渡り合えるのは、今のところ俺達しかいない。

　その俺達がたまたまクルト王国に滞在中に、たまたま魔人が攻めてきた。

　……考えてみれば、すごい偶然だよな。

　とはいえ、クルト王国国民は、俺達がここにいることを、さっき追いかけてきた集団を除いて知らない。

　そのため、クルト王国中が大騒ぎになり、民衆達は地元民も観光客も含めてあらかじめ設定されている避難場所まで一斉に駆け出していく。

　そんな喧騒の中、俺達は再度路地裏に入りマントの光学迷彩を起動し、戦闘服に着替えた。

　地味にこういう外での着替えの時にも役に立つな。

　完全に偶然の産物だけど……。

　着替え終わって城壁外に向かうが、メイちゃんとエリーはどうしよう？

「メイとエリーは今朝と同じく城壁の上で待機していろ。クルト王国軍の中から護衛をつけてもらうように言っておく」

　今回は王子様の護衛はないらしい。

「良いのかよ？　危なくないか？」

「防御魔道具もあるしな。防御に専念すればそうそう危険な事はないだろう」

「すごいです！　特等席です！」

「何を言ってますのメイ！　魔人は人類の脅威ですのよ!?」

「シンお兄ちゃん達なら全部やっつけられるです！」

　メイちゃんが期待に満ちた目で俺達を見ている。

「これは格好悪いところを見せられませんね」

「任せといてメイ姫様！　あたしの格好良いとこ見せちゃうよ！」

「はぁ……魔人と戦うっていうのに緊張してない私っておかしいのかしらぁ」

「私も同じですよユーリさん。私、普通の街娘だったはずなんだけどなあ……」

　メイちゃんに期待の眼差しを向けられた女性陣がやる気に満ちている。

　スイード王国で一度魔人との戦闘を経験している面々は、皆余裕の表情だ。

　緊張するより良いけど……。

「油断するなよ？　前回はシュトロームがいなかったからあの程度で済んだんだ。今回も同じとは限らないんだからな」

　オーグが上手く引き締めてくれたな。

　確かに、今回もシュトロームがいないとは限らない。

　それに、この短い期間での襲撃にどんな意図があるのか？

　それが分からない以上油断するべきじゃない。

　そして城壁までやって来ると、俺達に気付いた兵士さんが駆け寄って来た。

「おい！　お前達、何をしているんだ！　緊急警報を聞いていなかったのか!?」

「それを聞いたからここに来たのだ。責任者はいるか？」

「な、何を言っている!?」

「なんだ？　どうした？」

　オーグと兵士さんのやり取りを聞きつけた歳とし嵩かさの兵士さんがこちらに寄ってきた。

「ああ、貴殿か、ちょうど良かった」

「ん？　こ、これは！　アウグスト殿下！」

「え？　え？」

　そう言って歳嵩の兵士さんが膝ひざをついた。

「頭を上げてくれ、どうやら大変な事になっているみたいだな」

「は！　先程、城壁の哨しよう戒かい兵へいが赤い信号弾を確認致しました。その後も続けて信号弾が上がりましたので間違いないかと」

「そうか。我々がこの国に来ている時に襲撃があるとは……運が良いのか悪いのか……」

「我々クルト王国民にとっては間違いなく運の良い事で御座います。そして、魔人共にとっては運の悪い事でしょう」

「あ、あの……長官？　こちらの方は……」

　軍の偉そうな人とタメ口で話しているオーグに戸惑っているのだろう。俺達に声をかけた兵士さんが恐る恐る口を開いた。

「ああ、丁度我が国を訪れていたアールスハイド王国王太子のアウグスト殿下とアルティメット・マジシャンズの方々だ」

「アウグスト殿下!?　アルティメット・マジシャンズ!?」

　そう叫んだ兵士さんはあんぐりと口を開けた後、慌てて膝をついた。

　そうか、この兵士さん長官なのか。軍の偉いさんだな。オーグを知っていたし、会談の場にもいたのかな？

「も、ももも申し訳御座いません！　大変な失礼を致しました！」

「よい。民を思っての発言だ、気にするものではない」

「あ、ありがとう御座います！」

　スイード王国でもそうだったけど、ホントすぐ他国の兵士を懐柔するよな。兵士さんの目が潤んでる。

　そんな兵士さんを見やりながら、オーグは長官と呼ばれた人と話を続ける。

「さて、我々がこの国を訪れたのは、まさにこのような事態に対抗するためだ。存分に戦わせてもらおう」

「御協力感謝致します。しかし、全ての魔人を殿下方にお任せするのは心苦しいと言いますか……」

　軍の長官だもんな。

　他国の、それも王太子という、普段なら自分達が護衛をしなければいけない立場の人間に護られる。

　心苦しいというのもあるだろうけど、悔しくもあるんだろうな。

「当然、貴殿らにも働いてもらうぞ。アールスハイドから防御魔道具は届いているか？」

「はい。通信機と共に貸たい与よされております」

「その魔道具は魔人共の魔法を防ぐ。スイード王国で実証済みだ。攻撃は我々が行うから防御は任せたぞ」

「かしこまりました」

　やっぱりオーグは人使いが上手い。

　全て任せろとは言わず、できることをやらせようとする。

「それと、私の妹と婚約者の警護もお願いしたい。まあ、彼女らにも防御魔道具を持たせてあるから形だけになるかもしれんがな」

「そちらもお任せ下さい。万が一がないように御守り致します」

　ついでに、自分の身内である、王族と高位貴族を護衛させることで、重要な役割であると思わせることも忘れない。

　駆けつけたクルト王国の兵士さんに連れられて、この場を離れるメイちゃんとエリー。

　城壁から離れて行こうとする兵士さんに向かって「城壁の上が良いです！　特等席です！」と言っているメイちゃんの声が聞こえた。

「緊張感の欠片もないな」

「それだけ殿下の事を信頼しているのでしょう」

「私をというより、こっちのシンの方だろうがな」

「おお！　君が導師様と賢者様の御孫さんかい？」

　どうでも良い事だけど、本当にこの国ではばあちゃんの名前が先に来るんだな。

　この国に爺さんは連れて来られないな……空気化が進みそうだ。

「シン＝ウォルフォードです。宜しくお願いします」

「こちらこそ。本当は導師様方の御話をお伺いしたいところだが……」

「今は、そんな余裕はなさそうですね」

　また赤い信号弾が上がった。

　そして目視できる程度の位置まで、魔人の集団が近づいて来ていた。

「さて、この国の民衆に宣言をしたいのだが良いか？」

「はい。是非お願い致します」

　そうしてオーグは拡声の魔法を起動し、クルト王国民に向けて宣言した。

『クルト王国国民よ、落ち着いて聞いて欲しい。私はアールスハイド王国王太子、アウグスト＝フォン＝アールスハイドである。現在この国に魔人の集団が襲来しつつある。皆脅威を感じている事だろう。だが安心して良い。なぜなら、本日この国には、我々アルティメット・マジシャンズが勢揃いしているからだ』

　国民だけでなく、城壁に集まっている兵士さん達もオーグの宣言に聞き入っている。

『スイード王国での事件は聞き及んでいるだろう。スイード王国を襲撃した魔人共はアルティメット・マジシャンズによって撃退されたと。かくいう私もアルティメット・マジシャンズの一員であり、かの英雄の孫、シン＝ウォルフォードもいる。宣言しよう。クルト王国は我々アルティメット・マジシャンズが必ず護り抜いてみせる！』

　そう宣言した時……。

『ウオオオオオオ！』

　城壁にいる兵士さん達からも、王都の奥からも大きな歓声が聞こえた。

　これでクルト王国の国民達の不安は払拭されただろう。あとは、襲来してくる魔人を撃退するだけだ。
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　シン達が待ち構えていることなど、この作戦を立案したローレンス以外は誰一人として想像もしていない魔人達。

　アールスハイドから遠く離れたクルト王国ならシン達も現れないだろうと思い前回の鬱うつ憤ぷんを晴らそうとニヤけながら走る魔人達に向かって、走りながらローレンスはアドバイスを送る。

「いいですか。アールスハイドから遠く離れたクルトとはいえ、アイツらが絶対に現れないとは限りません」

「お、おい。なんだよ、急に怖いこと言うなよ」

　先日、スイードでシン達に完かん膚ぷなきまでにやられた魔人は、いまだにシン達のことを恐れていた。

　そのシン達が現れるかもしれないと言ったローレンスに、今までのニヤけ顔を急に強張らせる魔人達。

　そんな情けない魔人達に内心で溜め息を吐きながらも、ローレンスは話を続ける。

「万が一の話ですよ。それで、もし今度アイツらが出てきたら……」

「出てきたら？」

「女を優先的に襲って下さい」

　その言葉に、なるほど！　といった表情をする魔人達。

「さすがだな！　女から優先的に襲えばいいんじゃねえか！」

「おっしゃ！　俺はやるぜ！」

　急に楽観的なムードになった魔人達。

　ローレンスは、その魔人達を見て、またも内心で溜め息を吐く。

（魔法使いの女が弱いとか、本気で思ってんのか？　……思ってんだろうな……）

　それはそれで、コイツらをシン達の戦力を分析する駒として使うためには、むしろ都合がいいと思うことにした。

（さて、今頃、クルト王国ではシン＝ウォルフォード達が待ち構えていることだろうな。俺はこの馬鹿達をけしかけてから、遠目から観察しようかね）

　今向かっているクルトには、すでにシン達が待ち構えている。

　そのことを事前に知っているローレンスは、自ら死地に赴おもむくような真似はせず、遠目から観察することを前もって決めていた。

　そして、しばらくすると見えてきた、クルト王国の王都と、その前で待ち構えているクルト軍、そして……。

「……いたな」

　クルト軍と肩を並べて待ち構えるシンとその仲間たち。

　その姿を視認したローレンスは、待ち構える軍勢の中にシン達がいることは伝えず、魔人達に魔法を撃つように指示した。

「先制攻撃です！　デカいのぶちかましましょう！」

　その声に呼応し、盛大に魔法を放つ魔人達。

　そしてローレンスは……。

　自分は魔法を放たず、魔人達が魔法を放った混乱に乗じて、姿をくらませた。
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　今までは遠くて分かりづらかったけど、近付くにつれ少しずつその規模も明らかになってきた。

　その数は数十体といったところだろうか？

　正直にいえば、あの数をパッと見てすぐに答えろと言われても難しいくらいの数はいる。

　ただ、朝方討伐した羊の数と比べて、同じくらいと思われる。

　その魔人達が、魔力の隠いん蔽ぺいも行わず、堂々と魔力を撒き散らし、その力を見せつけるようにこちらに駈けてくる。

　自分達の力を誇示することで、相手をビビらせようとしてるんだろうか？

「大分近づいて来たな。迎撃準備を始めてくれ」

「分かりました。総員！　防御魔道具起動準備！」

「皆、安心して良いぞ。その魔道具はここにいるシンが作った物だ。シンは祖母であるメリダ殿から直接魔道具制作の指南を受け、自分を越えていると言わしめているからな。魔人の魔法くらい、簡単に防いでしまうぞ」

　この国で人気のあるばあちゃんを引き合いに出す事で、クルト王国兵の信頼を得たらしい。皆、不安な顔はしていない。

「っ！　来たぞ！　防御魔道具起動！」

　ついに魔人の集団から魔法が放たれたが、起動した魔道具によって全て防がれた。

「うおお！　スゲエ！」

「本当に防いじまった！」

「イケる！　イケるぞ！」

「さすがは導師様の御孫さんだ！」

　皆が魔人の魔法を防いだ事に大騒ぎしているけど……やっぱり、カートに比べても魔法の威力が弱いように感じるなあ……。

「魔人共め、戸惑っているな。シン！　動揺している今の内に攻め込むぞ！」

「おう！　分かった！」

　今は魔法の強弱は考えてる暇はないか。まずは魔人共を討伐しないとな。

　そして、俺とトニーがジェットブーツを起動し、真っ先に魔人共の下まで切り込んでいく。

「おおおらあああ！」

「シャアアアアア！」

　バイブレーションソードを振り、前方にいた魔人を切り裂く。

　俺とトニーで一体ずつ魔人を真っ二つにした。

　そして、その直後に後方から追いついて来た他の面々の魔法が魔人の集団に着弾し、魔人共はみるみる討伐されていく。

　魔人から散発的に魔法が飛んでくるが、魔道具を起動するまでもなく魔力障壁によって阻まれている。

　以前は二人一組でコンビを組んだけど、単独でも大丈夫だなこれは。

　皆の成長を実感しながら、周囲にいた魔人共を討伐していると……。

「チイッ！　おい！　女だ！　女を狙え！」

　魔人の一人が、前線でバイブレーションソードを振るう俺とトニーを避けるように前進し、ウチの女性陣に狙いを絞った。

　……それはマズイんじゃないかなあ……。

「はぁっ!?　女だからってナメんじゃないわよ!!」

　うおぉ、マリアさんが超お怒りだ。

　マリアの周りに渦巻く魔力が、まさに荒れ狂ってる。

「思いしれ!!　この屑くずヤロオオッ!!」

　その荒れ狂う魔力がそのまま風の刃を内封した竜巻となり、魔人数人をまとめて巻き込んだ。

「「「ウギャアアアッッ!!」」」

　ひぃ！　痛い！　魔人達が何も抵抗できずにバラバラにされてしまった。

「フゥ～ッ！　フゥ～ッ！　次！　かかってこい！」

　マリアさんが勇ましい。

「うりゃああ!!」

「てい」

　マリアの活躍に刺激されたのか、アリスとリンのコンビも、順調に魔人を屠ほふっていく。

　朝の討伐では使えなかった炎と爆発の魔法を多用してるな。

　こっちも女ということで狙われて、怒っていたのかも。

　これなら……。

「あ？」

　大丈夫かと思ったその時。

　シシリーに向かう魔人がいた。

　それに気付いたシシリーが迎え撃とうとするが……。

　魔人は前だけでなく、後ろにもいて、シシリーはそれに気づいていない。

「っ！　シシリーッ！　後ろっ！」

「え？」

　眼前にいた魔人を、氷の槍で撃退したシシリーが、俺の言葉で後ろを振り向く。

　後ろにいた魔人は、すでに魔法を撃てる状態になっており……シシリーは防御魔法を起動できていない。

「ッハア！　死ねやっ！」

「ひっ！」

　魔人が魔法を放とうとした、その瞬間。

「させるか！　ドアホがあっ!!」

　ゲートをシシリーの目の前に開き、一瞬でシシリーと魔人の間に立ち塞がってやった。

「ハハアッ！　もう間に合うか……」

　魔人は最後まで言葉を発することができなかった。












　なぜなら、シシリーを狙われたことで、ついブチ切れてしまった俺が、青白いを通り越して白くなるほど温度を上げた全力の炎の魔法を放ったため、跡形もなく蒸発してしまったからである。

　やり過ぎた。後悔も反省もしてないがな！

「シシリー、大丈夫か!?」

「あ……は、はい」

　そういうシシリーは少し震えている。

　今のは危なかった。

　シシリーはどちらかといえば、治癒魔法の方が得意だ。

　攻撃魔法は使えても、今まで模擬戦とかもあまり経験がないんだろう。

　だから、後ろからの攻撃という搦からめ手てに気付かなかった。

　命の危機にあったことで、小刻みに震えているシシリーを抱き締め、宥なだめてあげる。

「俺がいるから、大丈夫だから」

「ふぅ、ふぅ……はい！　もう大丈夫です。続けます！」

　息を整え、震える体を叱しつ咤たしてシシリーは顔をあげた。

　本当は休ませてあげたいけど……俺達は、魔人討伐にきたんだ。

　シシリーが逃げると、味方の士気にも影響するかもしれないし、魔人どもを調子づかせるかもしれない。

「……そうか。今日は俺から離れちゃダメだよ？　帰ったら、また訓練だね」

「うぅ……すいませんシン君。お願いします」

　心を鬼にして、シシリーを戦場に留まらせる。

　おのれ、俺のシシリーになんてことしやがる！

　その怒りが、魔力に表れていたんだろう。

　敵味方を含めた全員が動きを止め、俺の方に視線を向けた。

「テメエら……ただで済むと思うなよ？」

　俺の周りを取り囲む、可視化できそうなほど濃密な魔力。

　俺はこの時、魔人どもをまとめて吹き飛ばしてやろうと思っていた。

　それほどの魔力を集めていた。

　そして、その魔力を魔法に変換しようとした時……。

『あれはヤバい！　全員、撤退しろ！』

　以前スイード王国で聞いたような声が響き、またしても魔人共が撤退をし始めた。

「あ！　待ちやがれ！　なに逃げてんだ！　ゴルゥア！」

　まとめて討伐してやろうと思っていた魔人どもが逃げ出した。

　シシリーを狙われたことで気が立っていた俺は、逃がしてたまるかと、例の指向性爆発魔法を起動する。

「待てシン！　その魔法は……！」

　オーグが何かを言いかけていたが、話の途中で魔法が起動し、目の前で大爆発が起きた。

　爆発による粉塵で視界が遮られる中、この場から遠ざかる魔人の魔力を感じていた。

　クッソ！　散り散りに逃げたから、またしても魔人を一いち網もう打だ尽じんにできなかった！

　また半数以上を取り逃がしちゃったよ。

　そのことを残念に思いつつ、ひとまず魔人はクルト王国から遠ざかったのでよしとしようと、後ろを振り返った時。

「え？　何？」

　俺の前には、唖然としたクルト王国の兵士。

　苦笑いを浮かべるアルティメット・マジシャンズの面々。

　そして、頭を押さえ、こめかみに青あお筋すじを浮かべたオーグが立っていた。

「シン、お前……あの魔法は使うなと言っておくべきだったな」

「あの魔法？」

「爆発魔法だ」

「何で？」

「後ろを見てみろ！」

　そう言われて振り向いた先には……。

　クルト王国は麦の栽培が盛んな国で……王都の周りにも麦畑が沢山あって……そんな中で戦闘してた訳で……。

「マズイかな？」

「マズイわ！　この大馬鹿者！」

　広範囲に渡って吹き飛ばされた麦畑を前に、オーグから本気で怒られた。
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「なんだよっ！　アールスハイドから離れてたら、アイツらは来ねえんじゃなかったのかよ!?」

「ヤベエ……あの魔力はヤベエ……」

　シンの怒りの魔力を感じ取った魔人達は、恐怖を感じていた。

　そのため、一刻も早くこの場から逃げ出したいと、全速力で脇目も振らずに疾走していた。

　魔人達をクルト王国にけしかけた張本人のローレンスは、その魔人達の少し後方を走っている。

　このクルト王国襲撃を画策したのはゼストであり、それを誘導したのはローレンスである。

　ゼストの思惑は、この魔人達を捨て駒にし、シンの弱味を探ること。

　そのためローレンスは、アルティメット・マジシャンズの女性陣を狙った方がいいと、魔人達にアドバイスをしていた。

　元平民で、魔法が使えなかった魔人達は、腕力の弱い女性が戦力としても弱いと思い込んでいた。

　魔法に筋力など関係なく、男女間に性別による優劣など存在しないことなど考えもしていない。

　ローレンスのアドバイスに従い、女性陣を狙った魔人達のうち、ほとんどはなにもできずに討ち取られてしまったのだが、ある一組がローレンスの目に留まる働きをした。

　その一組が襲撃をかけた際、シンの動揺が大きかった事例があったのだ。

　これはひょっとしてと、その行動がローレンスの意識に引っかかった。

　その際に討ち取られた魔人のことなど、露程も惜しいと思っていない。

「あの女、ひょっとしたら……」

　攻撃力は尋常ではなかったが、明らかに戦闘慣れはしていなかった女。

　あわよくば、魔人達に初めての戦果がもたらされるかと思われたその時に現れたシン。

　その慌てようは今までのシンにはなかったものだ。

　あの女はひょっとして……。

　そう思い至ったローレンスは、ゼストにいい報告ができるかもなと一人ほくそ笑み、魔人達の集団から姿を消した。

　一刻も早くクルト王国から立ち去ろうと、全速力で走っている魔人達は、次の行動の指針を聞くため、ローレンスに声をかけた。

「おい！　次はどうすればいいんだ!?」

　しかし、すでにこの場にいないローレンスからの返事はない。

「お。おい！　返事しろ！」

「ちょっと待て、アイツは？」

　そこでようやくローレンスがいないことに気付く魔人達。

「ア、アイツ！　どこ行きやがった!?」

「さっきまでいたよな？」

「まさか……」

　さっきまで一緒に走っていたローレンスがいないことに気付いた魔人達。

　そのローレンスの行動を魔人達はこう解釈した。

「あの野郎……逃げやがったな!?」

　二回続けての敗戦。

　目の当たりにしたシン達の実力。

　そのことに恐れをなして逃げ出したと思ったのだ。

「あ、あの腰抜けヤロウ！」

　いなくなってしまったローレンスに対して、連敗して気落ちしていた魔人達は、それを吐き出すかのように口々にローレンスを罵ののしり始はじめた。

　しかし、ここでようやく一人がある事態に気付く。

　今まで、魔人達の行動は、ローレンスのアドバイスをもとに決められていた。

　しかし、そのローレンスがいなくなってしまった。

　その結果、重大な事態に直面した。

「……おい。なら、この先、誰が指示を出すんだ？」

　クルト王国から十分離れた地で足を止めた魔人達は、互いの顔を見合った。

　責任を押し付け合う魔人達にその答えなどだせるはずもなく、とりあえず拠点となっている街まで逃げ帰り、息を潜めておこうということで一致した。

　その魔人達の顔は、シュトロームから離反してしまった後悔と、シン達のような強者がいたことに対する恐怖で、誰もが消沈していた。













　麦畑を盛大に吹き飛ばしてしまった……。

　その事をオーグに本気で怒られ、事の説明のために伺ったクルトの王城で正直に話した。

　気分はまるで、先生に怒られるのを待つ学生だ。

　実際に、高等魔法学院の学生だけどな。

　そうして神しん妙みような心持ちで沙汰を待っていたのだが、クルト王は俺達が魔ま人じんを撃退した事を称賛し、被害が麦畑の一部だけで良かったと言ってくれた。

　正直ホッとしたが、オーグの方はそういう訳にはいかず、貸たい与よしている魔道具の賃貸料の大幅な値下げと、麦の大量購入を約束していた。

　完全に無料にしないのは、魔人の討とう伐ばつは俺達に任せた上に魔道具の賃貸料を無料にされてしまうと、クルト王国の方が精神的に負担を感じるかららしい。

　クルト王から、それだけは止めてくれと逆に懇願された。

「はあ……来期の麦の値段の調整が大変だな……」

　クルト王国の王城から引き上げ、王都の外に向かっている時にオーグがそう呟つぶやいた。

「……スマン」

「強いのは良い事だがな、お前は力の振るい方をもっと知った方がいいな」

「……本当にスマン……」

「まあ良いさ、これからの事を考えて少し愚ぐ痴ちりたくなっただけだ。麦の値段の操作くらい、お前から発生する面倒ごとの予想に比べたら可愛いものだ」

「ちょっと待って……一体何を想定しているのかな？」

　麦の値段の操作って……相場を調整するってことだろ。

　その苦労より非道い面倒ごとを想定していたって……。

「それはお前……間違って街一つを消し飛ばすとか、国がなくなるとか、世界が滅亡するとか……」

「俺は破壊神か!?　そんな事しねえよ！」

『え？』

「え？」

　皆から、まさかの疑問の声が上がった。

「自分は、正直あの程度の損害で上出来だったと……」

「殿下の説明に、妙に納得しちゃったよ！　あたし！」

「あ、あの！　ウッカリ世界を滅ぼさないで下さいね！」

「俺は魔王か！」

　トールもアリスもオリビアも！　なんで俺の評価が魔王よりなんだよ!?

「魔王……言い得て妙ね……」

「魔法使いの王。ウォルフォード君にピッタリ」

「魔王シン殿で御座るか……」

「止めて！　それだけは本当に止めて！」

　この世界に、前世のゲーム的な勇者だの魔王などというものは存在しない。

　だから魔王という言葉も存在しないし、爺さんも英雄とは呼ばれているが、勇者とは呼ばれていない。

　なので、皆が魔王と言われて連想するのは、魔法使いの王という事になってしまう。

　ウッカリ突っ込んだ言葉のせいで、このままだと俺が初代魔王になってしまう！　そんな恥ずかしい二つ名なんて広めてたまるか！

「フム、シンの二つ名は決まったな」

「決めないで！　お願いだから！」

　即決すんなよお！

「何で？　いいじゃない、魔法使いの王で『魔王』。シンにピッタリじゃない」

「そうだねえ、これ以上の二つ名は思い浮かばないかな？」

「思い浮かべて！　何かある！　何かあるからあ！」

　諦めんなよマリア！　トニー！　諦めたらそこで終了だぞ！

「まあ、いくらシンが否定しようと二つ名とは自然に広まるものだからな。すぐに定着するだろう」

「終了した！」

　ウソだ！　そんな簡単に魔王なんて二つ名が受け入れられるなんて！

　なんでこの世界には過去に勇者も魔王もいなかったんだ！

　いればそんな二つ名なんてつけられなかったのに！

「そんな事より、早くゲートを開いてくれ」

　俺の一大事をそんな事で片付けられ、ゲートを開くように求められる。

　こんな悲劇的な事があるだろうか？

　皆帰らなきゃいけないから、その要求を突っぱねる事などできるはずもなく、いつもの警備兵の詰所にゲートを開いた。

「おお！　殿下達がお戻りになられたぞ！」

「お帰りなさいませ！　再びの魔人討伐おめでとうございます！」

「アウグスト殿下万歳！　アルティメット・マジシャンズ万歳！」

　詰所に着くなり駆けつけていた兵士さん達に万歳されてしまう。

「なんだ、もう報告が入っているのか」

「ええ、先程我が国のクルト王国駐在大使より連絡が入りました。アルティメット・マジシャンズがクルト王国に現れた魔人を人的被害ゼロで撃退したと。もうすでに市井にも触れを出しました。アウグスト殿下の王おう太たい子し就任の祝賀も合わさり、街は大変な騒ぎでございます」

「そうか、街に出るのは止めた方が良さそうだな」

　街に出るのを止めとこうと言うオーグ。

　っていうか、街に出るつもりだったのか？　元はオーグの王太子になったことの祝賀祭のはずだろ。本人が現れたら大騒ぎになるじゃないか。

　最近、俺らと一緒にいてオーグの感覚がおかしくなっている気がする……。

「当然でございます！　この騒ぎの中街に出るなど……アルティメット・マジシャンズの方々も自重してください」

「え？　あたし達も？」

　兵士さんがオーグだけでなく、俺達の外出も控えて欲しいとお願いしてきた。

　アリスの疑問の声に、お願いしてきた兵士さんが答えてくれる。

「人の口に戸は立てられぬもの。もうすでにアルティメット・マジシャンズの方々の名前も素性も知れ渡ってますよ」

『えええ!?』

　俺やオーグだけでなく、他の皆まで素性が割れてんのか？

　個人情報どうなってんだ？

　……まあ、そんな概念はないんだけども。

「じゃあ、私とエリー姉様は大丈夫です！」

「そんな訳あるか！」

　珍しくオーグの突っ込みが入った。

　メイちゃんも感覚がおかしくなってる……。

　これは俺のせいじゃないよね？

　メイちゃんの感覚がおかしくなっていることはともかく、会議室で待っていたディスおじさんに、今回の諸国訪問の顚てん末まつを報告した。

　エルスとイースに連絡をつけ、色んな調整を経て三国会談が実現するのは長期休暇明けになるだろうとの事だ。

　今回訪問した小国と違い、大国三国で一緒に会談をするとなると色々と時間がかかるらしい。

　ディスおじさんに報告をした後は、結局オーグの部屋に集まっていた。

「せっかくこんな大きなお祭りがあるっていうのに参加できないなんて！」

　部屋に入るなり、アリスが大きな声で不満を漏らした。

「まさか私達まで名前が知られてるとはね……」

　そのことが予想外だったのだろう。マリアが驚いたように呟いている。

「私……普通の街娘……」

「オリビア諦める。アルティメット・マジシャンズにいて、平然と魔人を討伐できる街娘はいない」

「よくよく考えたらすごいッスね。全員が魔人を討伐できる集団なんて……」

　確かに、マークの言うように全員が魔人を討伐できる集団なんて、正直異常な集団なんだろうな。

　だけど……。

「魔人の討伐ねえ……」

「シン君？　どうしたんですか？」

　俺が呟いた言葉にシシリーが反応した。

「いや……前回も今回も……魔人弱すぎないか？　行動も腑ふに落ちないし」

　前回と今回と、魔人を討伐して感じた事。

『以前に相対した魔人化したカートに比べて弱い』という事。

「魔人化したカートの魔法を防ぐのは結構苦労したんだ。多少のダメージも負ったし」

　手を火傷したな。

「それに比べて……今回の魔人の魔法は魔力障しよう壁へきで簡単に防げた。攻撃も単調だったし。何なんだろうな？」

「でも……私は……」

　あ、シシリーは今回ちょっとピンチになったんだった。

　ちょっと落ち込んでるシシリーをフォローしないと！

「シシリーは治ち癒ゆの方が得意だからしょうがないよ。戦闘経験もあんまりないんだろう？」

「はい……」

「なら、これから慣れていけばいいさ。それよりも、その戦闘経験があんまりないシシリーでさえ、魔人そのものの討伐は難しくなかっただろう？」

「あ、そういえばそうですね」

　ふう、なんとか話題の変換はできたみたいだ。

　シシリーは自分でも魔人が討伐できたことを不思議に思っている。

「治癒魔法の方がうまくて、戦闘経験が少ないシシリーにも討伐はできた。俺からすれば、ハッキリ言って異常なくらい弱い」

　魔人に対して、異常に弱いとか、変な言葉だけどな。

　俺がそう発言すると、皆なにかを考えるような仕草をしている。

「フム……しかし、そう言われても魔人化したカートと実際に相対したのはシンだけだからな。我々は前回、今回と対峙した魔人しか知らんからなんとも比較はできんが……シンがそう言うのならそうなんだろう」

　オーグは、カートとは対戦していないからな。

　今、この場において比較対照ができるのは俺だけだ。

「確かに魔人達の行動は腑に落ちません。魔人の力を過信して策を持たずに正面から攻めてきたと考える事もできますが……これが我が国の軍と、帝国の軍を翻ほん弄ろうしたシュトローム率いる魔人部隊ですか？　どうにも違和感が拭えません」

　トールの言うことはもっともだ。

　最初の襲撃の時は、あまりの単調さに、陽動を疑ったくらいだからな。

「今回は少し攻め方を変えてきたわね。まさか女を優先して狙ってくるなんて。ナメられたもんね！」

　おお……マリアさんがお怒りだ。

　今回、女である自分が弱点だと思われて標的にされたもんだから、メッチャ怒ってたしな……今思い出しても恐ろしい。

　しかし、今回は少し攻め方を変えてきたとはいえ、それが女性を優先的に狙えって。

　それ、戦術でもなんでもないよな。

「魔法使いよ？　筋力関係ないじゃない！　何考えてんのかしら？」

「全くですね。ひょっとして魔人さん達は、女が魔法も含めて全般的に弱いとでも思っているのでしょうか!?」

　オリビアまで、マリアに引きずられるように怒り出した。

　正直、それも疑問なんだよな。

　確かに男女の間には、どうしようもない筋力の差というものはある。

　それにしたって、ある程度は身体強化の魔法でカバーすることもできる。

　ましてや魔法使いにいたっては、完全に男女間に実力の優劣はない。

　あるのは、努力をしたかしなかったかの差だけだ。

　魔法は、努力をすればした分だけ、自分の実力になる。

　そんなこと、魔法が一般に浸透しているこの世界なら当たり前のことだ。

　それすらも分からなかったというのか？

「これまた違和感が残る戦術か……カートの時といい今回のことといい、魔人が絡むと違和感しか出てこないな」

　マリアとオリビアに触発されて、他の女性陣も一緒になって怒ってる。

　シシリーだけは、荒れる皆を見て苦笑いしてるけど……。

　違和感の残る戦い方。

　これも、本当にシュトロームの戦法なのだろうか？

　あ、そういえば。

「誰か、シュトロームの魔力は感じたか？」

「私は感じませんでした」

「私もだな。シンや索さく敵てきが得意なクロードが感じていないのなら、今回もいなかったんじゃないか？」

「そうだよなあ……」

　やっぱり、シュトロームはあの場にはいなかったみたいだ。

　となると、やはりシュトロームの命を受けて侵攻してきた魔人部隊と見る方がいいのか？

　作戦は現場に任せるとか言って放置して、現場の指揮官が意外と無能だったとか……。

「ああ！　もう！　シュトロームの考えてることがサッパリ分かんねえ！」

　不可解な魔人達の行動に、イライラしてつい叫んでしまった。

「そうカリカリするな。冷静さを欠けば対応できるものもできなくなるぞ」

　イライラしている俺をオーグが宥なだめる。

「シュトロームの狙いがなんなのか。それは分からないが、我々は今のところ魔人共の行動にリアクションをとるしかない。連合が締結できれば今度はこっちから打って出られる。謎の解明はそれまでお預けだな」

　それしかないか。旧帝国周辺の小国には、連絡が入ればすぐに向かえるようになったし、ひとまずは様子を見るしかない。

　そもそも、こちらから旧帝国に攻め込むには人員が足りないし。

　旧帝国領は魔物の巣みたいになっているから、半端な人数では進軍する事すら難しい状況だ。

　正直に言えば、俺達だけで強引に突破する事もできる。

　魔人達は、旧帝国全土を征服してしまったから拠点にできる街はあちこちにある。

　しかし、やはり最初に落とした旧帝都を拠点としているだろう。

　防備も万全だし、大きいし。

　この旧帝都を全力で落とせばいい。

　だけどそれをやると、前にオーグが言ったみたいにアールスハイドが勝ち過ぎる。

　それに、旧帝都が本命だけど……もし違ったら？

　俺達が帝都に攻め込んでいる間に、他の国を襲撃されたら目も当てられない。

　なら、魔人の拠点を調べてから攻め込めばって話だけど、今の旧帝国は魔物が大量に発生し、諜報活動すらままならない。

　結果どうすればいいのか？

　各国で連合を組み、周辺から段々と包囲網を狭めていき、魔人の拠点が見つかったらそこを攻める。

　これしか、有効な手段が思い浮かばない。

　つまり、人海戦術によるローラー作戦だ。

　そのためにも、周辺国にエルスとイースを加えた連合を組まないと、人員的に足りないのだ。

　オーグが魔人の行動に対してのリアクションしかとれないと言った意味はここにある。

　連合を組まない限りは、こちらから打って出られない。

　なんとか大国二国に協力してもらって、大軍をもって一気に攻め込まないと取り逃がすかもしれない。

　なのでこれからの行動は、大国三国に加えた帝国周辺国との連合締結待ちの状態だ。

　だけど三国会談は休み明けだ。

　そうなると、急にやる事がなくなってしまったな。

　なにかやるべきことはなかったか？　そう思っていると、アリスがオーグに今後の予定について聞いていた。

「殿下、この後って何か行事ありましたっけ？」

「シンとクロードの婚約披露パーティーも、私の立太子の儀も終わったからな。もうこれといった行事はないな」

「じゃあ、皆で遊びに行きたいです！」

　なんでアリスが今後の予定を聞いたのかと思ったら、皆で遊びに行きたいと言い出した。

「長期休暇に入ってから、合宿して訓練して魔人と実戦して……全然遊んでないじゃないですか！　せっかくの休みなのに！」

「旅行行ったじゃん」

「あれは殿下とシン君の用事のついででしょ！　そうじゃなくて純粋に遊びに行きたい！」

　確かに、訓練の合間に息抜きなどはしていたが、純粋に遊んだかというと、してないな。夏季休暇なのに。

「そうだな、確かに休暇という意味では休んでいないか」

「行きたい行きたい！　どっかに遊びに行きたい！」

「アリスお姉ちゃん子供みたいです」

「うぐっ！　純然たるお子様のメイ姫様に子供と言われるなんて……」

　アリスとメイちゃんのやり取りで、堅かった空気が和んだな。

　そのことにちょっとホッとしていると、ユリウスからある提案があった。

「であるなら、拙せつ者しやの実家に来ると良いで御座るよ」

「え！　良いの!?　リッテンハイムリゾートに行って良いの!?」

「もちろんで御座る。今は魔人の連続討伐で世間は浮かれている故、リゾート地に行っても何も言われんで御座ろう」

　ユリウスの言葉に皆から歓声が上がった。

　そんなに凄いのか？　武士のリゾート。

「シンは知らないか。リッテンハイムリゾートは貴族にとってすら垂すい涎ぜんの的だからな。かくいう我ら王族も、リゾートと言えばリッテンハイムに行く事が多い」

「そうなんだ。前に簡単な説明を聞いただけだからな。どんな所なのか知らなかったわ」

「海に山に何でもあるです！　楽しいです！」

「ああ……山はもういいかな……？」

「あ、シン君、山育ちですもんね」

「イヤと言うほど山は知りつくしてるよ。キャンプとか温くて楽しめないかも……」

　多分、一生を山で過ごせるだけのスキルを持ってるぞ。なので今さらキャンプをするのはなあ……。

「じゃあ海にしましょう。それならシン君も楽しめますよね？」

「おっと、やるわねシシリー」

「なにが？」

「海って事は水着よねえ？　シシリーったら、シンに水着姿を見せてどうするつもりなのかしらあ？」

「あぅ！　そ、そんなつもりじゃ！　ただシン君が楽しめた方が良いと思って！」

　ニヤニヤと、海にしようと言ったシシリーをからかい始めるマリア。

　それに反応したシシリーは真っ赤だ。

　それにしても、シシリーの水着姿か……。

「シシリー、ありがとう」

「シン君、分かってくれましたか？」

「うん……水着、楽しみにしてる」

「もう！　もう！」

　ポカポカ叩いてくるシシリーは可愛いから放置しとこう。

　それにしても、真剣に魔人の話をしてたはずなのに、いつの間にかゆるいリゾートの話になったな。

　魔人に対しては起こした行動にリアクションしかとれない。

　だけど、ずっと気を張ってるのも無駄に疲れる。

　ひとまず対抗策は完成したし、三国会談までやることがなくなってしまったし、ここは一度息抜きするかな。

「そういえばオーグ。合宿には保護者がいたけど旅行は？　今日までのは外国だしお忍びだから良かったんだろうけど、国内はどうなの？」

「む……」

「……忘れてたな？」

　だから、こいつは……完全に自分が王族だということを忘れている。

「アウグスト様……最近本当にお立場を忘れすぎですわよ？」

「シンが悪い」

「免めん罪ざい符ふみたいに使うな！」

　それを言ったら全てが解決すると思うなよ!?

　結局、保護者の件をどうすればいいのか決める前に、またユリウスから提案された。

「皆の家族を連れてくれば良いで御座るよ。幸か不幸かこの魔人騒ぎでキャンセルが多く出たで御座るからな」

『良いの!?』

　ユリウスの剛ごう毅きな発言に皆声を揃そろえて叫んでいた。

　家族同伴なら、保護者問題も全て解決じゃないか。

　しかしそうなると、どうしてもキッチリしておかないといけないことがある。

「今回はさすがに料金を支払うよ。合宿じゃなくて純粋に遊びに行くんだし」

「別に気にしなくて良いで御座るよ」

「それだと気兼ねして、思い切り遊べないだろ？　それに、キャンセルが多くて大変だって言ってたじゃないか」

「それはそうで御座るが……」

「ユリウス、私もシンの意見に賛成だ。これは修行や訓練じゃない。なら、相応の対価を支払うのは当然だ」

「あたしも良いよ！　合宿中の魔物狩りで結構稼いだから！」

「自分も良いッス」

「私も良いです」

　オーグに続いて、アリス、マーク、リンも料金を支払う事に賛同してくれた。

　やっぱり、無料だと遠慮して楽しめないからな。

「はあ……分かり申した。ですがせめて割引はさせて頂くで御座る。そうでないと今度は拙者が心苦しい故」

　ようやく料金を受け取ることを了承したユリウスだったが、それだけは譲れないと割引の件だけは引かなかった。

「まあ、そこが妥だ協きよう点てんか。あ、シシリーは良いよ、俺が出す」

「え？　そんな、良いですよ」

「私も出そう」

「私も」

「クロード家の人達には無償で合宿のお世話をしてもらったからね！　これくらいさせてよ！」

　シシリーには、合宿期間中に領地の屋敷を開放してもらっていたからな。

　今回の旅行では、料金を支払わせちゃいけないと思って、俺が出すと言った。

　ところが、そう思ってたのは俺だけではなく、オーグにリン、アリスまでシシリーの分の料金を払うと言い出した。

　結局、シシリー以外の全員で、クロード家の旅行代金を支払うことになった。

「という事で、合宿地の提供をしてくれたお礼にクロード家の皆さんをご招待、かな？」

「そんな、悪いですよ。実家を提供しただけですし……」

「じゃあ、将来の夫から奥さんの実家の皆さんにプレゼントってのは？」

「奥さん……」

　お、ちょっと軟化したかな？

「私達は婚約祝いという事ですね」

「それで良いんじゃない？　あ、セシリアさんとシルビアさんも呼びなよ？　でないと拗すねちゃうからね」

　マリア、ロイスさんを忘れてるよ……。

「……お祝いという事ならこれ以上固こ辞じするのは失礼ですね。分かりました。ではありがたくご好意をお受けします」

　俺からは、婚約者の家族にプレゼント。他の皆からは婚約の御祝儀として、今回の申し出を受け入れてくれた。

「よし、じゃあ日程とか決めようか。行きはどうする？　飛んで行く？」

「今回は駄目だな。結構な人数での移動になる。途中の街での経済効果も考えると、行きも帰りも馬車だな」

「あ、セシルさんが言ってたやつか。分かった」

「ただ、できれば父上と母上はゲートで移動させて欲しい。国王に危険のある旅というのはあまりさせたくない」

　それは、国を思ってのことなのか、それとも親を思ってのことなのか。

　……国を思ってのことなんだろうな、オーグの場合。

　オーグのディスおじさんに対する態度は、時折ディスおじさんに同情してしまうくらい他人行儀だ。

　王族って、本来はこんなんなのだろうか？

　ディスおじさんがゆるすぎて比較できない。

「それは了承した。で、俺達はいつ出発する？」

「そうだな……」

　こうしてユリウスの実家へ遊びに行くことになり、今回は皆準備に時間をかけたいというので三日後の出発ということになった。




「なんだって？　リッテンハイムリゾートに遊びに行くって？」

「ほっほ、それはまた豪勢じゃの」

　旅行の計画を決めた後、歩いて帰ると騒ぎになるからということで、俺がゲートで皆を家に送り届けた。

　シシリーはウチに挨拶してから帰りたいと言うのでマリアと共に連れて帰る。

　すると、温泉上がりと思われる爺さんとばあちゃんがいたので、さっき決まった事を伝える。

「長期休暇に入ってから遊んでなかったからさ、ユリウスが割引してくれるって言うから遊びに行く事にしたんだ」

「はあー、時代は変わったもんだねえ、魔法学院の学生がリッテンハイムリゾートで休暇なんて……」

　いや、今も変わってないと思うよ？

　今回はユリウスの好意に甘えたってだけで。

「あ、家族も一緒にどうぞだってさ」

「アンタは良い友達を持ったねえ！」

　ユリウスのもう一つの好意である、家族も一緒にという話をすると、ばあちゃんは急にテンションが上がった。

「そうと決まれば早速用意をしないとねえ。シシリー、マリア！」

「はい」

「なんでしょうか？」

「今から水着を買いに行くよ！　ついてきな！」

「「は、はい！」」

　息巻くばあちゃんに、シシリーとマリアが連れ出されてしまった。

「……ばあちゃんの水着姿はちょっと……」

「諦めるんじゃ。そんな事言うてみい……」

　その後に起こる事態を想像し二人で身震いをしていた。

　それより、シシリーとマリア、出歩いて大丈夫か？

　……ばあちゃんがいるから心配ないか。




　結局、三日間の準備期間はほぼ買い物で終わってしまった。

　ちなみに女性陣の水着はナイショなのだそうだ。

　現地に着いてからのお楽しみって事らしい。

　ばあちゃんの水着は、できれば一生秘密にしておいてほしいけど……。

　そして迎えた出発当日、さすがに家族全員で集まるのが難しい家もあり、何組かは揃っていない。

　まあ、仕事もあるし、しょうがないけどね。

「やあ！　久しぶりだねシン君！」

「あ、お久しぶりですグレンさん」

　そんな中話しかけて来た男性がいる。

　アリスのお父さんで、グレン＝コーナーさんだ。

「まさか、もう娘にリッテンハイムリゾートに連れていってもらえるようになるとは夢にも思ってなかったよ！」

　頭をかいて笑いながらそう言った。

　そりゃそうだろうな。なんせまだ学生の娘から高級リゾートに連れて行ってあげると言われるとは夢にも思わないだろう。

　ただ、アリスはもう、普通の女子学生じゃない。

「魔物狩りで相当稼いでましたからね」

　災害級までね。

「そうらしいね。私もこれから頑張って働いて娘に稼ぎで負けないようにしないとね！」

　災害級まで討伐してますけど……勝てるんだろうか？

　あ、そうだ。

「そういえばグレンさん、商会の件を引き受けて下さってありがとうございました」

「何言ってるんだい！　新しい英雄の作った、新しい商会の取締役なんて大出世だよ！　その話をトム代表から聞いた時は心と体が震えたね！」

　グレンさんは決意に燃えた表情をしていた。

　これは頼もしい。

「グレン、そんなに気張らなくても良いよ」

「こ、これは導師様！　おはようございます！」

　そんな俺達の会話にばあちゃんが入った途端、グレンさんが直立不動になった。

「はい、おはようさん。あんまり肩に力が入ってると思わぬ失敗をするよ」

「はあ……そうですね」

「そんなに気張らなくても、この子が作る魔道具は誰にも真似できやしないよ。勝手に売れていくさ」

「それはそれで、商売人としてはどうかと……」

　ばあちゃんはグレンさんと例の商会の件で何回か会ってるらしいから、多少は気安くなってるな。他の家族は中々近寄って来ないけど……。

「おはようございます、シン君」

「おはようシン君！　今日はありがとう！」

　ばあちゃんとグレンさんの商会に関するやりとりをぼんやり眺めていると、シシリー達クロード家の皆がやって来た。

　今回はクロード家全員招待だから、結構な人数になってる。

「家族揃ってリッテンハイムリゾートに招待なんて、素晴らしい義弟ね」

「本当にそうねお姉様」

「フフ、二人共、シシリーから取っちゃダメよ？」

「はう！　だ、駄目ですよ！」

　クロード家長女の青い長髪でグラマーなセシリアさんと、次女で綺き麗れいな金髪碧眼でスレンダーなシルビアさんからお褒めの言葉を頂戴した。

　それを見たシシリーの母親で、シシリーより濃いめの青い髪をしたアイリーンさんが少しからかう。

　その言葉を真に受けたシシリーが俺の腕を摑つかみ、必死に抗議している。

　シシリー……アイリーンさんに遊ばれてるぞ……。

「取らないわよ……」

「ひょっとして、休暇中ずっとこの光景を見せられるのかしら……」

　俺の腕にしがみついているシシリーを見て溜め息を吐くセシリアさんとシルビアさん。

　おや？　お二人共彼氏さんはいないのか。美人なのにな。

「セシリアさん、シルビアさん。魔法師団に所属してるんですよね？」

「ええ。それがどうかした？」

「なら、ジークにーちゃんとか彼氏にどうなんですか？」

　同じ魔法師団に所属してるっていう話だし、ジークにーちゃんとか彼氏にどうだろうと聞いてみた。

「ジークフリード様はねえ……」

「格好良いし、お強いし、スペックは素晴らしいんですけど……」

　ジークにーちゃんを勧められた二人は、途端に困った顔をした。

「女癖がね……」

「というか、団長がアレですからね……魔法師団の男はチャラいのが多いんですの」

　何やってるんだ、アールスハイド魔法師団！　チャラ男の集団になってるじゃないか！　そしてジークにーちゃんはやっぱりな！

　なんて話をセシリアさん、シルビアさんとしていたけど……あれ、ロイスさんは？

「マーリン様……我々はどうすれば存在感を出す事ができるのでしょうか？」

「それはワシらの永遠のテーマじゃて……」

　離れた所で寂さびしい話をしながら爺さんと二人で溜め息を吐いていた。

　……なんて哀かなしい光景なんだ……。

　そんな涙を誘う光景を眺めているうちに、今回の旅行に参加する全員が集まったので、家族毎に分かれて馬車に乗り、一路リッテンハイム領に向けて出発した。

　シシリーは家族の馬車に行こうとしたが、なぜかアイリーンさんにウチの馬車に乗るように言われ、こっちに来てる。

　リッテンハイム領は、王都から大体二日の旅程との事だ。

　回復用の魔道具を身につけた馬が、快調に走り続ける。

　それにしても、道は整備されてるからそんなに揺れはしないんだけど……客車を支えてるこれは板バネなのかな？　一旦揺れるとしばらく揺れが消えないんだよな。

　どうにか四輪独立のサスペンションを作れないかな？

「シン……アンタ、またろくでもない事考えてるんじゃないだろうね？」

「……俺の周りには心を読む人間が多すぎると思うんだ」

　オーグといい、ばあちゃんといいね。

　なんで考えてることが分かるのさ？

「アンタは顔に出るんだよ。それより、やっぱり何か企んでたね!?」

「企むって人聞きの悪い。馬車の乗り心地をもう少し良くできないかと思ってさ」

　エンジンによる駆動じゃなくて馬による牽けん引いんだからデフギアとか考えなくて良いし、何とかなると思うんだよね。

　今日は来てないけど、帰ったらビーン工房の親父さんに相談してみようかな？

　あ、自分の商会を立ち上げるから、先にロイスさんとグレンさんに相談した方が良いのか。

　そんな事を考えていると、やっぱり今回も出ました。

「おっと、おいでなすったな」

「中型ですね。あ、大型もいますよ」

「そんじゃあ、また例の……」

「クジ引きですか？」

「それが一番後腐れないだろ」

　シシリーとそんな会話をしながら、停まった馬車から降りた。

「ほっほ、大型の魔物をクジ引きとはの……」

「……シシリーまであの子に毒されちまったかい……」

　爺さんとばあちゃんの会話が聞こえたけど、皆の相手は災害級に量産型魔人だからなあ……本来相手にならないんだけど、今日は皆の家族がいるから……。

「あたし！　あたしやりたい！」

「ここは僕にやらせて欲しいねえ」

「今回も私がやる」

「クジ！　ウォルフォード君、クジ出して下さい！」

　アリス、トニー、リンはいつものことだけど、今日はオリビアまで自分がやりたいと主張している。

　普通の街娘はどこに行った？

　そして魔物だが、さっきより増えてきてる。

　最初に確認した時より数が多い。それに、この反応は……。

「この規模の集団ですからね、魔物にとってはごちそうに見えるんでしょう」

「という事で今回はクジはなしだ。全員で迎撃な」

『了解！』

「私も出るぞ」

「殿下！　お待ち下さい！」

「なんだ？　この程度の魔物など、討伐の内にも入らんだろう？」

「何を仰いますか！　後ろから……後ろから災害級の魔物が迫っているではありませんか！」

　正直、俺達の旅に護衛とかいらないんだけど、王族や貴族の移動に護衛をつけないとか意味が分からないと言われ、護衛の騎士や魔法使い達も同行している。

　まあ、飾りだけど。

　その護衛の人達も気づいたようだ。

　中型の集団に大型が混じり、さらに災害級が現れた事に。

　それにしても本当に魔物が増えたな。

　災害級なんて滅多に出るもんじゃなかったのに。

　護衛達は緊張と絶望が入り交じった表情をしており、チームの家族達は災害級がでたとの言葉に顔を青くし、ガタガタと震えている。

「そんな……災害級が現れるなんて……」

「楽しいリゾートのはずだったのになあ……」

　セシリアさんとシルビアさんはまだ災害級と戦った事はないみたいで、半ば諦めの表情をしている。

「……私も出よう」

「そんな、アナタ……」

　こっちは確かトニーの両親だな。騎士だって言ってたから、自分も戦うと言い始めたみたいだ。

「父さん達はそこで見てて良いよ」

「な！　何を言う！　息子だけ死地にやる事などできるか！」

「うーん、そんなに大した事ないけどねえ」

「な、なに？」

「まあ、そこで見ててよ」

　そう言ってトニーはバイブレーションソードを構えた。

「みんな、災害級……あれは獅子かな？　アイツは早い者勝ちな。行くぞ！」

『おおお！』

　まずは中型の魔物の掃そう討とうだ！　各々無む詠えい唱しようで一気に魔法を叩き込んだ。

　中型の魔物の集団に魔法が着弾し、地面を揺るがす程の衝撃を与えた。

　これで中型と、大型の魔物も一部間引けたな。

　まだ魔法が着弾した土煙が上がってるけど、索敵魔法で魔物の位置は分かる。

　俺とトニーはジェットブーツを起動し、獅子に向かって飛び出した。

「あ！　それズルイ！」

　アリスの抗議が聞こえるけど、早い者勝ちだって言ったろ！

「オッシャア！　もらった！」

「いや！　こっちが先にもらうよ！」

　俺とトニーで同時にバイブレーションソードを振ろうとして……。

「「うおわ！」」

　後ろから迫った特大の魔法を感知し、トニーと二人で慌てて回避した。

　目標だった獅子の魔物に突如複数の魔法が着弾した。

　俺とトニーが後ろを振り向くと、アリスとオリビアが魔法を放ったと思われる格好をして立っていた。

「って！　危ねえな！」

「早い者勝ちですよね？」

「二人だけズルイよ！　あたしもそれ欲しい！」

　オリビアも図太くなったもんだ。

　それにしても、アリスもジェットブーツが欲しいのか？

「いいけど、これ剣が使えないとあんまり意味ないぞ？」

「むうー、でもあたしの魔法が先に当たったよね！」

「何を言ってるんですか？　私ですよ」

「あたしだよ！」

「私です！」

「どっちでも良いよ」

　今度はアリスとオリビアで、どっちの魔法が先に当たったか言い争いが始まった。

　別に、先に討伐したらなにか賞品が出る訳じゃないんだから、どっちが先でもいいじゃん。

　皆、家族の目があるからいつも以上に張り切っちゃって。

　アリスとオリビア以外が討伐した魔物も、吹き飛びすぎて跡形もなくなってるじゃないか。

「ま、とりあえずお披ひ露ろ目めはできたかな？」

「家族に戦闘を見せる事なんてないからねえ」

　トニーと二人で皆の所に戻り、それから皆で家族の所に戻った。

　皆、口を聞けて呆然としている。

「ナニ……コレ？」

「シシリーが……シシリーが熊を一撃で吹き飛ばしましたわ……」

　セシリアさんとシルビアさんが、呆ぼう然ぜんと呟き。

「アリスが……獅子を倒した？」

　グレンさんも信じられない表情でアリスを見てる。

「ウチの娘が……少し前までウエイトレスをしてたウチの娘が……」

　あれはオリビアのお母さんかな？　オリビアそっくりだ。

「トニーの動きが見えなかった……」

「獅子の魔物に怯ひるまず、あんなに果か敢かんに攻めるなんて……」

　トニーのお父さんも、ジェットブーツで移動したトニーの姿が目で追えずに驚きよう愕がくしている。

　トニーの母親だけは、獅子の魔物に突っ込んで行ったトニーを見て感激して泣いてる。

　さすが元騎士の母親だな。感動するポイントがちょっとずれてる。

「ね？　大したことないでしょ？」

「お前達……こんなに強くなっていたのか……」

「まあ、魔人を相手にするにはコレくらいできないとねえ」

「コレくらいって……」

　戻ってきたトニーが、大したことでもないように言うと、トニーのお父さんは今度は呆れ始めた。

「どう！　お父さん！　凄いでしょ！」

「凄すぎて、なんて言って良いのか分からないよ……」

　グレンさんの感想は、至極まともだと思います。だって、グレンさん一般人だもんな。

「お姉様？　どうしたんですか？」

　こっちは、魔法師団所属のセシリアさんとシルビアさんだ。

「シシリー……アナタ治癒魔法が得意で攻撃魔法は苦手じゃなかった？」

「そうなんです。皆の中では一番苦手で……」

「あ、あれで……？」

「はい」

　家族から色々と問いかけられ、皆ちょっと得意気だ。何というか、授業参観みたいだな。

「……皆済まないねえ……ウチの孫が皆をこんな風にしちまって……」

　ばあちゃん。そんな悲ひ壮そうな顔で謝んなくても……なんか、俺が悪いことしたみたいじゃん。

「い、いえ！　とんでもございません！　むしろウチのドラ息子をこんなに鍛えて頂いて、感謝の言葉もございません！」

　ほら、トニーのお父さんも感謝してるって言ってる。

「本当にそう思ってるかい？」

「もちろんですよ導師様！　この実力なら世界を救う集団だという世間の声も納得できるというものです！」

　グレンさんの言葉に他の家族の皆も頷うなずいてる。

「自分の子が英雄への道を歩んでいる……何と素晴らしい事なんでしょう！」

　トニーの母親の一言が皆の気持ちだそうだ。

　家族へのお披露目もかねた魔物討伐が終わり、また出発しようとして、周りにいた護衛さん達が目に入った。

「アルティメット・マジシャンズ……なんて凄い集団なんだ……」

「ハッキリ言って俺ら本当に飾りだけど……皆さんの戦闘が見られただけでもついてきた甲か斐いがあったな……」

「実力が隔絶し過ぎてて、嫉しつ妬との念も湧わいてこないな……」

「俺……アルティメット・マジシャンズのファンになるわ」

「俺も！」

「私も！　ていうかファンクラブ作ろう！」

『賛成だ！』

　変な事が決定していた。





　　　　　◆






　目の前に広がるのは青く澄んだ海とどこまでも続く白い砂浜。

　夏の太陽に照らされた海は心を解放的にしてくれる。

「海だー！」

「何を当たり前の事を言っている」




　二日間の旅程を終え、俺達はリッテンハイム領に到着した。

　リッテンハイム領は建物などが全体的に白く、いかにもリゾート地という趣だ。

　武家屋敷はない。

　到着した俺達は、まず領主館に挨あい拶さつをしに行く事になった。

　なにせ、この領地の次期当主であるユリウスの招待なうえに、王太子であるオーグまでいるのだから、挨拶しない訳にはいかない。

　領主館に着いた俺達を出迎えてくれたのは、ユリウスを越える巨漢で、ガチムチの身体をしたユリウスの父、マルコ＝フォン＝リッテンハイム侯こう爵しやくだった。

「おお！　お久しぶりで御座るアウグスト殿下、御機嫌麗しゅう」

「ああ、久しぶりだリッテンハイム侯爵、世話になる。これから忙しくなるからな、その前にゆっくりしたい」

「委い細さい承知いたし申した。どうぞごゆるりと寛くつろがれますよう」

「うむ、頼んだぞ」

「賢者様に導師様も、ようこそおいで下さった。御二人をお迎えできた事は、アールスハイド国民としての誉れで御座る」

　侯爵という高位貴族であるユリウスのお父さんが、爺さんとばあちゃんに頭を下げている。

　やっぱこの二人スゲエな。

「ほっほ、宜しく頼むわい」

「世話になるよ。それと、侯爵ともあろう人間が、平民に頭を下げるもんじゃないよ」

「そうは仰いましても……御二人が固辞しなければ、とうの昔に貴族になっていたと伺っております故……」

「え？　そうなの？」

　ナニソレ？　初めて聞いたわ、その話。

「貴族なんぞ面倒なだけじゃからな」

「ディセウムから何回もその話をされたけどねえ、貴族なんてお断りだよ」

　確かに、ディスおじさんやセシルさんの話では、貴族……というか領主はアールスハイド王国で一二を争う激務らしいからな。

　森で隠いん居きよしちゃうような爺さんとばあちゃんには向かないか。

「シン君も、ゆっくりしていってくれたまえ」

「あ、はい。ありがとうございます」

　合宿に行く前に挨拶に行ったから顔見知りだ。そんな侯爵は笑みを溢こぼして言った。

「君はユリウスにできた対等の友人であるからな。大切にしたいのだよ」

「父上、恥ずかしいで御座る……」

　ユリウスの喋り方は父親譲りだな。リッテンハイム家は代々この喋り方なんだろうか？

　見た目はアメリカのプロレスラーみたいだけど……。

　一々この一族は、見た目と喋り方のギャップが激しい。

　リッテンハイム侯爵への挨拶を終えた俺達は、今回宿泊する宿舎に案内された。

　一家族に一軒のコテージが宛てがわれ、周りの目を気にせず家族でゆっくり過ごせるようになっていた。

　武士のリゾート。

　和の要素は微み塵じんもない……。

「これは凄いのう」

「シン……アンタは本当に良い友達を持ったねえ……」

「あの……私もこっちで良いんでしょうか？」

　感動している爺さんとばあちゃんの横で、シシリーは困惑の表情をしている。

　それはそうだろう。

　なんせ家族単位のはずなのに、なぜかシシリーはウチのコテージに泊まる事になってるんだから。

　シシリーがクロード家に割り振られたコテージに行こうとしたら、またアイリーンさんにこっちに行くように指示されたのだとか。

「良いに決まってるさね、アンタはウチの嫁になるんだ。今から慣れといて損はないよ」

「嫁……」

　ばあちゃんの発言にボンヤリしだしたシシリー。

　シシリーって、時々妄想に耽るクセがあるよな。

「あ、寝室は別だよ。そういうのは式を挙げてからにしな」

「え？　あ、は、はい」

「そういう事言うなよばあちゃん」

　ストレートに言うな！

　意識しちゃうじゃん。

「アンタも夜中にコッソリ、シシリーの部屋に行くんじゃないよ？」

「だからそういう事を言うな！」

「あぅ……あぅ……」

　ホラ！　シシリー、真っ赤になっちゃったじゃん！

　フリーズしてしまったシシリーは、ばあちゃんに任せ、コテージを確認したら海へ行こうという話になっていたので、早速水着に着替える。

「着替え終わったよ！」

『先に行っときな！　後から行くから！』

　部屋の中からばあちゃんの返事があったので、俺と爺さんの二人で海に行く。

　ちなみに爺さんは水着ではなく、ハーフパンツにシャツ、サングラスに麦わら帽子という格好をしている。

　白髭だし……髪がなかったら某仙人だな。




　そして、コテージ群のすぐ近くにあるビーチに着いた俺が見たのが……さっき言った光景だ。

「シンおにーちゃーん！」

　前世以来、久し振りに見た海に感動していると、メイちゃんが俺を呼びながら走ってきた。

「お、メイちゃんも来たか」

「ハイです！　どうですか？　シンお兄ちゃん」

　黄色いフリルのついたかわいい水着を着たメイちゃんが俺の前で一回転する。

「よく似合ってるよ。可愛いね」

「エヘヘ、誉められたです！」

「もう、メイ！　もうちょっと恥じらいを持ちなさい！」

　そう言って現れたエリーは、赤いビキニの水着だった。

「その格好でよく恥じらいとか言ったな！」

「あ、あんまりジロジロ見ないで下さいまし……」

　あまりにセクシーな水着を着て登場したエリーが、メイちゃんに恥じらいを持てとか言うもんだからつい突っ込んでしまった。

　するとエリーは、恥ずかしそうに体を抱きかかえた。

「いや、ちょっと意外だったからさ。もう少し露出の少ない水着かと思ってた」

「うう……アリス達がコレが良いって言うから……」

　やっぱり犯人はアイツらか！

　というか、公こう爵しやく令れい嬢じよう！　いくら友人の勧めとはいえ、それはいいのか!?

「オーグは良いのかよ？」

　隣にいたオーグの反応が気になったので、小声で確認する。

「別に全裸を見せている訳ではないんだ、構わないだろう。それに……」

「それに？」

「……エリーの買い物に付き合わずに済んでホッとしていたんだ。文句など言えるはずがないだろう」

　小声でそう呟いた。

　自分が買い物に付き合わなかった結果、アリスとリンにこんな水着を買わされてしまったので、強く言えないらしい。

「なんですの？」

「いや、何でもないよ」

　それにしても……凶器か……分かる気がする。

「お！　やっぱり似合ってるね！　エリー！」

「見立てに間違いはない。完璧」

　このエリーのセクシー水着の元凶、アリスとリンが揃って現れた。

　アリスはセパレートで青と白のツートンカラーの水着。

　リンは黒いワンピースだ。

「お前ら……自分は無難なの選んどいて……」

「え？　何の事？」

「心外。コレが私達に一番似合う」

「そう、お子様水着がね！」

　そう言って二人して落ち込み始めた。

　こんな哀しい自爆は見た事ない……。

「あ、みんなぁ」

　そう言って現れたのはユーリだ。

　ユーリは、黒のビキニを着てこっちに走って来た。

　元々スタイルの良い娘だったので、ビキニを着て走ると……。

「おのれえ！　見せつけやがってえ！」

「ユーリももごう」

「やぁん！」

　チビッ子二人組の餌食になってた。

　それにしても凄かった。

　バインバイン……。

「シン、鼻の下伸びてるわよ」

　急にマリアからかけられた声にビックリして振り向いた。

「お？　おお、それがばあちゃんと買いに行った水着か」

「そ。可愛いでしょ？」

　緑色のセパレートの水着で、腰周りにパレオを巻いてる。

　自分で言うようによく似合ってんな。

「良いじゃん。似合ってるよ」

「それを彼氏に言って欲しいなあ……」

　なんでだろうなあ、可愛いんだけどな。

「あ、あの……」

「ん？　ああ、シシリー、来た……の……か……」

　可愛いのに、なぜか彼氏ができないマリアのことを不思議に思ってると、シシリーの声が聞こえた。

　やっぱり、今回の女性陣の中で、一番楽しみにしていたのは、シシリーの水着姿だった。

　そのシシリーがようやく現れたので、振り向いてその姿を見た瞬間、出会った時以来の雷が、またしても頭に落ちた。

　豊かな胸、くびれたウエスト、そして綺麗なヒップライン。

　その女性らしいラインに映える、白いビキニ。

　そんなセクシーかつ可愛い水着を着て、恥ずかしそうにこちらを見ているシシリーに、俺は何も言えなくなった。

「ホレ！　ボーッと見てないで何か言ってやんな！」

　ばあちゃんに背中を叩かれてようやく我に返った。

「あの……その……す、すごい似合ってる……可愛い……」

「えぅ……あ、ありがとうございます……シン君もその……格好良いです」

「あ、ありがとう……」

「いえ……」

　いつも一緒にいるはずのシシリーが、いつも以上に可愛く、綺麗に見えて滅め茶ちや苦く茶ちや緊張してしまった。

　口から出てきたのはありふれた言葉だけ。

　なんだコレ？　なんか超恥ずかしいんですけど！

「シン、アタシのはどうだい？」

「うん？　良いんじゃない？」

　ばあちゃんの水着姿を見せられた事で、一気に何かが冷めた。

　確かにばあちゃんは七十近いとは思えないプロポーションしてるよ？　でも身内の水着姿は……。

「やっぱり凄いですね、メリダ様。ウチの祖母がこんな格好してるのを想像したら……」

「ウチだったら家族総出で止めるね！　メリダ様にしか無理だよ！」

「はわあ……メリダ様凄いですう！」

　皆がばあちゃんの水着姿を絶賛している。

　青いワンピースの水着で、身体だけを見たらとても老人には見えない。

　見えないんだけど……マリアもアリスも言ったじゃないか。身内だったら全力で止めると！　俺はまさにその心境だよ！　怖くて言えないけども！

「あ、皆もう来てたッスか」

「遅れてすいません」

　最後にマークとオリビアが一緒に来た。

「なん……だと……？」

「こんな所に伏兵が」

　そうアリスとリンが呟いた先にいたオリビアは、淡い水色のビキニの水着を着ていたのだが……意外だったな。

「ちくしょう！　着痩せするタイプだったか！」

「完全に不意を突かれた。ダメージが大きい」

　さっきからアリスとリンの様子がおかしい。

　現実をまざまざと見せつけられて壊れてしまったのだろうか？

　ちなみに男性陣も全員いるけど、皆トランクスの水着で変わり映えしないし、男の水着姿を詳しく説明するつもりもないので割愛だ。

　ちなみにユリウスはフンドシではない。

　武士……。

「ところで、皆家族の方は良いのか？」

「ええ、自分達だけで遊んでこいと送り出されましたね」

「あたしん家も！」

　トールとアリスのところは、そう言って送り出したそうだ。

　他の所も同じだった様子で、皆コテージで休んでるらしい。

　ウチの爺さん、ばあちゃんと違って、他の家族とメンバーとはあんまり親しい訳じゃないしな。

　さて、これで全員揃った訳だ。

「それで、皆揃ったところで何する？」

「海に来たら泳ぐでしょ！」

「シンって山育ちよね。泳げるの？」

　マリアが何気に失礼なことを聞いてくる。

「山にだって川も湖もあるよ」

　なのでソコソコ泳げたりする。

　もっとも泳いでたのは遊びの為じゃなく、狩りのためだけどね。

「それじゃあ……突撃ー！」

「わーい！」

　アリスとメイちゃんが真っ先に海に飛び込んで行った。

「ヤレヤレ、では私達も海に入るか。シンはどうする？」

「そうだな……シシリー、一緒に行こうか？」

「は、はい！　行きます！」

　こうして海へ行こうとしたのだが、リンは動こうとしない。

「どうしたリン？」

「大変な問題を思い出した」

「大変な問題？」

「泳げない」

「……」

　え？　今の今まで忘れてたの？

「エリーの水着を選ぶ事に集中してた」

「まったく……お前らは……」

　アリスとリンが一緒になると、悪乗りするようになっちゃったな。

　かといってリンだけ放置していくのも可哀想だ。

「じゃあ、コレ使え」

「ナニコレ？」

「浮き輪」

　異空間収納から浮き輪を取り出したのだが……あれ？　皆がキョトンとした顔をしてる。まさか浮き輪がないのか？　海とかで泳ぐ文化があるのに？

「どうやって使うのこれ？」

「あ、ああ。リン、この輪に体を通すからバンザイして」

「こう？」

　リンにバンザイをさせ、上から輪投げの要領で浮き輪を通す。

「そんで、海に入ってみ」

　浮き輪を装着したリンが、海へと走って行き、そのまま飛び込んだ。

　おい、泳げないのに無茶すんな。

「お、おお、浮いてる」

　浮き輪による浮力で浮いていることに感動しているリン。

「こうやって使う、泳げない人のための道具なんだけど……」

　そう言って皆を見ると、驚愕した顔をしてる。

「なんて……なんて画期的な……」

「今まで泳げない者は、泳げるようになるまで海に入れなかったというのに……」

「これなら誰でも、それこそ小さい子供でも海に入れるッスね」

　どうやら本当に浮き輪は存在していないらしい。

　だから、泳ぐ文化があんのに、なんでその補助用具は発展してないのよ？

「あの……私にも貸していただけませんか？　泳ぎは少々苦手でして……」

　エリーからの申し出に、もう一つ浮き輪を出す。

　これは魔物化した大型のカエルの革で作っており、水を弾き、なおかつ軽い。

　強度がないので防具には向かないけど、浮き輪に最適だった。

「あの……シン君……私も……」

「ゴメン、シシリー。浮き輪は二つしかないんだ」

「あ……そうですか……」

　シシリーも泳ぎが苦手なのかな？　一緒に行こうとしてたって事は泳げない訳じゃないんだろうけど。

　ちょっと残念そうなシシリーに、俺はあるものを取り出す。

「その代わりに、こういうものがある」

「え？　わ！　ボート？」

　そう、浮き輪と同じ素材で作ったボートだ。

「シシリー、おいで。これに乗ってみ？」

「はい、わっとと……わあ！　気持ち良いです！」

　波でゆらゆら揺れるからな、海面に近いし気持ち良いだろう。

「じゃあ、俺も」

「あ、キャッ！」

「おっと！　大丈夫？」

「は、はい……大丈夫です」

　俺が乗り込むとボートが揺れたのでシシリーが倒れ込んできた。

　今はお互い水着だから素肌と素肌が密着して……。

「シン君……温かいです……」

「シシリーも……」

　お互いの距離が近くに感じ……。

「だあ！　とっとと行けよ！　バカップルがあ！」

「うお！」

「キャア！」

　マリアにキレられ、風の魔法を喰らいました。

　突風を起こす魔法だったから怪我はないけど、ボートごと沖に流されてしまった。

「無茶すんな！」

　聞こえないとは分かっているが、海岸にいるマリアに向かって一言文句を言ってみる。

「大分流されましたね」

「まあ、移動は魔法でできるし、沖に出ても問題ないけどね」

「魔法で移動？　風の魔法ですか？」

「それでも移動できるんだけど、こうするともっと速くなるんだ」

　そう言って、手を海に浸けウォータージェットを起こす。

「わ！　速い！　凄いです！」

「だろ？」

　シシリーに凄いと言われ、いい気になった俺は、ウォータージェットを噴ふん射しやしたまま、しばらくボートを走らせた。

　かなり沖まできちゃったな。

「でも、なんでこんな魔法が使えるんですか？」

　山育ちの俺が、ボートを移動させるのに便利な魔法を使えるのが不思議だったのだろう。そんなことを聞いてきた。

「湖で釣りする時に便利だから」

「お魚も獲とってたんですか？」

「肉ばっかりじゃ飽きるからね。シシリーもやってみる？」




「ちょっと魚臭くなっちゃったな」

「そうですね」

　あの後、自作のルアーを取り出し釣りを始めたのだが……。

　もう、漁かよ!?　っていうくらい魚が釣れた。

　それだけ沢山魚に触ると、当然その匂いは移るわけだ。

「海に入って臭い落とそうか？」

　潮水で落ちるかどうかは分かんないけど。

　そんな提案をしたら、シシリーが不安そうに言ってきた。

「あ……その……実はあんまり泳ぎが得意じゃないので……支えてもらえますか？」

「良いよ。じゃあ……はい、おいで」

「はい！」

　そんな軽い気持ちで引き受けたのだが……考えが甘かった。

　今はお互いに水着だから……。

「シ、シン君！　ちゃんと抱えてて下さいね！」

「あ、ああ、大丈夫……」

　本当なら、シシリーを後ろから抱えた方が良いんだけど、足のつかない海で若干慌ててるシシリーは俺に正面から抱きついてきて……。

　そうなると当然。

　うおおお……や、柔らかい！

　俺の胸に感じるシシリーの柔らかさに、脳内の煩ぼん悩のうがフル活動だ。

　だがしかし、煩悩に負けると二人揃って溺れてしまうので、煩悩を振り払うように必死にシシリーを抱え続けた。

　しばらくしてからボートに戻ったが、シシリーの柔らかい感触に翻ほん弄ろうされ続けた俺は、自分の魚臭さがどうなったのか全く分からなかった。

「ふう、はあ……臭い取れましたか？」

「え？　ああ……取れたんじゃない……かな？」

「スン、スン……大丈夫そうですね。それじゃあ皆さんの所に戻りましょうか」

「そ、そうだな」

　シシリーは必死だったので、さっきの事を覚えてない……っていうか、何が起きたか分かってない様子だった。

　俺一人で悶もん々もんとしながら、ウオータージェットでボートを操作し皆のもとへ戻った。

「あ！　やっと戻ってきた！　あんな沖で何やってたのさ！」

「まさかお前達……こんな屋外で……」

「アホか！　沖で釣りしてたんだよ！」

　シシリーと二人きりになるとこれだ。

　皆、俺のこと猿かなんかだと思ってないか？

「釣り？」

「ホレ！」

　そう言って、さっき釣り上げた魚をボートの中に出し、ルアーについての説明をしていく。

「さっきの浮き輪といいボートといい、よくもまあ次から次へと……」

　オーグがそう言って呆れているけど、元々は俺が自分で考えたことではないから、そういう風に言われるといたたまれない気持ちになるんだよな。

　なので、皆の目先を変えることにした。

「それと、浜辺で遊ぶならこういう物もある」

　そう言って取り出したのは、ビーチボールだ。




「リン！　そっち行った！」

「任せて」

「うりゃあ！　喰らいなさい！」

　ビーチボールを取り出し、皆で始めたのはビーチバレーだ。

　ちなみにこれは、浮き輪にも使った魔物化したカエルの革を牛革で覆って作ったものだ。

　この世界にバレーボールという競技はないので、ルールは至極簡単に説明。

　本来ビーチバレーは、二対二で行う競技だが、皆不慣れなため、変則的な四対四での対戦となった。

　まあ、俺にとっての変則であって、皆にはこれが本流になるんだろうけど。

　即席で作ったネットを挟んで始めたビーチバレー。

　ちなみに、魔法は解禁している。

「さあ！　いくよ！」

　アリスがかけ声と共に、身体強化魔法を使って大きくジャンプ。

「うりゃあ！」

　前世で見たバレーボールではありえない高度からのジャンプサーブ。

　ボールは、コートに垂直に向かっている。

　垂直に向かうサーブってなんだよ？

「くうっ！」

　その鋭角サーブを、同じく身体強化したオリビアがレシーブ。

　そのボールは上手くネットの前にあがった。

「ナイスです、オリビアさん！」

　そのボールを、トールが高くトスし、その後ろからトニーがこれまた身体強化しながらジャンプ。

「フッ！」

　アタックする瞬間、風の魔法を起動させ魔法をボールに乗せた。

「チイッ！」

　高々度から打ち下ろされるため、ブロックは意味をなさないので誰も跳んでいない。

　トニーのアタックを、下で待ち構えていたオーグが風の魔法を起動し、クッションにすることで受け止める。

「アリス！」

「任せて！」

　オーグがレシーブしたボールをマリアがトス。

　そのボールを、アリスが火の魔法を込めて打ち込む。

「あぁん！」

　水の魔法でレシーブをしようとしたユーリだが、アリスの火の魔法の勢いとコースが良かったのか、受け止めきれずに吹き飛ばされた。

「いよっしゃ！」

「ナイス、アリス」

「さあ！　畳みかけるわよ！」

「ふっ、中々熱くなるじゃないか」

　アリス、リン、マリア、オーグの四人が、得点に喜び。

「くそっ！　次は決めるよ！」

「ええ。今度はこちらの番です」

「あぁん、もう悔しいぃ！」

「ユーリさん、次は取れますって！」

　得点を決められたトニー、トール、ユーリ、オリビアが悔しがる。

「はぁ……皆さん凄いですね」

　その様子を見ていたシシリーが感嘆の溜め息をこぼす。

「そうで御座るな。魔法にこんな使い方があるとは想像もしておりませんでした」

「さすがウォルフォード君ッス。こんな魔法の使い方を思いつくとは！」

「いや……これ、完全なイレギュラーだからね？」

　四人対四人のため、余っているユリウスとマークが、なにやら誤解しているようだ。

　いや、確かに魔法は解禁したよ？

　でも普通、こういう時に使う魔法って、身体強化魔法じゃん？

　なにサーブとかアタックに魔法込めちゃってんの？

　んで、その燃えるアタックとか風をまとったアタックとかを、また魔法で中和してレシーブしてんじゃないよ！

　なんだよ、まずは皆で楽しんでもらおうと思って見学組にまわったのに、メッチャ楽しそうじゃん！

「おおい、早く替わってくれよ。俺らもやりたいよ」

「もう！　まだ決着がついてないでしょう!?」

　このゲームに真剣に取り組んでいるマリアから怒られてしまった。

　そんなに怒ることないじゃん。

　それにしても……。

「はぁ……皆ハマり過ぎだろ？」

「いやあ、正直、自分も早くやりたいですよ。こんな楽しい遊びは今まで体験したことがなかったですからね」

「そうで御座るな。拙者も早く順番が回ってこぬかとソワソワするで御座る」

　トールとユリウスも、すでに一回体験している。

　その際に随分ハマってしまったみたいだな。

　俺はといえば、皆にルールを教えながら遊び方を示すために最初の数回は一緒に参加していたのだが、もう覚えたからと言って、発案者の俺は除外された。

　この遊びを知っているのだから、初めての自分達に譲るべきだし、外からみてルールなどを確認するべきだと、そう主張されたのだ。

　いやいや、これで遊んだの前世だから！

　山奥育ちで友達がいなかったのに、今世でこれで遊んだことなんてないから！

　っていうか、こんな魔法ありきの超面白そうなゲームなんて、今までやったことないから！

　内心ではそう思っていたのだが、さすがにそんなことは言えず、皆の主張するまま、外から皆が遊ぶさまを眺めていた。

　それにしても、皆ルール覚えんのも早いな。

　さっきから、ただただ外から観戦してるだけになってる。

　俺の横にいるシシリーを見てみると、シシリーも頰ほおを紅潮させながら試合を見ていた。

　シシリーもやりたいんだろうなあ……。

　しかし、こうなってくると、俺だけ暇すぎる。

　皆ルールも覚えたみたいだし、俺を参加させる気は今のところなさそうだし、ちょっと、他の人達の様子でも見てこようかな？

「シシリー」

「はい？」

　他の人の様子を見に行くにしても、黙って行くわけにはいかないので、シシリーに声をかける。

「皆、ルールも覚えたみたいだし、ちょっと暇だから爺ちゃんとかばあちゃん達の様子でも見てくるよ」

「え、じゃ、じゃあ私も行きます！」

「いいよ。やってみたいんでしょ？　あれ」

「う、あの、それは……」

　婚約したり、魔人を倒して英雄扱いされていたとしても、シシリーはまだ十五歳。皆と遊びたいのも分かる。

　それを我慢させて付き合わせるのは忍びないよな。

「いいって。とりあえず様子を見てくるだけなんだし、戻った頃には俺も参加させてもらえるだろうしね」

「でも、なんかシン君を仲間はずれにしてるみたいで……」

　そんな心配してくれてたのか……その心遣いが嬉しいなあ。

「今は皆、初めての遊びに夢中になってるだけだから気にしてないよ。それこそ、様子を見に行って帰ってくる頃にはある程度落ち着いてるだろうしね」

「じゃあ、あの……早く戻ってきてくださいね？」

　ビーチバレーの誘惑に勝てなかったのだろう、ちょっと赤くなりながら上目遣いでそう言ってきた。

　そのシシリーの頭を撫なでながら。

「じゃあ、行ってきます」

　そう言うと。

「はい。いってらっしゃい」

　そう言って送り出してくれた。

　今のやり取り……なんか、いい！

　ちょっと夫婦っぽいやり取りにニヤニヤしながら、ビーチを後にした。




　やって来たのは、船が停泊している桟橋だ。

　船と言ってもそんなに大きいものではなく、クルーザーくらいの大きさの船が停泊している。

　その桟橋を横目に歩いていると、一人座り、釣り糸をたらしている人がいることに気が付いた。

　危うく見落としそうになった。誰だ？

　そう思って目を凝らすと……。

「……爺ちゃん……」

　周りの風景と一体化し、まるで空気のようになっていた爺さんがいた。

　あまりにも周りの風景に溶け込んでいたので、一瞬人がいることに気が付かなかった。

　っていうか、空気化が進んでないか？

　俺はその事実が悲しくて、爺さんを直視できない。

「爺ちゃん……うっ……」

　俺は涙を堪えながらその場を後にした。




　次にやって来たのは、さっきとは別のビーチだ。

　このリッテンハイムリゾートは、ビーチがいくつかに分かれている。

　高位貴族が訪れることも多いため、鉢合わせしないように配慮されているのだそうだ。

　そんないくつかあるビーチの一つに、見知った人達を見つけた。

「あ、ばあちゃん、セシリアさんとシルビアさんも」

　なぜかウチのばあちゃんが、シシリーの姉であるセシリアさんとシルビアさんと一緒にいたのだ。

「おや、シン。皆はどうしたんだい？」

　昨日も見た青いワンピースの水着を着たばあちゃんが、当然といえば当然な質問をしてきた。

「ああ、皆ならあっちでビーチバレーやってる」

「びーちばれー？」

「なんですの？　それ」

　セシリアさんとシルビアさんからも質問された。

「ネットを挟んでボールを打ち合う遊びなんだけど……皆熱中しちゃってね、順番が回ってこないから、皆の様子を見にきたんだ」

「そんな熱中するほど面白いの？」

　セシリアさんがちょっと興味を持ったらしい。

「魔法アリですからね。皆慣れてきたらバンバン魔法使い始めて……」

「へえ、面白そうですね」

　シルビアさんもやってみたそうな顔になったな。

　そういえば、二人とも魔法師団所属だって言ってたし、魔法アリの遊びとか興味あるんだろうな。

　後で一緒にやりませんかと聞いてみようかな？

　と、そんなことを思っていると、ばあちゃんから声をかけられた。

「シン。暇なんだったら、コレを塗っておくれ」

　そう言いながら手渡されたのは……サンオイルだった。

「え？　オイル？　日焼け止めじゃなくて？」

「海に来て焼かないとか、アタシの選択肢にはないね。いいからさっさと塗っとくれ」

　そう言うとばあちゃんは、水着を腰のあたりまでおろした。

「ど、導師様！　そんな大胆な！」

「ああ？　孫相手に恥ずかしがる婆がどこにいるんだい」

　ばあちゃんはそう言いながら、砂浜に敷いてあるシートにうつ伏せになった。

　いや、確かに小さい頃からよく一緒に風呂に入ってたし、そもそもばあちゃんの裸で欲情するなんてことはないよ？　でもさあ……。

「はぁ……ばあちゃん、一応同性とはいえ他の家の人がいるんだよ？　もうちょっと気を遣おうよ」

　急にトップレスになったばあちゃんに、セシリアさんとシルビアさんは動揺を隠せない。

　っていうか、ばあちゃんのヌードとか、誰得なんだ？

「いいから、早くしておくれ」

「はいはい……」

　ばあちゃんに催促された俺は、サンオイルを塗り始めた。

　はあ……こんなの、肩を揉むのと同じだよ。

　面倒しか感じない。

　シシリーに日焼け止めとか塗りたいなあ……。

　そんなことを考えていたから表情に出ていたのだろうか。

　ばあちゃんにオイルを塗り終えた俺に、セシリアさんから声がかかった。

「シン君、ちょっといいかしら？」

「はい？　なんですかセシリアさん」

「実は私達、まだ日焼け止めを塗っていないのよね」

「え？」

「導師様にオイルを塗る手際、すごく良かったじゃない？」

「そうでしたわね、お姉様」

　シルビアさんも同意してきた。

　え、これはひょっとして……。

「私達にも……日焼け止めを塗ってくれないかしら？」

　セシリアさんが、まさかの提案をしてきた。

　おいおい、いいのか？　さっきの誰得なのか分からないばあちゃんと比べて、明らかに俺得な展開だぞ！

「え、あ、いや……」

　でも、あまり面識がないお義姉さん達の肌に触れるのはちょっと恥ずかしい。

　二人とも、シシリーのお姉さんだけあって、美人だしスタイルもいいんだよね。

　シシリーに対する罪悪感もあって、ちょっとモジモジしていると……。

「フフ、大丈夫よ。シシリーには内緒にしといてあげる」

　セシリアさんがそんな後押しをしてきたのだ。

「それに、これは義姉の肌を日焼けさせないための医療行為よ。やましいことなんて何もないわ」

　シルビアさんの援護射撃まで加わった。

「そ、そういうことなら……」

　そう！　これは医療行為！

　婚約者の姉を紫外線から守るための、医療行為なんだ！

　……そういえば、前に太陽光の話をした時は皆イマイチ理解していない様子だったのに、日焼けとそれを防止するためのクリームはあるんだな。

　あれか？　肉を火にかけると焼けるとか、そういう思考なのか？

　そんなどうでもいいことを考えていると、いつの間にか二人が着ていたビキニタイプの水着の胸の部分を解き、うつ伏せになっていた。

　ああ！　しまった！　見逃した！

　そんな後悔を感じていた俺に、セシリアさんが声をかける。

「シン君……お願いね……」

　そんな、うつ伏せの状態から流し目で見られたら断れる訳ないじゃないですか！

「は、はい！」

「フフ、お姉様の次は私ね？」

　シルビアさんまで流し目で訴えてくる。

　よし！　これは医療行為だ、ムラのないようにまんべんなく塗って差し上げよう！

　そう意気込み、日焼け止めを手に取った、その時。

「シン君……お姉様……何をしているんですか？」

　背後から襲ってきた冷気と、底冷えするような声に固まってしまった。

　誰がいるのかなんて振り向かなくても分かる。

　でも、振り向かずにはいられなかった。

「シ、シシリー……どうした？」

　振り向いた先には、膨大な魔力を纏い、周りの空気を文字通り凍らせた、無表情なシシリーが立っていた。

「……シン君が一人になっていると思って来てみたら……」

　シシリーの初めて見る表情に、俺は罪悪感を覚えた。

　一人で皆のもとから離れて行ったら、俺がどう言っても、除け者にした気がして仕方がなかったのだろう。

　それを気にして、自分もビーチバレーをしたかっただろうに、俺を追いかけてきてくれたのだ。

　そうして追い付いてみれば、自分の姉達に、俺が今まさに日焼け止めを塗ろうとしている光景を見てしまったのだ。

　そりゃこんな顔するよな。

　俺は、シシリーに謝ろうと思って近付こうとした。

　ところが、シシリーの発する魔力に驚いたのだろう、セシリアさんとシルビアさんが、俺より早く慌てて立ち上がった。

「シシリー！　これは違うのよ！」

「そ、そう！　シン君が導師様に上手にオイルを塗っていたから、私達もお願いしただけで！」

「あ……」

　必死で弁明するセシリアさんとシルビアさんだが……今まさにその背中に日焼け止めを塗ろうとしていたのだ。

　その際、水着の胸の部分を解いていた。

　それが急に立ち上がったら、そりゃあ……。

「シン君！　見ちゃ駄目です！」

「むぐっ！」

　セシリアさんとシルビアさんが声をあげたので、反射的にそちらを向こうとした俺の頭を持ち、ギュッと抱きしめるシシリー。












「もう！　お姉様！　ちゃんと水着を着て下さい！」

「「あ」」

　ようやく気付いたらしい二人の声がハモって聞こえた。

　っていうか、こっちは今、それどころじゃない。

　俺は今、シシリーに頭を抱きかかえられている。

　ということは、俺の顔は、今シシリーのある部分に押し付けられている。

　今は水着しか着ていないその場所に……。

　シシリーは慌てていて気付いていないんだろう。

　それにしても、夏の海にいるのだから、汗もかいているだろうに、なんでこんなに甘い匂いがするんだ？

　そんなことを考えつつ、幸せな感触に浸っていると、傍で見ていたばあちゃんからの指摘が入った。

「これ、シシリー。アンタ、いつまでそうしてるつもりだい？」

「え？　そうしてる……って……」

　その指摘でようやく今の状況を把握したのだろう。

　俺の顔を、自分の胸の谷間に埋めている状況に。

　気付いてるんなら、自分で指摘しろよって話だが、セシリアさんとシルビアさんが水着を着たかどうかわからないし、なによりこの体勢だと声が出せない。

　決して、シシリーの胸の感触が素敵すぎて指摘しなかったわけじゃないぞ！

　……半分くらい……いや、六、七……八割くらいは……。

「あぅ！　ご、ごめんなさい！」

　そう言って、謝りながら俺を解放するシシリー。

「ぷはっ！　はふぅ……」

　ああ、幸せな感触と匂いが……。

　解放されて助かった反面、かなり名残惜しい気分で溜め息を吐いた。

　そのことを、シシリーは、俺が苦しくて溜め息を吐いたと誤解したのだろう。

「ほ、本当にごめんなさい……」

　また謝ってきた。

　いや、それは違う。

「シシリー、謝らないでくれ」

「え？　でも……」

「シシリーに誤解させるようなことをしたのは俺なんだから、謝られると俺が辛い」

「誤解……なんですよね？」

　心配なんだろう。探るような上目遣いでそう聞いてきた。

「当たり前だよ。俺がばあちゃんにオイルを塗ってる手際が良いって言って、自分達もってセシリアさん達が言ってただけなんだから」

「そうですか。お婆様に……」

　そう言ってチラリとばあちゃんの方を向く。

　ばあちゃんは、俺の修羅場が楽しいのか、サングラスをかけてデッキチェアに横になり、ニヤニヤしながらこっちを見ていた。

　なんだ、その恰好。どこぞの女優か!?

　全力でばあちゃんにツッコミたい衝動に駆られるが、シシリーを放置してそんなことはできない。

　ここは我慢だ。

　そうやって、ツッコミ衝動を抑えていると、シシリーからとんでもない要求をされた。

「それなら、あの……私も日焼け止めを塗って欲しいです……」

　顔を真っ赤にしながら、そんなことを言うシシリー。

　そんなの……。

「もちろん！　喜んで！」

　断れるわけないじゃないか！

　早速、ビーチパラソルの下に移動し、シートの上にうつ伏せになるシシリー。

　恥ずかしいのか、胸の水着は解いていない。

　それでも水着だ。

　ビキニだ。

　肌の露出面積が多い。

「じゃ、じゃあ……いくよ？」

「は、はい」

　手に日焼け止めを出し、手のひらで混ぜる。

　ある程度人肌の温度になったところで、いよいよシシリーの背中へ……。

「ん……」

「く、くすぐったい？」

「いえ……んっ……だいじょうぶです」

　背中を触られ、吐息をこぼしながら身をよじるシシリー。

　その姿が色っぽくて……。

「シ、シシリー……」

「ん……あっ……」

　ヤバい！　これはヤバい！

「シ、シシリ……」

「どこで盛さかってんだい！　このお馬鹿はあっ!!」

　いよいよ興奮してきたところで、ばあちゃんにケツを思いっきり蹴られた。

「ギャンッ!!」

「キャッ！」

　そのせいで、砂場に頭から突っ込んじゃったよ！

　あまりに突然のことに、シシリーも驚いて声をあげていた。

「ぷえっ！　なにすんだよ、ばあちゃん！」

　口に入った砂を吐き出しながらばあちゃんに文句を言うと、盛大に怒られた。

「それはこっちの台詞だよ！　ここはビーチ！　外！　公共の場！　家族の目！　ちっとは考えなっ！」

「はっ！」

「あぅ……」

　シシリーも、さっきの雰囲気に呑まれていたのか、うつむいて顔を真っ赤にさせている。

「アンタ達は皆のところに戻りな。皆がいれば迂う闊かつなことはしないだろ」

「ああ……うん。じゃあ、戻るわ」

「あ、あの、失礼します」

　この場には、シシリー大好きなセシリアさんとシルビアさんもいたんだ。

　俺達は逃げるようにその場を立ち去った。

「あ」

「え？」

　そういえば……。

「日焼け止め……」

「あ……全然塗れてませんね」

　まあ、後で塗り直すか。

　そんなすぐに日焼けするとも思えないし。

「とりあえず、皆と合流しようか」

「はい！」

　ばあちゃん達のいるビーチを後にした俺達は、皆がビーチバレーをしている場所まで、手を繋いで歩いて行った。





　　　　　◆






　シン達が立ち去った後のビーチには、メリダと水着を装着し直したセシリアとシルビアがいた。

「はあ……あの子達、もうあんなに進んでるの？」

「思わずドキドキしちゃいましたね。妹の情事なのに」

　シンとシシリーのやり取りを見ていた二人は、ほんのり頰を染めながら話をしている。

　シシリーがシンと付き合うようになるまで、シシリーは絶対に嫁に出さないと息巻いていた二人だったが、シンのことを認めてしまった今では、二人の睦むつみ合あいも温かい目で見ることができるようになっていた。

　とはいえ……。

「妹に色々と先を越されそうね……」

「そうですね。私達お姉ちゃんなのに……」

　自分達より色恋沙汰については随ずい分ぶんと先を走っているシシリーのことを、ちょっと羨うらやましくも見ていた。

「あ、そういえば」

「なんですか？　お姉様」

「日焼け止め塗ってもらってないわ」

「そういえばそうですね」

「なんなら、アタシが塗ってやろうかい？」

　姉妹で話しているところに、参入してきたメリダ。

　その手には日焼け止めが握られている。

「え？　ど、導師様の御手ずからですか？」

「よろしいんですか？」

「遠慮するこたないさ。アンタ達は孫の嫁の姉だ。家族だろう？」

　そのメリダの言葉に、感動で震え。

「でしたら、お願いします！」

「私も！」

　そう言ってシートにうつ伏せになる二人。

　そんな二人に、メリダは日焼け止めを塗っていく。

　のだが……。

「「つめたっ!?」」

「なんだい、我慢おし」

　日焼け止めが冷たいと反応する二人に、

「おかしいねえ？　シンがやった時は冷たくなかったんだけどねえ」

　そう言いながら、日焼け止めを追加していくメリダ。

「「うひゃうっ！」」

「これっ！　静かにおし！」

　三人しかいないビーチに、セシリアとシルビアの悲鳴と、メリダの叱しつ責せきの声がずっと響いていた。





　　　　　◆






　ばあちゃんとお義姉さん達の前で失態を演じてしまった俺達は、ようやく皆がビーチバレーをしているビーチまで戻ってきた。

　すると、意外な人物がコートに立っているのが見えた。

「エリー姉様！　そっちいったです！」

「ムリムリムリ!!」

　メイちゃんとエリーだ。

　最近魔法が使えるようになったメイちゃんはともかく、エリーは自殺行為だろ……。

　なんで参加してんだ？

　二人が入ったことで待機組となっているマリアに、なんでこんなことになっているのか聞いてみた。

「皆が楽しそうだから、自分もやりたいってメイ姫様が言い出してね……」

　で、自分一人だと不安だから、エリーも巻き込んだらしい。

　エリーは、魔法が飛び交うコートという魔の領域には、絶対に踏み込みたくないと言っていたらしいが、メイちゃんに無理矢理引きずり出されたらしい。

　公爵令嬢……最近不ふ憫びんだな……。

　メイちゃんとエリー以外では、メイちゃんの兄であり、エリーの婚約者であるオーグと、その側付きであるトールが同じチームである。

　相手は……。

「アリスとリンかよ……大丈夫か？」

「あはは……さっきから、エリーが狙い撃ちにされてるわ。そんで、エリーがキャアキャア言いながら、コートの中を逃げ惑ってるのよ」

　マリアが、明らかにワザとエリーを狙い撃ちしているアリスとリンに苦笑を溢しながら、解説してくれた。

「でも、絶妙に手加減されてますね。エリーさんがギリギリ逃げられるくらいに」

「狩りかよ……」

　シシリーが、ギリギリエリーが逃げられるくらいに手加減されていることに気が付いたらしい。

　……余計に意地悪に見えるぞ、アリス、リン。

　そうして、しばらく逃げ惑っていたエリーだが、コートの中は狭いし、なにより……。

「あ！　危ない！」

「え？　キャアッ！」

「ムギュッ！」

　コートの中には、エリーよりも小さいメイちゃんがいるんだ。

　縦じゆう横おう無む尽じんにコートを逃げ回っていたら、そのうちぶつかるわな。

　結局、エリーがメイちゃんとぶつかるという事態が起きてしまい、エリーはコートに突っ伏した。

「もうっ！　非道いですわっ！　アリス！　リン！」

　バタバタ。

「あはは！　ごめんね！」

「逃げ回ってるエリーが面白かった」

「もう！　性格悪いですわよ！」

　パンパン！












　ビーチに突っ伏したエリーが、涙目になってアリスとリンに文句を言ってる。

　言われている二人も楽しそうである。

　トサッ……。

　本当に、気を遣わない間柄になったもんだな。

　っと、それより……。

「あれ？　メイちゃんは？」

　さっきエリーと衝突したメイちゃんの姿が……。

「あ！　エリー！　メイちゃん敷いてる！」

「え？　ああ！　メイ！　しっかりなさい！」

　メイちゃんとぶつかったエリーは、そのままメイちゃんを押し潰していたらしい。

　さっきから時折聞こえていた音は、メイちゃんが暴れ、エリーにタップし、力尽きた音だったようだ。

　エリーの、凶器と称された胸で押しつぶされたメイちゃんは……。

『はんにんは、えりーねー……』

　ダイイングメッセージを残して気絶していた。

「変なモン残してんじゃないわよ！」

　公爵令嬢にあるまじき言葉遣いで叫びながら、エリーはメイちゃんの残したダイイングメッセージを足で消していた。

「あ、ダイイングメッセージが」

　証しよう拠こ隠いん滅めつか。

「っていうか、死んでませんから」

　メイちゃんを介抱しているシシリーが、苦笑しながら突っ込んだ。

　しばらくして復活したメイちゃんは、

「やっぱりエリー姉様のお胸は危ないです！　凶器です！」

「危ない。もぐ？」

「もがないで下さいまし！」

　ここ最近、恒例となったやり取りをしていた。




　そんな感じで、皆と楽しくビーチバレー……というか、これマジカルバレーとでも言った方がいいか、マジカルバレーを時間を忘れて楽しんだ。

　ようやく俺にも順番が回ってきて、皆と一緒に参加することができたよ。

　魔法解禁なもんだから、皆であれやこれやと魔法の応用について試行錯誤していたら、つい時間が過ぎるのを忘れてしまった。

　気が付いたときには、日が暮れ始めていた。

「はあ……疲れた……もうそろそろ戻ろうか？」

「そう……ですね……そろそろ……夕飯……ですか……」

　トールが息も絶え絶えに応える。他の皆もヘロヘロだ。

　こんなに疲れるまで遊ぶなんて……ミッシェルさんとの訓練でもここまで疲労しなかった。

　遊びとなると、楽しくなって時間を忘れてしまうな。

「アンタ達、まだまだ子供だねえ」

「ほっほ、元気で何よりじゃ」

　そう言いながら爺さんとばあちゃんが近寄ってきた。

　二人の声がした方を見ると……。

　そこには、たった一日で小麦色に日焼けした、爺さんとばあちゃんの姿があった。

　いや、日焼けするの早過ぎね？

　それよりばあちゃんはともかく、麦わら帽子にサングラスをかけ、シャツのボタン全開で黒く日焼けした……。




　なんか凄いファンキーな爺さんがいた。




「じいちゃん……グレたの？」

「グレとらんよ！　元々日焼けしやすいんじゃ。日光も苦手じゃから夏の海でサングラスは欠かせんしの」

　そういう事か。

　ビックリした。爺さんがグレたのかと思って焦あせった。

「ホレ、もうすぐ夕飯だから、そろそろ帰るよ！　コテージに戻ってシャワー浴びてきな。ああ、ただし水でね」

「あ、しまった」

　ばあちゃんの忠告があるまでスッカリ忘れていた。

　さっき、日焼け止めを塗るのを忘れていて、後で塗ろうと思っていたんだっけ。

　こんな炎天下で、日焼け止めも塗らずにずっと砂浜にいりゃ……。

「アイタタタタ！」

　こうなるわな。痛ってー！

『くぅん！』

　俺の後にシャワーを浴びたシシリーも日焼けした肌にシャワーがシミるらしく、悲鳴が聞こえて来ていた。

　マジカルバレーに夢中になって、日焼け止めを塗るのを忘れてしまったからなあ……。

　ちゃんと塗ってあげればよかった。

　こうなるのって結局軽い火傷だから、後で治療しよう。

　あ、でも魔法で治療するとせっかくの日焼けがなくなるか？　どうなんだろ？

　どうしても我慢できないなら治療しよう。それまで手を出さない方がいいか。

　シャワーを浴びて、夕食の会場である、広場にやってきた。

　バーベキュー形式で、好きな物を好きなように食べられる。

　すでに料理が焼かれ始め、辺りには食欲をそそるいい匂いが立ち込めている。

「いい匂いだなー」

「そうですね。楽しみです」

　コテージから一緒に出てきたシシリーも、楽しみにしてるみたいだ。

　いい加減お腹がすいてきたから、早く皆集まらないかなと思っていると。

「うー、肌がピリピリするよう」

　日焼けした肌が服にこすれて痛いんだろう。アリスが、ヒョコヒョコ歩いてきた。

　そんなアリスの様子より、俺には気になることがあった。

「なに言ってんだ、アリス？　肌が『ヒリヒリ』するだろ？」

「え？　シン君こそなに言ってんの？　肌が『ピリピリ』するんだよ？」

「ヒリヒリだろ」

「ピリピリだよ！」

　なんか、どうでもいいようなことだけど、気になったんだから仕方がない。

　むーっと睨にらむアリスと、バチバチと視線を交わす。

「なにやってんだいアンタ達は」

　俺とシシリーの後からコテージを出たばあちゃんが、ヒリヒリかピリピリかで言い争ってる俺達のところにやってきて溜め息を吐いた。

「食事の前に、くだらないことで言い争ってるんじゃないよ、まったく」

「「はーい」」

　ばあちゃんに仲裁されたのなら、これ以上言い争いを続ける訳にはいかない。

　……これ以上やると、ばあちゃんに怒られるからな……。

　そんな恐ろしいことはできない。

　見れば、アリスも若干青くなっている。

「アリス、ここは一旦休戦だ」

「そうだね。これ以上は不毛だよ」

「ヒリヒリだけどな」

「ピリピリだよ！」

「アンタ達！　いい加減におし！」

　結局、ばあちゃんの雷は落ちた。

　シシリーはその様子を見ながら、クスクス笑っている。

　むう、格好悪いところ見せちゃったな。

　そんな馬鹿なことをやっていると、広場に皆が集まってきた。

　集まってきた人の内、特に大人達がファンキーに変へん貌ぼうした爺さんに驚いていた。

「け、賢者様……一体どうなさったのですか？」

「何か悩み事でもおありになるのですか？」

「私どもに相談していただければ！」

「なんもないわい！」

　ファンキーに変身した爺さんは大人達に心配されていた。

　何か不満があって、こんな姿になったと思われてるな……。

「さすがは賢者様。あんな方法で皆の注目を集めるとは……」

　ロイスさん、妙に感心してるけど、あれは真似しちゃ駄目です。

　大人達による、爺さんのカウンセリングが行われようとしていたその時、一番最後に現れた人が声をかけた。

「皆楽しんでおるようだな」

　実は、広場にくる前、いつもの様に王城に本日の定期連絡に行ったのだ。

　その際、警備兵の詰所で待ち構えていたディスおじさんを連れてきていた。

「あ！　お母様ー！」

「あらメイ、いい子にしてた？」

「ハイです！」

　そして、今回待っていたのはディスおじさんだけではなかった。

　ディスおじさんの奥さん。

　オーグとメイちゃんの母親である王妃様も一緒にいたのだ。

「母上、遅いお着きで」

「余計な事は言わなくていいの！　せっかくシン君のゲートという便利な魔法があるのに、わざわざ危険な馬車の旅をする必要もないでしょう？」

「本音は？」

「馬車の旅はシンドイ！」

　随分砕けた王妃様だな。さっきも俺に会うなり……。

『主人の事はディスおじさんと呼んでいるのでしょう？　なら、私はジュリアおばさんと呼んでね！』

『ジュ、ジュリアおばさん……？』

『はい。それでヨロシクね！』

　そう言ってウインクされた。

　王妃様……ジュリアおばさんはプラチナブロンドを結い上げ、青い瞳を持った女性。

　オーグとメイちゃんっていう二人の子供がいるとは思えないほど、若々しい外見をしている。

　そして、今は王城ではないためゆったりした私服を着ているのだが、それでも分かるほどスタイルがいい。

　叙じよ勲くん式しきのときに見たことがあったけど、まさに王妃様！　って感じの女性だ。

　けど、王城に閉じ籠もってお茶会を開いているだけの人じゃなくて、福祉にすごく力を入れており、企画やお金を出すだけでなく、自ら養護施設や孤児院に足を運ぶなど、国民とのふれ合いをとても大事にするフレンドリーな王妃様として、アールスハイド国民の人気は高い。

　ここの王族って、ディスおじさんを始めユルい人が多い。

　まあ、だからこそ国民の人気が高いんだけどね。

「お久し振りで御座います陛下、王妃様。此度も陛下をお迎えできた事、光栄至極に存じます」

「ウム、堅苦しいのはここまでにしてくれ。休みに来たのに休めんではないか」

「は、畏かしこまりました」

　挨拶にきたユリウスのお父さんに言葉を返すと、ディスおじさんはさっそく寛ぎ始めた。

「ふう、ヤレヤレ、やっと落ち着いたわ」

　うん。ディスおじさんはユル過ぎると思う。

「あ、そうだ。コックさん、海で魚を獲ったんですけど、捌いてもらっていいですか？」

「畏まりました。では、ここにお出し下さい」

　そう言って指し示した桶おけに、昼間釣った魚を大量に出す。

「うわっ！　こんなに？」

　桶が一杯になって溢あふれちゃったな。やっぱ獲り過ぎたかな？

　俺が魚を出す様子を見て思い出したのか、メイちゃんもこちらにやってきた。

「お母様、お母様！」

「なんですか？　メイ」

「コレ！　私が釣ったです！」

　そう言ってメイちゃんは『自分の』異空間収納から魚を取り出した。

「い、異空間収納!?」

「お母様？」

　異空間収納を使ったメイちゃんに、ジュリアおばさんが目を見開いて驚いてる。

「え、ああ！　ゴメンなさい、コレは凄いわね！」

「エヘヘヘ」

「それよりメイ、お前異空間収納が……」

　一緒にいたディスおじさんも気になったようで、メイちゃんにどうしたのかと訊たずねていた。

「シンお兄ちゃんに教えてもらったです！　便利です！」

「シン君……」

　ディスおじさんが、ジト目を俺に向けてくる。

「異空間収納くらいいいじゃん。便利だよ？」

「はあ、これだよ。十歳で異空間収納が使える異常さを理解してるかい？」

「俺、五歳で使えたけど？」

「シン君は異常だからいいんだよ。このままだと、メイが天才魔法使いと言われてしまうよ」

「さらっと非道い事言うな！　まあ、実際天才なんじゃないの？」

　皆の魔法の練習を見てるだけで、魔力制御覚えちゃったしな。

「普通の家なら良いんだけどね……このままだと嫁の貰い手がなくなってしまうよ」

　ああ、そういうことか。婿より強い姫様は嫁に貰いにくいってことね。

　ディスおじさんがメイちゃんの将来について心配しているが、メイちゃんにはそんな気はないみたいだ。

「別にお嫁に行かなくてもいいです。シンお兄ちゃん達と魔物狩るです！」

「そ、そうかい？」

　お嫁に行かないというメイちゃんの言葉に、ちょっとホッとしたような顔をしてた。

　そういえばこの国、政略結婚ってあんまり聞かないな。

「アウグストお兄様みたいに虎狩るです！」

「そ、そうかい……」

　無邪気な顔して、虎の魔物を狩ると言うメイちゃん。

　……指導方針を間違えたか？

　ディスおじさんも、さっきと台詞は同じなのに、今度は引きつった顔してる。

　メイちゃんの将来が楽しみでもあり、不安でもあると感じていた時、ばあちゃんが、こちらに合流した。

「久しぶりだねえジュリア、元気してたかい？」

「あら！　メリダ様。お久しぶりですわ！」

　ジュリアおばさんとばあちゃんは、旧知の間柄らしい。

　そのまま二人で話し込み始めた。

　そこにエリーが呼ばれ、シシリーが呼ばれ、各家庭の奥様方が集まり、これから妻になるシシリーとエリーにあれこれ指南し始めた。

「やれやれ、女性は元気だな」

「まったくな」

　俺とオーグは、あれに巻き込まれては敵わないと、その女性陣の輪から離れて行った。

「休暇が明ければ忙しくなるからな、それまでゆっくりさせてもらいたいものだ」

「アールスハイド、エルス、イースの三国会談か」

　魔人達を追い詰めるための連合。

　実際に魔人による襲しゆう撃げきの被害を受けたスイードはもとより、旧帝国に国境を接している他の国は協力を約束してくれた。

　だが、実際に魔人を追い詰めるためには、アールスハイド以外の大国であるエルスとイースの協力は不可欠だ。

　だが、この二ヶ国は旧帝国と国境を接していない。

　この二ヶ国を連合に取り込めるかどうかで、作戦の内容も大きく変わってしまうのだ。

「かなり大きな会談になるからな。何とか主導権を握ったまま二国に協力して欲しいところだ」

「うーん……」

「どうした？　シン」

「いや……ちょっと気になる事があってな」

「気になる事？」

　三国会談に向けて気合いの入っているオーグに水を差すみたいで、とても申し訳ないんだけど……。

　実は二回目の魔人襲来の後、アールスハイドに戻ってから気になっていることがある。少し迷ったが、俺はオーグにその話をすることにした。

「俺ら、魔人に二連勝したじゃん？　二戦目は被害ゼロでさ」

「ああ、お前が吹き飛ばした麦畑以外な」

「うぐっ！　そ、それはともかく！　今、巷ちまたで言われてる事が気になるんだ」

「何を言われている？」

　今、アールスハイド王都でよく囁ささやかれている事がある。それは……。

「『魔人は大した事ない』だってさ」

　そう、俺達があまり被害を出さずに魔人を撃退したものだから、そういう噂が王都に広がっていた。

「本当か？　それは？」

「ああ、今回の旅行の買い物に出た時にな、そういう声を結構聞いたんだ」

　アールスハイド国民の間ではそういう風潮になりつつある。

「それは由々しき問題だな……」

「これ、三国会談にも影響しないか？　そんなに楽勝なら我々は要らないでしょうとか言ってさ」

「まさか……そんな事はない……と思うが……」

　その可能性が少しでもあると感じたのだろう。

　オーグは、先程までの気合いの入った表情から、なにかを考え始めた。

「一応、覚えといてくれ。ちょっと……いや、かなり気になるからな」

「ああ……分かった」

　俺にとっては、この風潮が一般市民だけでなく、軍にまで蔓まん延えんするのが一番怖い。

　スイード王国では、一般の兵士達は魔人にまったく歯が立たなかった。

　そんな魔人を大した事ないと勘違いすると……大きな被害を生んでしまう。

　今はそうならないことを祈るしかない。

　楽しそうな皆を眺めながら、俺達二人だけが神しん妙みような顔をしていた。

　しかし、あまり神妙な顔をしていても皆に不安を与えるだけなので、オーグと二人で皆の輪に戻り、何でもない風を装って皆との夕飯に参加した。

　その夕飯も終わろうかという時に、ディスおじさんがとある発表をした。

「おお、そういえば忘れていた。アルティメット・マジシャンズの皆、良いかい？」

「何？　どうしたのディスおじさん」

「なんでしょうか父上」

　集まった皆の前で、ディスおじさんはある重大な発表をした。

「うん、君達はこれまでに二度、他国を魔人から救ったね。しかもその際にかなりの数の魔人を倒したと聞いている」

「その通りですね」

「そこでだ、これは今日決まったことなんだが、功績があまりにも大きいんでな、新しい勲くん章しようを作ってそれを授与する事になったから」

　ああ、そういえば、そんな話があったな。

　魔人の動向が気になってそれどころじゃなかったわ。

　勲章を受けると聞いて、皆は動きが止まっている。

　時間が止まっている皆とは違い、保護者たる大人達は、勲章という言葉に興奮していた。

「う、ウチの子が勲章!?」

「それは凄い！」

「本当に……立派になって……魔法学院に行きたいと言い始めた時はどうやって更正させようか悩んだのに……」

　驚いているオリビアの母親と、純粋に喜んでるグレンさん。

　そんな中、トニーの母親だけ皆とは別の感想を持ってる。

　更正って……肉体言語かな……。

「そういえば……すっかり忘れてました」

「それどころじゃなかったもんね！」

　トールの言うように、俺もすっかり忘れていた。

　魔人に羊に魔人。

　魔人を討伐することに、さして苦労しなかったし、魔人討伐が勲章ものの武功だということもすっかり忘れていた。

「それで父上、いつ頃になりそうなんですか？」

「そうだな。この魔人討伐の熱が冷める前が良いから、一週間後くらいかな？　ああ、そうそう、服は新調しなくて良いよ。君達が着ている戦闘服で出席してくれ。チームとしての功績も称えたいからね」

　そのディスおじさんの通達で、また盛り上がり出した一同。

　特に保護者が嬉しそうだ。

　今回は俺だけじゃなく、他の皆も叙勲されるので、爺さんもばあちゃんも何も言わなかった。

　しかし……ここで叙勲があると、ますます例の風潮が強くならないか？

　オーグも同じ事を考えたようで、俺と視線を合わせると頷き、ディスおじさんに向かって歩き出した。

「父上、少し宜しいですか？」

「もうちょっとフレンドリーでも良いんだぞ？」

「それはまた今度で。そんな事より大事なお話があります」

「そんな事って……」

　ディスおじさんがちょっと寂しそうだけど、今回はそんな事に構っていられない。

　皆に聞こえないように、オーグはさっき俺が話した懸念をディスおじさんに告げた。

　するとディスおじさんは、しばらく考えていたが。

「なるほどな……シン君達があまりにも圧勝してしまった事で、国民達の間にそんな誤解が広がっているのか……」

「魔人は決して弱くはありません。その証拠に、スイード王国では我々が到着するまで防戦一方でしたし、少なくない被害を出しております。もし、魔人は弱いと勘違いして魔人に不用意に手を出せば……」

「手痛いしっぺ返しを喰らうか」

　オーグの言葉に、神妙にうなずくディスおじさん。

　なんか、オーグとディスおじさんが王族らしく話し合いをしているところ、初めて見たような気がする。

　それにしても、市井の噂程度では、まだ国の上層部までは届いていなかったみたいだ。

　しかし、王都にその噂が流れているという事は、普段街に出る事の多い下級兵士達の耳には入る。

　その風潮が軍に蔓延すれば、魔人が現れた際に、討伐しようとする奴が出るかもしれない。

　そして、今回の叙勲で更にその風潮が強まるかもしれない。

　そうならないように、ディスおじさんから軍を戒めて欲しいのだ。

「分かった。軍部に伝えておこう。『今回魔人を討伐できたのはシン＝ウォルフォードという規格外があっての事であり、魔人は弱いという誤解を持たないように』とな」

「ちょっと気になる箇所はあるけど……概ねそういう事かな」

　これで本当に大丈夫なのだろうか？

　実際に魔人と相対したスイード王国兵は魔人の強さを実感していると思うが、アールスハイド王国兵はどうだろう？

　シュトロームが帝国軍を殲せん滅めつした『後』の現場は見ていると聞いた。

　だが、実際に魔人達の戦闘を見ていた訳ではない。

　ディスおじさんの訓くん戒かいで気を引き締めてくれるといいんだけど。

　それと、エルスとイースがどう出てくるかも分からない。

　魔人が大した事ないなら自分達は必要ないとか言い出すかもしれない。

　そうなると困るのがアールスハイドや旧帝国周辺の小国だ。

　主導権を向こうに握られる可能性がある。

　……そこは腹黒王子様に頑張ってもらうしかないか……。

　まったく……魔人を倒したら倒したで別の問題が発生するとか……もういい加減にして欲しいな。

「シン君、どうしたんですか？」

　食事を終えコテージに戻り、リビングのソファーに座っていると、シシリーが紅茶を淹れてくれながら問いかけて来た。

「……なんか、変な顔してた？」

「変な顔というか……心配事があるみたいな顔してましたよ？」

　紅茶をテーブルの上に置き、俺の横に座った。

「心配事があるなら、私にも教えてもらえませんか？　少しでもシン君の力になりたいんです」

　俺の手をそっと握りながらそう言ってくれた。

「……そうだな、俺一人で悩んでてもしょうがないな」

「シンが悩み事？　聞くのが恐ろしいね……」

「いや……至極まっとうな悩み事だから」

　ばあちゃんに失礼な警戒をされつつも、オーグとディスおじさんに伝えた懸念を話した。

「なるほどねえ……そんな事になってんのかい」

「これはまた難しい問題じゃの」

　事の次第を説明すると、爺さんもばあちゃんも渋い顔をしてしまった。

「ひょっとして……私達は余計な事をしてしまったのでしょうか？」

「何を馬鹿な。そんなはずないさね。アンタ達が魔人を倒さなければ国がいくつかなくなってたかもしれないんだよ」

「その通りじゃ、余計な心配はせんでもいいぞい」

　ひょっとして、自分達のせいでこんなことになってしまったのではないか？

　シシリーがそんな疑念に囚とらわれているが、絶対にそんなことはない。

　爺さんとばあちゃんが二人でシシリーを宥なだめている。

　そして、なにかを考えていたばあちゃんが、ある推測をする。

「買い物に出た短い時間でその話をよく聞いたとなると……相当広まってると考えて良いね」

　少し街を歩くだけで、そんな噂が聞こえてきた。

　というか、なんでばあちゃんは知らないのだろう？

「そういえば、ばあちゃんは聞かなかった？　買い物に出た時」

「久しぶりに買う水着の事で頭が一杯になってたねえ」

「……」

　余計な事を聞いた。

「三国会談に影響しなきゃいいけどねえ……」

「こればっかりは相手がある事じゃからな、始まってみんと何とも言えんの」

　ばあちゃんも爺さんも、やっぱりそこが気になるか。

　魔人は既に二度、周辺国に襲撃をかけている。侵攻の意志がある事は明白だ。

　なので、できればこちらから打って出たい。

　そのためには世界同盟が必要不可欠なんだけど……大国って言ったって、アールスハイドみたいにユルい国ばかりじゃない。

　特にエルスは商人の国だ。利がないと判断すれば同盟を結ばないかもしれない。

　……世界の危機にそんな事はないと信じたいけど……。




「ふー……」

「大変な事になってますね……」

　悩みを打ち明けたものの、特に打開策も見当たらず、後はオーグの腹黒さにかけるしかないという事で話は終わった。

　なんでこうなるかな？

「またオーグに頼る事になるのか……」

「そんなに自分一人で背負い込まなくても良いんじゃないですか？」

　コテージのバルコニーに一緒に涼みに来たシシリーがそう言った。

「どういう事？」

「皆それぞれ役割があるという事です。お婆様も仰ってたじゃないですか。シン君の魔道具を売るのは、お兄様とアリスさんのお父様のお仕事で、シン君はお金儲けを考えなくて良いって」

「ああ……適材適所の話か」

「正直、私達では警備隊の詰所で見たシュトロームに敵うとは思えません。シン君が唯一無二です。だから、シン君は目の前の敵を倒す事だけ考えて、他の事はそれが得意な人に任せれば良いと思いますよ」

　シシリーのその言葉に、ハッとさせられた。

「俺は、周りに頼ってない……か」

「他の国との交渉は殿下の得意分野です。むしろ殿下なら、シン君が首を突っ込むと怒るんじゃないですか？」

「プッ、確かにそうかも『私の領域に入ってくるな』とかな」

　シシリーの的確な指摘に思わず吹き出してしまった。

　確かに、オーグなら言いそうだ。

「私達ではまだ頼りないと思いますけど……皆もシン君に頼って貰えるように頑張ってるんですよ？」

「そうなのか？」

　そんな風に考えてくれていたのか……知らなかった。

「私も、いつか治癒の事は私に頼って欲しいと思ってます」

「そうだな……いつかそうなるといいな」

「はい、だからこれからも一杯教えて下さいね？」

　そう言って微笑むシシリーが眩しくて……一人でなにもかも背負い込むなという言葉が嬉しくて……。

「あ……」

　気付いたらシシリーを抱き締めていた。

「ありがとう……シシリー」

「いえ、シン君の心の負担が軽くなったのなら良かったです」

「心を治してくれた？」

「フフ、そうですね。シン君の心を癒すのは私の役目です。誰にも渡しませんよ？」

「うん……お願いします」

「はい、任されました」

　至近距離でシシリーと見つめ合う。

　そして……。




　コテージのリビングに戻ってくるとばあちゃんが言った。

「……寝室は別だよ」

「……見てたのか」

「はうぅ……」

　せっかく気持ちが盛り上がっていたのにばあちゃんに水を差された。

　結局、その日は各々の寝室で寝たよ。













　初日はチームの皆で遊んでしまったので、次の日はクロード家の皆さんの所にお邪魔した。

　他の面々はといえば、よっぽどビーチバレーにハマったらしく家族総出で遊んでるらしい。

　なんかトーナメントを開催するとかなんとか……。

　そんな中、セシリアさんとシルビアさんは、日頃から増えてきた魔物の討とう伐ばつに走り回っているらしく、休みの日にまで体を動かしたくないと、ビーチにデッキチェアを持ってきて、水着姿で寛くつろいでいた。

「はあ……帰りたくないわあ……」

「本当ですねえ……」

　いかにもバカンス中のお姉さんって感じだなあ。

「楽しんで頂けてるようでなによりです」

「リッテンハイムリゾートなんて、滅多に来られる所じゃないからね。満まん喫きつしなきゃ損でしょ」

「え？　貴族の娘なのに？」

　意外なことを言うセシリアさんに、思わず聞き返してしまった。

「確かに実家は貴族ですよ。でも、もう独立してるんですもの。遊びに行くのも自分でお金を出さないといけませんからね」

　シルビアさんも、セシリアさんと同じようなことを言う。

　貴族の家の人でも大変なんだなあ……。

「魔法師団は、確かに一般の商会の社員より高給よ？　でもそれでリッテンハイムリゾートに来られるかっていうとねえ」

「休暇届けを出した時の、皆の嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの眼差しが忘れられませんわ」

　そう言ってちょっとブルッと震えたシルビアさん。

　……言葉は丁寧だけど……Ｓなのか？

「はあ……帰りたくなーい！」

　セシリアさんが、さっきと同じことを今度は大声でいった。

　すると……。

「何を言ってるのかしら？　セシリアは？」

「お、お母様!?」

　黒いビキニ姿にパーカーを羽織ったアイリーンさんが現れ、セシリアさんは脂汗を流し始めた。

「今、何か……聞き捨てならない事を聞いた気がしたんだけど……」

「き、気のせいですよ！　お母様！」

「そ、そそそうですわ！」

「そう？」

「「そうそう！」」

　二人の義姉が、必死に誤ご魔ま化かしてる。

　額に掻いている汗は、暑いからだけのものではないだろう。

「ならいいけど。休暇で腑ふ抜ぬけになって、職務を疎かにしたら承知しませんからね？」

「「はい！　分かってます！」」

　イエス・マム！　って聞こえそうだ。

「その点、シン君は凄いわね。二つ目の叙勲なんて」

「自分ではそんなに大層な事をした自覚がないんですけどね」

「そうやって驕おごらないところも立派ですよ。本当に、シシリーを素晴らしい人に嫁がせる事ができて幸せよ」

「まだ嫁いでません……」

「その事なんだけどね、お父さんとも相談したんだけど、この騒動が終わったら二人とも、お式を挙げちゃいなさいな」

「「え!?」」

　今凄い事聞いたぞ？　卒業してからじゃなかったの？

「この騒動を無事に解決して御覧なさい、シン君はこの国……いえ、この世界の英雄になるわよ」

「今でも魔法師団では凄いけどね、シン君の人気」

　え？　そうなの？　初耳ですけど。

「規模が違います。そんな人がお相手なんだから、もう式を挙げても良いでしょう。これからもっと稼ぎも増えるでしょうし」

「あ、だから馬車とかコテージとかウチの方に来させたんですか？」

「そうよ。メリダ様ともお話ししてね、シシリーにはウォルフォード家に慣れてもらうために一緒のコテージにしたの」

　ばあちゃんも承認済みだったか。

　爺さんは……よそう、悲しい結末しか見えない。

「でも、魔法学院はどうするんですか？　まだ在学中ですけど……」

「通えば良いわ。入学した時点で法律上は成人してますからね、在学中に結婚するケースもない訳じゃないの」

「そうなんですか」

　そういえばそうだったな。子供扱いされる事も多いし、この旅行も保護者同伴だから忘れてたわ。

「そもそも在学中に結婚しないのは経済的な理由が主な原因よ。その点シン君なら……王国の制式装備のアイデア料と通信機の料金と通信料で口座の残高凄い事になってるでしょ？」

「ええ、まあ……」

　さすがアイリーンさん。お見通しって訳ですか。

「す、凄い残高……」

「どんな金額なのかしら……？」

　お義姉さんたち、そこに反応しないでくださいよ。

「だから、正直式を挙げない理由がないのよ。そのつもりでいてね」

「はあ、分かりました」

　ところで、さっきからシシリーが大人しいな。

　そう思ってシシリーを見てみると……。

「……シン君と結婚……」

　なんかトリップしてた。

「お金持ちの英雄の妻……」

「なんて羨うらやましい……」

　お義姉さん方は羨ましがってた。

　シシリーを嫁に出すなんて！　って言ってた人達だったのにな。

　それだけ認められたって事かな？

「アナタ達も、そろそろ旦那さんを見つけて連れていらっしゃいな」

「そのつもりではいるんですけど……」

「これだけの優良物件を見た後じゃ、どれもピンと来なくて……」

　優良物件って。

「シン君なんて優良物件というより特殊物件よ。英雄の孫で、自身も英雄で、でも驕った所が一つもなくて、おまけに魔道具作りに天才的な才能があって立ち上げた商会は繁盛間違いなしなんて……冗談みたいな存在じゃない」

　今度は特殊物件って。

　存在を冗談にされてしまった。

「そんな人と張り合える人なんて……アウグスト殿下ぐらいしかいないんじゃない？」

「……それもそうね」

「はあ、現実を見ないといけませんね」

「そうなさい」

　お義姉さん達にも是非いい人を見つけてもらいたい。

　俺達の仲を妬まれると、どう対応していいか分からないからな……。

「ところでシン君、急な話で悪いのだけど教会の希望とかある？　今の内に決めておいた方が良いから」

「あ、実は、オーグにお願いして決まった所があるんです」

「あら、感心ね。もう教会を決めてるなんて。それで？　どこの教会をお願いしたの？」

「アールスハイド大聖堂です」

「……え？」

「オーグに頼んでもらったらオッケーだったそうです」

「「「えええええ!?」」」

　お義母さんとお義姉さんの絶叫が響き渡った。

「そ、そ、それ、本当なの!?」

「ええ、日程が決まったら教えてくれって言われました」

　旅行準備中に時間があったからオーグに頼んでおいたのだが、割とスンナリ了承が得られたって言ってたな。

「アールスハイド大聖堂で挙式……」

「本当に羨ましい……」

「これは私も羨ましいわね。あそこは王族しか結婚式を執り行わないのに……」

「そうなんですか？　オーグと仲良くてラッキーだったな」

　王族の特権を感じるな。たまにはいいか。

「多分違うと思うけど……」

「シン君、アールスハイド大聖堂って……」

　お、ようやくシシリーが復帰してきた。

「ダーム大聖堂で結婚式を見たとき、そう約束したじゃない？　だからオーグに頼んでたんだ。黙っててゴメンね？」

　安請け合いして、駄目だったらガッカリさせちゃうからな。決まって良かった。

　するとシシリーは首を振った後、抱きついて来た。

「謝らないで下さい。本当に実現させちゃうなんて……嬉しくてどうにかなりそうです」

「喜んでもらえて良かった。式場は決まったから、そのためにも魔ま人じん討伐頑張ろうね」

「はい！」

　シシリーは満面の笑みで返事をしてくれた。

　サプライズは成功したかな？

　アイリーンさんは微笑ましいものを見る目で、お義姉さん達は嬉しいような、妬ましいような複雑な顔をしていた。

　ところで、セシルさんとロイスさんは？

「マーリン様、そんな手で皆の注目を集めるとはさすがです」

「そんな格好をして……メリダ様に怒られないのですか？」

「ワシ、目立とうと思っとらんからね？　それにメリダはワシが夏の海に来ると真っ黒になるのは知っとるから。メリダへの反抗とかじゃないからね？」

　……何やってんだ……。

「アナタ達は……一体何をしているのかしら？」

「え？　いや！　アイリーン、これはだね……」

「そ、そう！　マーリン様からありがたい訓くん告こくを受けていたのですよ、母上！」

「シン君が素晴らしいお話を持ってきてくれたというのに……」

　あ、アイリーンさんがプルプルしてる……。

「将来の娘むすめ婿むこと義弟が来ているのに放ったらかしにして何をしているのですか！　そこに正座なさい！」

「え？　いや……ここ焼けた砂の上……」

「せ・い・ざ・な・さ・い」

「「はい！」」

　アイリーンさんがお義父さん、お義兄さんに説教をし始めたので、シシリーと二人でその場を離れた。

　爺さんは、俺が渡したルアーを使って釣りをしてくるらしい。

「はあ……アイリーンさん凄い迫力だったな……」

「昔から、お父様よりお母様に怒られる方が怖かったですからね……」

「シシリーでも怒られる事があるんだ？」

「それはありますよ。声は荒らげないけど静かに怒るお母様……思い出したら落ち着かない気分になってきました……」

　そう言って俺の腕にしがみついてきた。

　本当に小さく震えてるし……どんだけ怖かったんだ？

「俺はしょっちゅうばあちゃんに怒られてたなあ」

「ああ……それは何となく想像できます」

「ちょっ！　非道くね？」

「フフフ、アハハ、ごめんなさい！」

　そう笑いながら、俺から離れていった。

「待てこら！」

「きゃあ！」

「こんな所でまで、何してんのよ！」

　シシリーと追いかけっこをしている内に、ビーチバレー……改めマジカルバレー大会の会場に着いたようだ。

「おう……相変わらずスゲエ光景だな……」

「そう？　あの殿下の雷神撃が止められないのよね……」

「雷神撃って……」

　見ると、身体強化して高くジャンプしたオーグが、得意の雷魔法を起動し、ビーチボールをアタックする。

　雷を纏まとったビーチボールは、不規則な動きをして相手コートに突き刺さった。

「リンの風神撃も止められないのよね」

「風神撃って……」

　今度はリンが風魔法を起動してアタックを打つ。

　風の力で加速したビーチボールは目にも留まらぬ速さで相手コートに突き刺さる。

「昨日は技名なんてついてなかったじゃん」

「アリスがね……炎を纏わせたアタックをフレイムアタックとか言い出して……」

「おりゃあ！　くらえ！　フレイムトルネードォォォ！」

　そう言った矢先にアリスが炎と風の合成魔法をビーチボールに乗せ、螺ら旋せんを描く炎のアタックを打った。

「させないよ！　ウォーターブロック！」

　炎に負けないように水の魔法を腕に纏ったトニーがブロックする。

「あ！　くっそー！」

「任せて！」

　身体強化をしたオリビアが離れた位置から飛んできて、ブロックされたボールを拾う。

「ユリウス！」

「ぬうりゃあああ！　パワーボムゥゥ！」

　トールの上げたトスを、ユリウスが身体強化全開でアタックを打ち、ブロックをすり抜け相手コートに突き刺さる。

「やるではないか、ユリウス」

「コートの上ではたとえ殿下と言えど、容赦はせんで御座る」

「フッ、よく言った。ならば、私も全身全霊をもって応えよう」

「フフ、覚悟しなよ？」

「今度は私の番」

「いくッスよ！」

　……なんだこれ？

「家族対抗トーナメントじゃなかったのかよ」

「こんなのに誰もついてこられるわけないじゃない。ウチの家族も早々にリタイヤしたわよ」

「技名を叫ぶとか、痛すぎね？」

「そう？　慣れると気持ちいいわよ？」

「……」

　なんだか、マリアが何かに侵されかけている気がする。

「ところで、ユーリとマリアはなんで入ってないの？」

「「四対四だから順番待ち」」

　……皆、ハマりすぎだろ！

　とまあ……なんか新しい競技を生み出しちゃったり、チームの家族とふれ合ったりしながら、束の間の休暇を楽しく過ごす事ができた。





　　　　　◆






「んあー！　堪能したー！」

　リッテンハイムリゾートで三泊し、休暇は終わった。

　俺とシシリーは、ばあちゃんの監視があったから同じ寝室で寝る事はなかった。

　ちょっと残念だけど、三泊してシシリーはウチで生活するのにも大分慣れたみたいだった。

　元々ばあちゃんに気に入られてたし、爺さんの相手も忘れずにしていたので、二人ともシシリーがウチにいる事を当然のように振る舞っていた。

　これからまた馬車で王都に帰るが、帰ったら早速叙じよ勲くん式しきがある。

　これで皆も有名人か。

　そろそろゲートの魔法を教えた方が良いかな？

　有名になると街を歩くのも大変になるし……。

　俺は最近、街を歩くときはなるべく変装するか、光こう学がく迷めい彩さい魔ま法ほうを使うようにしてる。そうしないと、バレた時に騒ぎになる事があるのだ。

　光学迷彩魔法は危ないからあんまり使いたくないんだけどね。

　周囲の人には俺が見えてないから、たまに人とぶつかるんだよ。

　皆は光学迷彩魔法は理解できなかったみたいだし、爺さんにも使えたゲートの方が良いと思う。

　今までの魔人戦やマジカルバレーを見る限り、もう下地はできてるだろうし。

　王都に帰り着き、解散する前にその事を皆に告げると、特にリンが喜んだ。

「ついに来た。頑張って覚える」

　フンス！　と鼻息も荒く意気込む。

　リンは、最初からゲートの魔法を覚えたくてしょうがなかったみたいだからな。

「どこでやるんだ？」

「できれば初めはイメージを教えたいんだ。学院の研究室でいいんじゃないか？」

　オーグの質問に、学院の研究室でまず座学をやろうと提案する。

　今は夏季休暇中だが、研究会の活動はもちろんある。

　学院も開放されているので、叙勲式の後は皆でゲートの魔法を練習する事にした。





　　　　　◆






　王都に帰ってから三日後、旅の疲れも癒いえた頃王城から迎えが来た。

　今回は皆で叙勲を受けるので、爺さんとばあちゃんは他のメンバーの親族と一緒に参加するらしい。

「いよいよですね……」

「はあ……緊張でヤバイわ……」

「今回は皆一緒だから良いじゃん。前回は俺一人だったんだからな」

「よく一人で乗り切ったわね……」

「シン君、尊敬します……」

　俺の家にシシリーとマリアが集まり、三人で馬車に乗って王城を目指している。

　例の、乗り心地はいいけど、居心地が悪い馬車だ。

　前回、俺は一人でこの苦行を乗り越えた。

　だからなのか、緊張しまくっているシシリーやマリアに比べて心に余裕がある。

　二人がガッチガチで、窓の外の景色を見る余裕もないまま馬車は進んでいく。

　そして、ようやく王城に着くと、他の迎えの馬車も到着した。

「みみみ皆！　おおおおはよう！」

「緊張しすぎだ、アリス」

「そんな事言ったって！　叙勲式だよ？　一生縁のないものだと思ってたのに！」

「そうですよ……ウエイトレスしてたら叙勲なんてされませんもの……」

「いい加減諦める」

　到着した馬車からチームの皆が続々と降りてくる。

　最近王城に来る機会が多くなったとはいえ、今回は叙勲式だ。緊張するなって方が無理な話かな？

「さて、今日は叙勲式だが、本当に大変なのはこの後だからな」

　元々王城住まいのオーグが、俺達が控室に入った後にやってきた。

「後？」

「有象無象が寄ってくるぞ。特に独り身の者は気をつけろよ？　焦あせって変な男にひっかからないようにな」

「「「は、はい！」」」

「別に男はいらない」

　叙勲を受けると、人が寄ってくるからな……。

　特に彼氏が欲しいって言ってたマリア達は要注意だな。

　リンは相変わらずだけど。

　それより、休暇が明けた学院とかどうなるんだろう？

　クラスに人が押し寄せないか？

　マークとオリビアは大丈夫だろうか？

　今後の事をオーグから注意されていると……。

「アルティメット・マジシャンズの皆様、お時間でございます」

　ついに迎えの兵士さんが来た。

　皆、緊張のピークに達したようで、ガッチガチになってる。

　オリビアなんかは若干顔が青いな……。

　しかし、ここまで来たらジタバタしてもしょうがないので、迎えに来た兵士さんの先導で謁えつ見けんの間に着いた。

　謁見の間の扉の前で待機していると、こんな声が聞こえて来た。

『アールスハイドのみならず、各国を救った英雄達！　アルティメット・マジシャンズの御到着です！』

　高らかな宣言の後、扉が開いた。

　前回と同じだな。貴族達や文官、武官達が拍手をして出迎えてくれた。

　その光景を見慣れているオーグ以外は、その雰囲気に呑まれてる。

「行くぞ」

　オーグの言葉で我に返った皆が歩き出す。

　今日はオーグもアルティメット・マジシャンズの一員としてこちらにいるので、王座の近くにはメイちゃんとジュリアおばさんがいた。

『ディセウム＝フォン＝アールスハイド陛下、御入場！』

　現れたディスおじさんに謁見の間にいた全員が膝ひざをつく。

「今日はアールスハイドに現れた英雄達を讃える事ができ、誠に嬉しく思う。そして、今回の功績は過去に類を見ないものだ。そこでこの度は特別な勲章を用意した」

　列席している人達が一瞬ざわめいた。

「アルティメット・マジシャンズ、貴殿等に『金きん龍りゆう特とく別べつ勲くん章しよう』を授与する」

　そうディスおじさんが宣言した途端、列席者達は驚きの声を上げた。

　なぜなら、金の龍はアールスハイド王国の国旗に描かれているシンボルだからだ。

　その金の龍の名を冠した勲章を授与される。

　アールスハイド国民にとってこれ程栄誉ある勲章もないだろう。

　俺はアールスハイド歴数ヶ月だからイマイチ、ピンとこないけど……。

　ちなみに龍……ドラゴンは空想上の生き物で実際には存在しない。

　魔法がある世界なのに……ドラゴン見たかったなあ……。

「それでは、各自に勲章を授ける」

　その宣言があり、順に名前が呼ばれディスおじさんから勲章を受ける。

　皆ガチガチで、アリスなど、手と足が同時に出ていた。

　そうして次々とチームの皆が呼ばれていくが、オーグは中々呼ばれず、最後から二番目の授与となった。

「立派になったなアウグスト。これならば安心して国を任せられるな」

「何を仰いますか。父上ならばまだまだ御活躍できるでしょう。これからも頑張って我が国を牽引していって下さい」

「アウグスト……」

　ディスおじさんがオーグからの言葉に感激してるけど、多分それ違うから。

　自分が玉座に就くと自由がなくなるからだと思うよ。

　そして俺は、なぜか一番最後に呼ばれた。

「数ヶ月で二個目の叙勲は王国の歴史上でも初めての事だ。素晴らしい功こう績せきである」

「ありがたき幸せ」

　王様モードのディスおじさんに合わせて、こちらも臣下モードで応える。

　そして勲章を胸につけてもらう……前に、ディスおじさんがこんな事を言い出した。

「シン＝ウォルフォードは最も早はやこの世界に敵う者はいない魔法使いの王となった。よって我より、『魔王』の二つ名を与える。皆讃えよ！　魔王シンの誕生である！」




　……。




　うわあああ！！！！

　なに!?　何が起こった？　なんでディスおじさんがそれを知って……。

　ああ！　オーグか！　オーグがディスおじさんに言ったな!?

　振り返ってオーグを見ると、下を向いてプルプルしてた。

　なに笑いを堪えてやがる！












　なんて……なんて事をしてくれたんだ！

　そう思ってオーグのもとに行こうとしたら……。

『うおおおおおお！』

　急に列席者から大きな歓声が上がった。

　急だったからビクッとしちゃったじゃないか！

「魔法使いの王！　魔王シン！」

「この歳で二つ名を授けられるとは！」

「魔王！」「魔王！」「魔王！」

　皆が魔王の名を連呼していた。

　やめて！　その名前で呼ばないで！

　お願いだからあ……。





　　　　　◆






「おや、名演出家のゼスト君ではありませんか」

　シンが、アールスハイド王城で、この世界で初めての二つ名を授けられていたころ、旧帝都ではシュトロームがゼストに声をかけていた。

「お恥ずかしい限りで御座います。やはり、シュトローム様ほど、上手く踊おどらせることはできませんでした」

「いえいえ、私は大変楽しめましたよ？　あれほどお腹を抱えて笑ったのは久し振りです」

　シュトロームがゼストのことを演出家と言っているのは、離反した魔人を唆そそのかし、スイード、クルトを襲撃させたためだ。

　その結果は、離反した魔人の大惨敗であり、その光景がシュトロームにとっては、なによりも楽しい娯楽になっていたのである。

「そこまで彼らを踊らせて、一体なにをしているんですか？」

「今はまだなんとも……もう少しすれば具体的に説明できるかと」

「そうですか。それでは、楽しみにしていますね」

　そう言いながら、シュトロームは楽しそうにその場を去って行った。

　そのシュトロームを見送りながら、ゼストは新たに近付いてくる人影に気付いた。

「ご報告いたします」

「ふむ」

　離反した魔人達の中に潜入しているローレンスである。

　彼は、二度に渡る魔人とアルティメット・マジシャンズとの戦闘において、なんらかの突破口を見つけたようであった。

「かのシン＝ウォルフォードの弱点、分かりましたか？」

「シン＝ウォルフォード自身の弱点は……正直見つけられませんでした」

　そのローレンスの言葉に、ゼストは首を傾げる。

「おや？　私の目には、なにかを見つけたように見えたのですが？」

　そう言うゼストに、ローレンスはニヤリと笑い。

「弱点は見つけられませんでしたが、弱味は見つけました」

「ほう……」

　ローレンスの報告を聞いたゼストは、次のシナリオの準備に取りかかり始めた。





〈つづく〉











あとがき






　人生は何が起こるか分からないものです。

　今の私がまさにそれです。

　昔の私の目標はプログラマーになることであり、芸能事や執しつ筆ぴつ活かつ動どうなどには全く興味がありませんでした。そんな世界に自分が入れるとも思っていませんでしたし。

　そんな私が声優を目指し、ナレーターとなって芸能界にちょっとだけ顔を出し、果てはこうして小説を出版してこんなあとがきを書いている。

　なんでこんなことになり、そして、なんでこんなことを書いているのか？

　それは、この四巻の執筆・修正・加筆作業中に、熊本地震が発生したからです。

　連日報道される熊本の様子を、胸が締め付けられる想いで見ていたのですが、それと同時に、あることも思い出しました。

　それは、かつて起こった阪はん神しん・淡あわ路じ大だい震しん災さいのことです。

　実は私は、阪神・淡路大震災の被災者です。

　地震が発生した当時、私は活断層の真上にあって壊かい滅めつした地域にいました。

　今生きているのは、まさに紙一重の結果です。あの時死んでいても、全く不思議ではありませんでした。

　というか、私の周りの人間は、私が死んだと思っていたそうで、彼は諦めた方が良いと話していたそうです。

　当時、私が被災した場所に知人や弟を連れて行った際「何で生きてるの？」と不思議がられたほど、本当に奇跡的に生き延びました。

　そしてその震災の結果、私の人生設計は大きく狂ってしまい、プログラマーになる目標は諦めました。

　正直、それだけを目標にやってきたので突然目標がなくなってしまい、一体何をすればいいのか途方に暮れてしまいました。

　色々と今後の目標について悩んだ結果、せっかく奇跡的に生き永らえた命なのだから、思い切って普通では考えないようなことを目標にしてやろうという考えに至りました。

　この考えのせいですね。いわゆる普通の人生からドロップアウトしたのは。

　しかし実際、特別なことをしようと思っても、具体的に何がしたいとか考えていません。何か自分にもできることはないか？　と考えた結果、そういえば過去に姉の友人から「弟君って、いい声してるよね」と人生で唯ゆい一いつ褒ほめられたのが声であったことを思い出し、アニメを見るのが好きだったこともあり、声優っていいかもと思い、その道に足を踏み入れました。

　それから巡り巡って、今は物語を執筆する側に回りました。

　という訳で、自分が今こうして小説を書いて、そのあとがきを書いているのも、全てはあの震災があったからです。本当に人生は何が起こるか分かりません。

　あの時、一度死んだも同然なので、今まで遠慮したり恥ずかしがったりしてできなかったことを思い切ってやってみようと思わなければ、今も地元で生活し、小説は好きで読んでいただろうけれど、執筆しようなどと思うことは全くなく、いわゆる普通の生活をしていたことと思います。何がきっかけで人生が転ぶかわかりませんね。

　もちろん、いい方向に転ぶこともあれば、悪い方向に転んでしまうこともあるでしょう。正直、今まで私が歩んできた人生は、悪い方に転ぶことの方が多かったのではないかと思います。まあその結果、色んな事を経験させて頂きましたけどね。

　辛いことも多かったですし、ストレスで胃い潰かい瘍ようになったりもしましたけど……。

　という色んな事を思い出しながら改稿作業をしていたこの四巻。

　今回も無事出版することができたのは、自分に力を貸してくださる皆さんの力があってこそだと思います。

　今回もお世話になった担当Ｓ氏。打ち合わせでは、大概話が脇道に逸それて、結局何時間もかかってしまいます。喋りすぎてすいません。

　そして、今回も素晴らしいイラストを描いて頂いた菊きく池ち先生。この四巻では水着シーンがあるので、正直期待してました。

　期待通りでした。ありがとうございました。

　ところで、今回の挿絵には仕掛けがあるのに気付いたでしょうか？　ヒントは最初と最後の挿絵です。

　そして、この前の巻が発売された後から連載が始まった漫画版『賢けん者じやの孫まご』、作画担当の緒お方がた先生。自分の脳内で起こっていることをそのまま描いて頂いている。そんな錯覚に陥おちいることがある程の漫画を描いて頂いています。ありがとうございます。

　正直、漫画版はほぼ自分の手を離れているので、純粋にどんな演出をして頂いたのだろうと、楽しみながら読んでいます。チェックのために、ネームとかを事前に見られるのは原作者の特権ですね。今後も楽しみにしています。

　そして『小説家になろう』での連載も継続しているのですが、更新する度にいつも御覧頂いている皆様。

『賢者の孫』は、時間がかかっても完結まで連載しますので、今後ともＷｅｂ版も書籍版も、どちらもお付き合い頂ければ幸いです。

　それではまた、次巻でお会いしましょう。





二○一六年七月　　　吉よし岡おか　剛つよし
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